
ヽ

イ

ン

ト

関
法

憲

第
三
九
巻
第
一
号

目

次

ー
イ
ン
ド
憲
法
概
説

一
、
イ
ン
ド
憲
法
の
制
定
及
び
そ
の
特
色

二
、
イ
ン
ド
憲
法
の
改
正

二
イ
ン
ド
憲
法

前

文

第
一
編
連
邦
及
び
そ
の
領
域

第

二

編

公

民

権

第
三
編
基
本
的
人
権

第
四
編
国
家
政
策
の
指
達
原
則

第
四
A
絹
基
本
義
務
（
以
上
第
三
八
巻
一
号
）

第

五

編

連

邦

第

六

編

州

（

以

上

第

三

八

巻

四

号

）

第

八

編

連

邦

領

法
（

三

）

第
一

0
編
指
定
地
域
及
び
部
族
地
域

第
一
―
編
連
邦
と
州
と
の
関
係

第
―
二
編
財
政
、
財
産
及
び
訴
訟

第
一
三
編
イ
ン
ド
領
内
に
お
け
る
取
引
、
商
業
及
び
交
通

第
一
四
編
連
邦
及
び
州
の
公
務

第
一
四
A
絹

審

判

所

第

一

五

編

選

挙

第
一
六
編
特
定
階
層
に
対
す
る
特
別
規
定

第

一

七

編

公

用

語

第
一
八
絹
非
常
事
態
規
定

第

一

九

編

雑

則

第

110編
憲
法
改
正

第
ニ
―
編
暫
定
的
、
経
過
的
及
び
特
別
規
定

第
二
二
編
略
称
、
施
行
及
び
廃
止

孝

忠
1
0
六

延 (
-
0六）

夫



(
3
)
 

第
二
三
九
条
（
連
邦
領
の
行
政
）

①
国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
し
た
場
合
を
除
い
て
、
す
べ
て
の

連
邦
領
の
行
政
は
、
大
統
領
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
適
当
と
認
め
る
範

囲
に
お
い
て
指
名
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
行
政
官
を
通
じ
て
行
う
。

③
第
六
編
に
お
け
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
州
知
事
を
、

隣
接
す
る
連
邦
領
の
行
政
官
に
任
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
知
事
が
こ
の

行
政
官
に
任
命
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
大
臣
会
議
か
ら
独
立
し
た
行
政

官
と
し
て
そ
の
権
能
を
行
使
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
三
九
A
条
（
一
定
の
連
邦
領
の
た
め
の
地
方
議
会
若
し
く
は
大
臣

(
4
)
 

会
議
又
は
地
方
議
会
と
大
臣
会
議
の
創
設
）

①
国
会
は
、
法
律
に
よ
り
ゴ
ア
、
ダ
マ
ン
及
び
デ
ィ
ウ
、
ボ
ン
デ
チ

(
5
)
 

ェ
リ
ー
、
ミ
ゾ
ラ
ム
及
び
ア
ル
ナ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
連
邦
領
の
た
め
に

当
該
法
律
で
定
め
る
構
成
、
権
限
及
び
機
能
を
有
す
る

伺
そ
の
連
邦
領
の
議
会
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
、
選
挙
さ
れ
た

機
関
若
し
く
は
指
名
と
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
機
関
、
若
し
く

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
-
）

⑯
大
臣
会
議

は

(
2
)
 

第

八

編

連

邦

領

第
七
編

(
1
)
 

〔
削
除
〕

1
0七

の
い
ず
れ
か
一
方
又
は
双
方
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
①
項
に
い
う
法
律
は
、
そ
れ
が
こ
の
憲
法
を
改
正
し
又
は
改
正
の

効
果
を
有
す
る
規
定
を
含
む
場
合
に
お
い
て
も
、
第
三
六
八
条
で
い
う
こ

の
憲
法
の
改
正
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
＿
＿
＿
九
B
条
（
連
邦
領
議
会
閉
会
中
に
お
け
る
行
政
官
の
命
令
発
出

(
6
)
 

権）
①
第
二
三
九
A
条
①
項
で
規
定
さ
れ
た
運
邦
領
議
会
が
開
会
中
を
除

き
、
そ
の
行
政
官
は
す
み
や
か
な
行
動
が
必
要
だ
と
い
う
状
況
が
存
在
す

る
と
み
な
す
と
き
に
は
何
時
で
も
、
そ
の
状
況
に
必
要
な
命
令
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
当
該
命
令
は
、
そ
の
た
め
に
大
統
領
の
訓
令
を
得
た
の
ち
で

な
け
れ
ば
行
政
官
に
よ
り
公
布
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
前
記
議
会
が
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
又
は
そ
の
機
能
が
第
二
三

九
A
条
①
項
で
規
定
さ
れ
た
法
律
に
も
と
づ
い
て
採
ら
れ
た
措
置
の
た
め

に
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
行
政
官
は
当
該
解
散
又
は
停
会
期
問
中

い
か
な
る
命
令
も
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
大
統
領
の
訓
令
に
し
た
が
い
、
こ
の
条
に
も
と
づ
い
て
公
布
さ
れ

た
命
令
は
、
第
二
三
九
A
条
①
項
に
い
う
法
律
に
含
ま
れ
た
規
定
に
し
た

が
っ
て
適
当
に
制
定
さ
れ
た
連
邦
領
の
制
定
法
と
み
な
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
当
該
命
令
は
、

(
1
0七）



(g) (f) (e) (d) 

(10) 

ア
ル
ナ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ

第
三
九
巻
第
一
号

⑭
連
邦
領
議
会
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
議
会
再
開

か
ら
六
週
間
の
経
過
以
前
に
そ
の
命
令
を
承
認
し
な
い
と
い
う
決

議
が
議
会
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
決
議
の
可
決
に
よ
っ

て
効
力
を
失
う
。

⑯
行
政
官
に
よ
り
、
そ
の
た
め
の
大
統
領
の
訓
令
を
得
た
の
ち
何

時
で
も
取
り
消
さ
れ
る
。

⑱
こ
の
条
に
も
と
づ
く
命
令
が
、
第
二
三
九
A
条
①
項
に
い
う
法
律

に
含
ま
れ
た
規
定
に
し
た
が
っ
て
制
定
さ
れ
た
連
邦
領
の
制
定
法
中
に
定

め
ら
れ
た
と
き
に
は
、
有
効
で
な
い
規
定
を
定
め
て
い
る
と
き
及
び
定
め

(
7
)
 

て
い
る
か
ぎ
り
は
無
効
で
あ
る
。

(
8
)
 

第
二
四

0
条
（
一
定
の
連
邦
領
に
つ
い
て
の
大
統
領
の
規
則
制
定
権
）

①
大
統
領
は
、
次
に
掲
げ
る
連
邦
領
の
平
和
的
、
進
歩
的
か
つ
善
良

な
統
治
を
行
う
た
め
に
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑭
マ
ン
ダ
マ
ン
及
び
ニ
コ
バ
ル
島

⑯
ラ
ク
シ
ャ
ド
ウ
ィ
辰
咋

＇
ー
、c
 

• 

ボ
ン
デ
ン
チ
ェ
リ
ー

ミ
ゾ
ラ
ム

ゴ
ア
、
ダ
マ
ン
及
び
デ
ィ
ウ

ダ
ト
ラ
及
び
ナ
ガ
ル
ハ
ヴ
ェ
リ
ィ

関
法

ラ
ム
又
は
ア
ル
ナ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
の
連
邦
領
議
会
と
し
て
の
機
能
を

有
す
る
機
関
が
第
二
三
九
A
条
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
と
き
に
は
、

大
統
領
は
当
該
議
会
の
最
初
の
会
議
と
し
て
指
定
さ
れ
た
日
以
降
、
当
該

連
邦
領
で
効
力
を
有
す
る
平
和
的
、
進
歩
的
か
つ
善
良
な
統
治
を
行
う
た

(
1
1
)
 

め
の
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
ゴ
ア
、
ダ
マ
ン
及
び
デ
ィ
ウ
、
ボ
ン
デ
ン
チ
ェ
リ
ー
、
ミ
ゾ
ラ

ム
又
は
ア
ル
ナ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
の
連
邦
領
議
会
と
し
て
の
機
能
を
有

す
る
機
関
が
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
、
又
は
議
会
と
し
て
の
当
該
機
関
の

機
能
が
第
二
三
九
A
条
い
項
に
い
う
法
律
に
も
と
づ
い
て
採
ら
れ
た
措
置

を
理
由
と
し
て
停
止
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
、
大
統
領
は
当
該
連
邦
領
地

域
の
平
和
的
、
進
歩
的
か
つ
善
良
な
統
治
を
行
う
た
め
の
規
則
を
制
定
す

(12) 

る
こ
と
が
で
き
る
。

＠
前
項
の
規
則
は
、
国
会
が
制
定
す
る
法
律
ま
た
は
そ
の
時
に
お
い

(13) 

て
当
該
連
邦
領
に
適
用
さ
れ
る
そ
の
他
の
法
律
を
廃
止
又
は
改
正
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
規
則
が
大
統
領
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
と
き
に

は
、
当
該
領
域
に
対
し
国
会
の
制
定
法
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。

第
二
四
一
条
（
連
邦
領
の
高
等
裁
判
所
）

切
国
会
は
、
法
律
で
連
邦
領
に
高
等
裁
判
所
を
設
置
し
、
又
は
当
該

領
内
の
い
ず
れ
か
の
裁
判
所
を
こ
の
憲
法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
の
適

た
だ
し
、
ゴ
ア
、
ダ
マ
ン
及
び
デ
ィ
ウ
、
ボ
ン
デ
ン
チ
ェ
リ
ー
、
ミ
ゾ

1
0八

(
1
0八）



第
一

0
編

用
上
高
等
裁
判
所
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

③
第
六
編
第
五
章
の
規
定
は
、
第
ニ
―
四
条
に
規
定
す
る
高
等
裁
判

所
に
関
し
て
適
用
す
る
と
同
様
に
国
会
が
法
律
で
規
定
す
る
読
替
又
は
適

用
除
外
を
し
て
①
項
で
規
定
す
る
高
等
裁
判
所
に
関
し
て
も
適
用
す
る
。

⑥
こ
の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
及
び
こ
の
憲
法
に
も
と
づ
い
て
州
議

会
に
与
え
ら
れ
る
権
限
に
も
と
づ
き
当
該
州
議
会
が
制
定
す
る
法
律
の
規

定
の
制
限
内
で
、
連
邦
領
に
お
い
て
一
九
五
六
年
憲
法
（
第
七
次
改
正
）

法
施
行
直
前
管
轄
権
を
有
す
る
高
等
裁
判
所
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
当
該

領
域
に
関
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
。

0

こ
の
条
の
規
定
は
、
州
の
高
等
裁
判
所
の
管
轄
権
を
連
邦
領
又
は

そ
れ
に
含
ま
れ
る
地
域
に
拡
張
し
又
は
こ
れ
か
ら
除
外
す
る
国
会
の
権
限

(14) 

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

第
二
四
二
条
（
ク
ー
ル
グ
）

(16) 

〔
削
除
〕

第
九
編

指
定
地
域
及
び
部
族
地
域

第
二
四
四
条
（
指
定
地
域
及
び
部
族
地
域
の
行
政
）

い
ア
ッ
サ
ム
州
及
び
メ
ガ
ラ
ヤ
州
を
除
く
州
の
指
定
地
域
及
び
指
定

部
族
の
行
政
及
び
監
督
に
つ
い
て
は
、
第
五
付
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

(17) 

る。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

(15) 

〔
削
除
〕

1
0九

③
ア
ッ
サ
ム
州
及
び
メ
ガ
ラ
ヤ
州
並
び
に
ミ
ゾ
ラ
ム
連
邦
領
の
部
族

地
域
の
行
政
に
つ
い
て
は
、
第
六
付
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
四
四
A
条
（
ア
ッ
サ
ム
州
内
の
一
定
の
部
族
地
域
に
よ
り
構
成
さ

れ
る
自
治
州
の
形
成
及
び
当
該
地
域
の
た
め
の
地
方
議
会
若
し
く
は
大
臣

会
議
又
は
地
方
議
会
及
び
大
臣
会
議
の
創
設
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
法
律
で
ア
ッ
サ
ム
州

内
に
第
六
付
則
第

110節
に
付
さ
れ
た
表
の
第
一
部
で
定
め
ら
れ
た
部
族

地
域
の
全
部
又
は
一
部
（
包
括
的
又
は
部
分
的
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
自
治

州
を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
自
治
州
の
た
め
に
当
該
法
律
で
定
め

る
構
成
、
権
限
及
び
機
能
を
有
す
る

伺
そ
の
自
治
州
の
議
会
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
選
挙
さ
れ
た
機

関
若
し
く
は
指
名
と
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
機
関
、
若
し
く
は

⑯

大

臣

会

議

の
い
ず
れ
か
一
方
又
は
双
方
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＠
①
項
で
規
定
す
る
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。⑭

自
治
州
の
議
会
が
、
ア
ッ
サ
ム
州
議
会
を
除
外
し
て
か
否
か
の

方
法
を
問
わ
ず
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
に
適
用
さ
れ
る
法
律
を
制

定
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
州
管
轄
事
項
表
又
は
共

通
管
轄
事
項
表
に
列
挙
さ
れ
た
事
項
を
定
め
る
こ
と

(
-
0九）



立
法
権
の
配
分

第
二
四
五
条
（
国
会
及
び
州
議
会
の
立
法
範
囲
）

第
一
章
立
法
関
係

第
一
ー
編

る
こ
と

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

⑱
自
治
州
の
行
政
権
が
及
ぶ
事
項
を
定
義
す
る
こ
と

伺
ア
ッ
サ
ム
州
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
租
税
収
入
が
自
治
州
に
帰

属
す
る
限
度
に
お
い
て
自
治
州
に
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
を
定
め

⑱
こ
の
憲
法
の
条
項
に
お
け
る
州
の
規
定
が
自
治
州
に
つ
い
て
の

規
定
を
含
む
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
る
こ
と
、
及
び

伺
必
要
と
み
な
さ
れ
た
補
足
的
、
付
随
的
及
び
結
果
的
規
定
を
設

け
る
こ
と

⑱
前
項
で
定
め
る
法
律
の
改
正
は
、
そ
れ
が
③
項
り
号
又
は
⑯
号
で

規
定
さ
れ
た
事
項
の
い
ず
れ
か
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
そ

の
改
正
が
国
会
の
両
議
院
で
出
席
し
投
票
す
る
議
員
の
三
分
の
二
以
上
に

よ
っ
て
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
効
力
を
有
し
な
い
。

④
こ
の
条
で
い
う
法
律
は
、
そ
れ
が
こ
の
憲
法
の
改
正
又
は
改
正
の

効
力
を
有
し
て
い
る
場
合
で
も
第
三
六
八
条
の
規
定
す
る
こ
の
憲
法
の
改

正
と
は
み
な
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

連
邦
と
州
と
の
関
係

①
こ
の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
国
会
は
イ
ン
ド
領
の
全

部
又
は
一
部
に
対
し
て
法
律
を
制
定
し
、
州
議
会
は
州
の
全
部
又
は
一
部

に
対
し
て
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
国
会
の
制
定
す
る
法
律
は
、
そ
れ
が
領
域
外
に
適
用
さ
れ
る
と
い

う
理
由
で
無
効
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

第
二
四
六
条
（
国
会
及
び
州
議
会
の
立
法
事
項
）

①
③
項
及
び
⑥
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
第
七
付
則
第
一

表
（
こ
の
憲
法
に
お
い
て
『
連
邦
管
轄
事
項
表
』
と
い
う
）
に
掲
げ
る
事

項
に
関
し
、
排
他
的
立
法
権
を
有
す
る
。

③
⑱
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
第
七
付
則
第
三
表
（
こ
の

憲
法
に
お
い
て
『
共
通
管
轄
事
項
表
』
と
い
う
）
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し

立
法
権
を
有
し
、
ぃ
項
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
州
議
会
も
ま
た
同
様

と
す
る
。

①
項
及
び
③
項
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
第
七
付
則
第
二
表

（
こ
の
憲
法
に
お
い
て
『
州
管
轄
事
項
表
』
と
い
う
）
に
掲
げ
る
事
項
に

関
し
、
州
議
会
は
当
該
州
又
は
そ
の
一
部
に
対
し
て
排
他
的
管
轄
権
を
有

す
る
。④

国
会
は
、
州
に
含
ま
れ
な
い
イ
ン
ド
領
の
一
部
の
領
域
の
た
め
、

そ
の
事
項
が
州
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

当
該
事
項
に
関
し
て
立
法
権
を
有
す
る
。

(3) 
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0
 (
―

1
0
)
 



第
二
四
七
条
（
一
定
の
補
充
裁
判
所
設
置
に
つ
い
て
定
め
る
国
会
の
権

限）
こ
の
章
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
、
連
邦
管
轄
事
項
表
に
掲
げ

る
事
項
に
関
す
る
法
律
で
あ
っ
て
国
会
が
制
定
す
る
も
の
又
は
既
存
の
も

の
の
適
切
な
運
用
を
は
か
る
た
め
、
法
律
で
補
充
裁
判
所
の
設
置
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
四
八
条
（
未
配
分
事
項
に
関
す
る
立
法
権
）

い
国
会
は
、
共
通
管
轄
事
項
表
及
び
州
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
て
い
な

い
事
項
に
関
し
、
排
他
的
に
立
法
権
を
有
す
る
。

③
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
同
項
に
規
定
す
る
表
に
掲
げ
て
い

な
い
租
税
を
賦
課
す
る
立
法
権
を
含
む
。

第
二
四
九
条
（
国
家
利
益
の
た
め
に
国
会
が
有
す
る
州
管
轄
事
項
に
関

す
る
立
法
権
）

①
こ
の
章
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
参
議
院
が
出
席
し

投
票
す
る
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
得
た
議
決
に
よ
り
、
国
家
の

利
益
の
た
め
州
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
で
あ
っ
て
当
該
決
議
に
お
い

て
指
定
し
た
も
の
に
関
し
国
会
が
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
必
要
又
は
有

利
で
あ
る
と
宜
言
し
た
と
き
に
は
、
国
会
は
そ
の
決
議
の
有
効
期
間
中
イ

ン
ド
領
の
全
部
又
は
一
部
に
対
し
当
該
事
項
に
関
す
る
立
法
権
を
有
す
る
。

③

0
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
採
択
さ
れ
た
決
議
は
、
一
年
を
こ
え

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
-
)

な
い
限
度
に
お
い
て
決
議
で
定
め
る
期
問
効
力
を
有
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
決
議
の
効
力
継
続
を
認
め
る
決
議
が
①
項
に
定
め
る
方

法
で
可
決
さ
れ
た
と
き
に
は
、
当
該
決
議
は
こ
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失

う
ぺ
き
日
か
ら
更
に
一
年
効
力
を
継
続
す
る
。

⑱
い
項
に
も
と
づ
く
決
議
が
採
択
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
立
法
権
を

有
し
な
い
事
項
に
か
か
る
国
会
の
制
定
法
は
そ
の
権
限
を
欠
く
限
度
に
お

い
て
当
該
決
議
が
効
力
を
失
っ
た
後
六
月
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
そ
の

効
力
を
失
う
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
経
過
前
に
な
さ
れ
又
は
な
さ
れ
な
い

こ
と
と
な
っ
た
事
項
の
効
力
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

第
二
五

0
条
（
非
常
事
態
の
布
告
施
行
中
に
お
け
る
州
管
轄
事
項
に
関

す
る
国
会
の
立
法
権
）

①
こ
の
章
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
非
常
事
態
の
布
告
の
施
行
中
、

国
会
は
州
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
い
か
な
る
事
項
に
関
し
て
も
イ
ン
ド
領

の
全
部
又
は
一
部
に
対
し
立
法
権
を
有
す
る
。

＠
非
常
事
態
の
布
告
の
施
行
が
な
い
場
合
に
は
、
立
法
権
を
有
し
な

い
事
項
に
か
か
る
国
会
の
制
定
法
は
、
そ
の
権
限
を
欠
く
限
度
に
お
い
て

当
該
布
告
が
効
力
を
失
っ
た
後
六
月
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
そ
の
効
力

を
失
う
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
の
経
過
前
に
な
さ
れ
又
は
な
さ
れ
な
い
こ

と
と
な
っ
た
事
項
の
効
力
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

第
二
五
一
条
（
第
二
四
九
条
及
び
第
二
五

0
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
国

(

-

―

一

）



関
法

第
一
二
九
巻
第
一
号

会
の
制
定
し
た
法
律
と
州
議
会
の
制
定
し
た
法
律
と
の
抵
触
）

第
二
四
九
条
及
び
第
二
五

0
条
の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と

づ
い
て
州
議
会
が
有
す
る
立
法
権
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、

州
議
会
の
制
定
し
た
法
律
の
規
定
が
同
条
の
規
定
に
よ
り
国
会
の
有
す
る

立
法
権
に
も
と
づ
い
て
国
会
の
制
定
し
た
法
律
と
抵
触
す
る
と
き
に
は
、

国
会
の
制
定
し
た
法
律
は
そ
れ
が
州
議
会
に
よ
る
法
律
制
定
の
前
に
制
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
後
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
そ
の

効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
州
議
会
の
制
定
し
た
法
律
は
国
会
の
制
定
し

た
法
律
が
効
力
を
有
す
る
か
ぎ
り
抵
触
す
る
限
度
に
お
い
て
そ
の
効
力
を

停
止
す
る
。

第
二
五
二
条
（
二
以
上
の
州
の
承
認
に
よ
る
当
該
州
の
た
め
の
国
会
の

立
法
権
及
び
他
州
に
よ
る
当
該
法
律
の
採
択
）

い
第
二
四
九
条
及
び
第
一
一
五

0
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
国
会

が
州
に
関
し
立
法
権
を
有
し
な
い
事
項
に
関
し
、
二
以
上
の
州
議
会
が
国

会
の
制
定
す
る
法
律
で
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
に
お
い

て
そ
の
旨
の
決
議
が
こ
れ
ら
の
州
の
す
べ
て
の
議
会
で
採
択
さ
れ
た
と
き

に
は
、
国
会
は
当
該
事
項
を
規
制
す
る
制
定
法
を
可
決
す
る
権
限
を
有
す

る
。
当
該
制
定
法
は
、
こ
れ
ら
の
州
に
適
用
す
る
も
の
と
し
、
他
の
州
が

そ
の
立
法
議
院
又
は
二
院
制
を
と
っ
て
い
る
州
に
あ
っ
て
は
両
議
院
に
お

い
て
当
該
制
定
法
の
適
用
を
受
け
る
べ
き
旨
を
決
議
し
た
と
き
は
、
当
該

(
-
―
二
）

制
定
法
は
そ
の
州
に
も
適
用
す
る
。

③
国
会
が
可
決
し
た
当
該
制
定
法
は
、
前
項
と
同
様
の
方
法
で
国
会

が
可
決
し
た
制
定
法
で
改
正
又
は
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

当
該
制
定
法
の
適
用
を
受
け
る
州
は
、
当
該
制
定
法
を
そ
の
州
の
議
会
の

制
定
法
で
改
正
又
は
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
五
三
条
（
国
際
協
定
実
施
の
た
め
の
立
法
）

こ
の
章
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
外
国
と
の
条

約
、
協
定
若
し
く
は
協
約
又
は
国
際
会
議
、
国
際
機
構
そ
の
他
の
国
際
機

関
が
採
択
し
た
決
議
を
実
施
す
る
た
め
イ
ン
ド
領
の
全
部
又
は
一
部
に
対

し
法
律
を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
。

第
二
五
四
条
（
国
会
の
法
律
と
州
議
会
の
法
律
が
抵
触
す
る
場
合
）

①
州
議
会
の
制
定
し
た
法
律
の
規
定
が
、
国
会
が
そ
の
権
限
に
も
と

づ
い
て
制
定
し
た
法
律
又
は
共
通
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る

既
存
の
法
律
の
規
定
に
抵
触
す
る
と
き
は
、
そ
の
制
定
が
州
議
会
の
制
定

し
た
法
律
の
時
期
の
前
後
を
問
わ
ず
③
項
の
制
限
内
に
お
い
て
そ
の
効
力

を
有
す
る
も
の
と
し
、
州
議
会
の
制
定
し
た
法
律
は
抵
触
す
る
か
ぎ
り
に

お
い
て
無
効
と
な
る
。

＠
共
通
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
州
議
会
の
制
定
し
た
法

律
が
、
当
該
事
項
に
関
し
そ
れ
以
前
に
国
会
が
制
定
し
た
法
律
又
は
既
存

の
法
律
に
抵
触
す
る
規
定
を
含
む
と
き
に
は
、
州
議
会
の
制
定
し
た
法
律



は
大
統
領
の
考
慮
を
求
め
る
た
め
に
留
保
さ
れ
、
そ
の
裁
可
が
得
ら
れ
た

と
き
当
該
州
に
対
し
て
効
力
を
有
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
項
の
規
定
は
国
会
が
当
該
事
項
に
関
し
州
議
会
の
制
定

し
た
法
律
に
た
い
す
る
追
加
、
改
正
、
変
更
又
は
廃
止
を
規
定
す
る
い
か

な
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
も
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
五
五
条
（
手
続
事
項
に
関
す
る
勧
告
及
び
事
前
許
可
に
つ
い
て
の

要
件
）国

会
又
は
州
議
会
に
よ
る
制
定
法
及
び
当
該
制
定
法
の
規
定
は
、
当
該

制
定
法
に
対
し
て
次
に
掲
げ
る
認
証
が
与
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
こ
の
憲
法
の

要
求
す
る
勧
告
又
は
事
前
許
可
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
だ
け

で
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑭
こ
の
憲
法
の
要
求
す
る
勧
告
が
知
事
の
勧
告
で
あ
る
と
き
は
、
知

事
又
は
大
統
領
の
認
証

こ
の
憲
法
の
要
求
す
る
勧
告
が
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
の
勧
告
で
あ
る
と

き
は
、
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
又
は
大
統
領
の
認
証

こ
の
憲
法
の
要
求
す
る
勧
告
又
は
事
前
許
可
が
大
統
領
の
勧
告
又

は
事
前
許
可
で
あ
る
と
き
は
、
大
統
領
の
認
証

(c) (b) 

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

総

則 第
二
章
行
政
関
係

第
二
五
六
条
（
州
及
び
連
邦
の
責
務
）

州
の
行
政
権
は
、
国
会
の
制
定
し
た
法
律
及
び
既
存
の
法
律
で
あ
っ
て

当
該
州
に
適
用
さ
れ
る
も
の
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
る
も
の
と
し
、
連
邦
の

行
政
権
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
州
に
対
し
て
必
要
と
認
め
る
指
令
を
発
す
る

権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
二
五
七
条
（
一
定
の
場
合
に
お
け
る
連
邦
の
州
に
対
す
る
監
督
）

①
州
の
行
政
権
は
、
連
邦
の
行
政
権
を
妨
害
又
は
侵
害
し
な
い
よ
う

に
行
使
さ
れ
る
も
の
と
し
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
連
邦
の
行
政
権

は
イ
ン
ド
政
府
が
州
に
対
し
て
必
要
と
認
め
る
指
令
を
発
す
る
権
限
を
含

む
も
の
と
す
る
。

③
連
邦
の
行
政
権
は
、
国
家
的
又
は
軍
事
的
に
重
要
性
が
あ
る
旨
指

令
に
明
記
さ
れ
る
交
通
機
関
の
建
設
及
び
維
持
に
関
し
州
に
対
し
て
指
令

を
発
す
る
権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
道
路
若
し
く
は
水
路
を
国
道
若
し
く
は

国
水
路
と
宜
言
す
る
国
会
の
権
限
、
当
該
宜
言
さ
れ
た
道
路
若
し
く
は
水

路
に
関
す
る
連
邦
の
権
限
又
は
海
軍
、
陸
軍
若
し
く
は
空
軍
の
施
設
に
関

す
る
連
邦
の
権
限
の
一
部
と
し
て
の
交
通
機
関
の
建
設
及
び
維
持
に
関
す

る
連
邦
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑥
連
邦
の
行
政
権
は
、
州
内
に
お
け
る
鉄
道
の
保
護
の
た
め
に
と
る

べ
き
措
置
に
関
し
州
に
指
令
を
発
す
る
権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

三
(
]
-
―
―
-
）
 



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

④
交
通
機
関
の
建
設
若
し
く
は
維
持
に
関
し
③
項
の
規
定
に
も
と
づ

い
て
州
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
た
指
令
又
は
鉄
道
の
保
護
措
置
に
関
し
て
⑱

項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
指
令
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
当

該
指
令
が
発
せ
ら
れ
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
州
の
通
常
の
任
務
遂
行
に

要
す
る
費
用
以
上
の
費
用
を
要
し
た
と
き
に
は
、
イ
ン
ド
政
府
は
そ
の
超

過
額
に
関
し
州
の
同
意
す
る
金
額
又
は
当
該
州
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場

合
に
は
イ
ン
ド
最
高
裁
判
所
長
官
の
任
命
す
る
仲
裁
官
の
決
定
す
る
金
額

(18) 

を
当
該
州
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
五
八
条
（
一
定
の
場
合
に
お
け
る
連
邦
の
州
に
対
す
る
権
限
等
の

付
与
権
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
州
議
会
の
同
意
を

得
て
連
邦
の
行
政
権
に
含
ま
れ
る
事
項
に
関
す
る
権
限
を
無
条
件
又
は
条

件
付
で
州
政
府
又
は
そ
の
官
吏
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
国
会
が
制
定
す
る
法
律
で
あ
っ
て
州
に
適
用
さ
れ
る
も
の
は
、
州

議
会
が
立
法
権
を
有
し
な
い
事
項
に
関
し
て
も
州
、
州
の
官
吏
若
し
く
は

州
の
機
関
に
権
限
を
与
え
若
し
く
は
任
務
を
課
し
、
又
は
権
限
の
付
与
若

し
く
は
任
務
の
賦
課
を
承
認
す
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
州
、
州
の
官
吏
若
し
く
は
州
の
機
関
に
対

し
権
限
を
与
え
又
は
任
務
を
課
し
た
と
き
に
は
、
イ
ン
ド
政
府
は
当
該
権

限
の
行
使
又
は
任
務
の
遂
行
に
と
も
な
っ
て
生
じ
た
州
の
行
政
費
の
超
過

（
―
-
四
）

額
に
関
し
州
の
同
意
す
る
金
額
を
、
当
該
州
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合

に
は
イ
ン
ド
最
高
裁
判
所
長
官
の
任
命
す
る
仲
裁
官
の
決
定
す
る
金
額
を

当
該
州
に
対
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(19) 

第
二
五
八
A
条
（
連
邦
に
作
用
を
委
任
す
る
州
の
権
限
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
州
知
事
は
イ
ン
ド
政
府
の
同
意
を

得
て
州
の
行
政
権
に
含
ま
れ
る
事
項
に
関
す
る
作
用
を
無
条
件
又
は
条
件

付
で
当
該
州
政
府
又
は
そ
の
官
吏
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(20) 

第
二
五
九
条
（
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
の
軍
隊
）
〔
削
除
〕

第
二
六

0
条
（
イ
ン
ド
国
外
に
関
す
る
連
邦
の
管
轄
権
）

イ
ン
ド
政
府
は
、
イ
ン
ド
領
以
外
の
地
域
の
政
府
と
の
協
定
に
よ
り
、

当
該
地
域
の
政
府
の
有
す
る
行
政
権
、
立
法
権
及
び
司
法
権
を
管
掌
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
協
定
は
そ
の
と
き
に
お
い
て
効
力
を
有

す
る
外
国
の
管
轄
権
の
行
使
に
関
す
る
法
律
の
制
限
に
し
た
が
い
、
ま
た
、

当
該
法
律
に
よ
り
運
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
六
＿
条
（
公
的
行
為
、
記
録
及
び
司
法
手
続
）

①
連
邦
及
び
州
の
公
的
行
為
、
記
録
及
び
司
法
手
続
に
対
し
て
は
イ

ン
ド
全
土
を
つ
う
じ
て
完
全
な
信
頼
と
信
用
が
与
え
ら
れ
る
。

＠
①
項
に
規
定
す
る
行
為
、
記
録
及
び
司
法
手
続
を
証
明
す
る
方
法

及
び
条
件
並
び
に
そ
の
効
力
は
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
で
規
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

―
―
四



③
イ
ン
ド
領
内
の
民
事
裁
判
所
が
下
し
た
終
局
判
決
又
は
命
令
は
、

法
律
に
し
た
が
い
、
イ
ン
ド
領
内
の
い
ず
れ
の
場
所
に
お
い
て
も
執
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

河
川
に
関
す
る
紛
争

第
二
六
二
条
（
州
際
河
川
又
は
州
際
河
谷
の
紛
争
に
関
す
る
裁
決
）

①
国
会
は
、
法
律
で
州
際
河
川
又
は
州
際
河
谷
の
水
使
用
、
配
分
又

は
管
理
に
関
す
る
紛
争
又
は
不
服
申
立
て
の
裁
決
に
つ
い
て
規
定
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

③
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
法
律
で
最
高
裁
判
所

そ
の
他
の
裁
判
所
が
①
項
に
規
定
す
る
紛
争
又
は
不
服
申
立
て
に
関
し
管

轄
権
を
行
使
で
き
な
い
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

州
問
の
調
整

第
二
六
三
条
（
州
際
評
議
会
に
関
す
る
規
定
）

大
統
領
は
、
次
に
掲
げ
る
任
務
を
有
す
る
評
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が

公
共
の
利
益
に
役
立
つ
と
認
め
る
と
き
は
、
何
時
で
も
命
令
で
当
該
評
議

会
を
設
置
し
、
か
つ
、
当
該
評
議
会
の
遂
行
す
る
任
務
の
性
格
、
そ
の
組

織
及
び
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
州
間
に
生
ず
る
紛
争
に
つ
い
て
調
査
及
び
助
言
す
る
こ
と

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
―
)

第
一
章

い
く
つ
か
の
州
、
す
べ
て
の
州
又
は
連
邦
及
び
一
州
若
し
く
は

数
州
が
共
通
の
利
害
関
係
を
有
す
る
事
項
を
調
査
及
び
討
議
す
る

こ
と

付
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
勧
告
、
と
く
に
当
該
事
項
に

関
す
る
政
策
及
び
行
動
を
一
層
調
整
す
る
た
め
の
勧
告
を
行
う
こ

第
―
二
編

総

則

(21) 

第
二
六
四
条
（
解
釈
）

こ
の
編
に
お
い
て
『
財
務
委
員
会
』
と
は
、
第
二
八
〇
条
の
規
定
に
も

と
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
財
務
委
員
会
を
意
味
す
る
。

第
二
六
五
条
（
法
律
に
よ
る
以
外
の
課
税
の
禁
止
）

租
税
は
、
法
律
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
賦
課
又
は
徴
収

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
六
六
条
（
イ
ン
ド
及
び
州
の
統
合
某
金
及
び
公
金
勘
定
）

切
第
二
六
七
条
の
規
定
及
び
特
定
の
租
税
及
び
公
課
の
純
収
入
高
の

全
部
又
は
一
部
を
州
に
交
付
す
る
こ
と
に
関
す
る
こ
の
章
の
規
定
の
制
限

内
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
政
府
の
収
納
す
る
全
収
入
、
当
該
政
府
の
国
庫
証

と
(b) 

財

政

―
―
五

財
政
、
財
産
、
契
約
及
び
訴
訟

（
―
-
五
）



券
発
行
に
よ
る
起
債
額
、
借
入
金
及
び
貸
付
金
返
還
に
よ
り
当
該
政
府
の

収
納
す
る
金
銭
は
、
『
イ
ン
ド
統
合
基
金
』
と
称
さ
れ
る
―
つ
の
統
合
基

金
を
構
成
し
、
州
政
府
の
収
納
す
る
全
収
入
、
州
庫
証
券
発
行
に
よ
る
起

債
額
、
借
入
金
及
び
貸
付
金
返
還
に
よ
り
当
該
政
府
の
収
納
す
る
金
銭
は
、

『
州
統
合
基
金
』
と
称
さ
れ
る
―
つ
の
統
合
基
金
を
構
成
す
る
。

③
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
州
政
府
に
よ
り
又
は
当
該
政
府
の
た
め
に

収
納
さ
れ
る
全
て
の
そ
の
他
の
公
金
は
、
イ
ン
ド
公
金
勘
定
又
は
州
公
金

勘
定
に
繰
り
入
れ
る
。

⑥
イ
ン
ド
統
合
基
金
又
は
州
統
合
基
金
を
構
成
す
る
金
銭
は
、
法
律

に
し
た
が
い
、
か
つ
、
こ
の
憲
法
の
規
定
す
る
目
的
及
び
方
法
に
し
た
が

う
の
で
な
け
れ
ば
支
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
六
七
条
（
非
常
基
金
）

①
国
会
は
、
法
律
で
『
イ
ン
ド
非
常
基
金
』
と
称
す
る
貸
出
国
庫
金

の
性
質
を
有
す
る
非
常
基
金
を
設
け
、
当
該
法
律
で
定
め
る
金
額
を
随
時

こ
れ
に
払
い
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
基
金
は
、
大
統
領
の
管
理
に
属

し
、
予
見
し
が
た
い
支
出
で
あ
っ
て
第
一
―
五
条
又
は
第
一
―
六
条
の
規

定
に
も
と
づ
く
法
律
で
国
会
が
承
認
し
た
も
の
に
充
て
る
た
め
の
も
の
と

(22) 

す
る
。＠

州
議
会
は
、
法
律
で
『
州
非
常
基
金
』
と
称
す
る
貸
出
州
庫
金
の

性
質
を
有
す
る
非
常
基
金
を
設
け
、
当
該
法
律
で
定
め
る
金
額
を
随
時
｝
J

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

伺
農
地
以
外
の
財
産
の
相
続
に
関
す
る
税

⑮
農
地
以
外
の
財
産
に
関
す
る
遣
産
税

れ
に
払
い
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
基
金
は
知
事
の
管
理
に
属
し
、
予

見
し
が
た
い
支
出
で
あ
っ
て
第
二

0
五
条
又
は
第
二

0
六
条
の
規
定
に
も

と
づ
い
て
法
律
で
州
議
会
が
承
認
し
た
も
の
に
充
て
る
た
め
の
も
の
と
す

る。

連
邦
と
州
と
の
間
に
お
け
る
収
入
の
配
分

第
二
六
八
条
（
連
邦
が
賦
課
し
、
州
が
徴
収
充
用
す
る
租
税
）

①
連
邦
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
印
紙
税
、
医
薬
品
及
び
化
粧
品
に
対

す
る
消
費
税
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
賦
課
し
、
次
の
各
号
の
規
定
す
る
と
こ

ろ
に
よ
り
徴
収
す
る
。

伺
連
邦
領
内
に
賦
課
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
イ
ン
ド
政

府
が
徴
収
し
、

⑯
 

③
 

そ
の
他
の
場
合
に
は
、
当
該
税
を
賦
課
さ
れ
た
州
が
徴
収
す
る
。

州
内
に
お
い
て
賦
課
さ
れ
る
税
の
各
財
政
年
度
に
お
け
る
収
入
は
、

イ
ン
ド
統
合
基
金
の
一
部
と
な
さ
ず
、
当
該
州
に
交
付
す
る
。

第
二
六
九
条
（
連
邦
が
賦
課
徴
収
し
、
州
に
交
付
す
る
租
税
）

り
次
に
掲
げ
る
租
税
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
賦
課
徴
収
し
、
③
項
に
規

定
す
る
方
法
で
州
に
交
付
す
る
。

―
―
六

(
-
―
六
）



(2) 
伺
鉄
道
輸
送
、
海
運
又
は
航
空
輸
送
に
よ
る
貨
物
又
は
旅
客
の
発

着
税

⑱
鉄
道
旅
客
運
賃
及
び
貨
物
運
賃
に
対
す
る
税

＠
印
紙
税
を
除
く
株
式
及
び
先
物
取
引
に
対
す
る
税

①
新
聞
の
阪
売
又
は
購
買
及
び
新
聞
広
告
に
対
す
る
税

＠
新
聞
以
外
の
物
品
の
阪
売
又
は
購
買
が
州
際
通
商
又
は
取
引
に

お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
当
該
物
品
の
販
売
又
は
購
買
に

(23) 

対
す
る
税

⑯
 

（
当
該
阪
売
が
そ
の
商
品
を
製
造
し
た
人
に
対
す
る
も
の
と
、

そ
の
他
の
人
に
対
す
る
も
の
と
を
問
わ
ず
）
、
州
際
通
商
又
は
取

引
に
お
い
て
行
わ
れ
た
物
品
の
委
託
販
売
に
対
す
る
税

①
項
に
規
定
す
る
租
税
の
財
政
年
度
内
に
お
け
る
純
収
入
は
、
連

邦
領
に
帰
属
す
る
収
入
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
の
一
部

と
な
さ
ず
、
こ
れ
ら
租
税
が
賦
課
さ
れ
た
州
に
対
し
、
当
該
財
政
年
度
内

に
交
付
す
る
も
の
と
し
、
国
会
が
法
律
で
定
め
る
配
分
基
準
に
し
た
が
い

関
係
各
州
に
配
分
す
る
。

⑱
国
会
は
、
法
律
で
物
品
の
販
売
、
購
買
又
は
委
託
が
州
際
通
商
又

(24) 

は
取
引
に
お
い
て
行
わ
れ
た
場
合
を
決
定
す
る
原
則
を
定
め
る
。

第
二
七

0
条
（
連
邦
が
賦
課
徴
収
し
、
連
邦
と
州
と
の
間
に
配
分
す
る

所
得
税
）

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

(c) (b) 

―
―
七

(
-
―
七
）

『
連
邦
の
俸
給
』
に
は
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
か
ら
支
払
わ
れ
、

①
農
業
所
得
以
外
の
所
得
に
対
す
る
租
税
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
賦
課

・
徴
収
し
、
か
つ
、
＠
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
連
邦
と
州
と
の
間
に

分
配
す
る
。

③
い
項
に
規
定
す
る
租
税
の
財
政
年
度
内
に
お
け
る
純
収
入
の
う
ち

一
定
割
合
の
部
分
は
、
連
邦
領
に
帰
属
す
る
も
の
又
は
連
邦
の
俸
給
に
関

す
る
税
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
の
一
部
と
な
さ
ず
、
こ

れ
ら
の
租
税
が
賦
課
さ
れ
た
州
に
そ
の
財
政
年
度
内
に
交
付
す
る
も
の
と

し
、
一
定
の
方
法
及
び
時
期
に
配
分
す
る
も
の
と
す
る
。

⑱
③
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
各
財
政
年
度
に
お
い
て
連
邦

の
俸
給
に
関
す
る
税
の
純
収
入
以
外
の
所
得
税
の
純
収
入
の
う
ち
一
定
割

合
の
部
分
は
連
邦
領
に
帰
属
す
る
も
の
と
み
な
す
。

④
こ
の
条
に
お
い
て

伺

『
所
得
税
』
と
は
、
法
人
税
を
含
ま
な
い
も
の
と
し
、

『
一
定
の
』
と
は
、

(

i

)

財
務
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
大
統
領
が
命
令
で

定
め
る
も
の
と
し
、

C
1
1
)

財
務
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
大
統
領
が

財
務
委
員
会
の
勧
告
を
考
慮
し
て
命
令
で
定
め
る
こ
と
を
意
味

す
る
。



こ
れ
に
所
得
税
が
課
さ
れ
る
す
べ
て
の
俸
給
及
び
年
金
を
含
む
も

の
と
す
る
。

第
二
七
一
条
（
一
定
の
租
税
に
対
す
る
連
邦
の
た
め
の
付
加
税
）

第
二
六
九
条
及
び
第
二
七

0
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
連
邦

の
た
め
に
前
条
ま
で
に
規
定
す
る
租
税
に
対
し
随
時
付
加
税
を
課
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
当
該
付
加
税
の
全
収
入
は
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
の
一
部
と

な
る
。第

二
七
二
条
（
連
邦
が
賦
課
徴
収
し
、
連
邦
と
州
と
の
間
に
分
配
す
る

消
費
税
）

医
薬
品
及
び
化
粧
品
に
対
す
る
消
費
税
を
除
き
、
連
邦
管
轄
事
項
表
に

掲
げ
る
消
費
税
は
イ
ン
ド
政
府
が
賦
課
・
徴
収
す
る
。
た
だ
し
、
国
会
が

法
律
で
規
定
す
る
場
合
に
は
、
当
該
消
費
税
の
全
収
入
の
全
部
又
は
一
部

に
相
当
す
る
額
を
、
当
該
租
税
の
賦
課
に
関
す
る
法
律
の
適
用
を
受
け
る

州
に
対
し
て
イ
ン
ド
統
合
基
金
か
ら
支
払
う
も
の
と
し
、
そ
の
金
額
は
当

該
法
律
の
定
め
る
配
分
基
準
に
し
た
が
い
関
係
各
州
に
配
分
す
る
。

第
一
＿
七
三
条
（
ジ
ュ
ー
ト
及
び
ジ
ュ
ー
ト
製
品
輸
出
税
に
代
わ
る
補
助

金）
①
ア
ッ
サ
ム
州
、
ビ
ハ
ー
ル
州
、
オ
リ
ッ
サ
州
及
び
西
ペ
ン
ガ
ル
州

に
対
し
、
ジ
ュ
ー
ト
及
び
ジ
ュ
ー
ト
製
品
に
課
せ
ら
れ
る
輸
出
税
の
各
年

度
純
収
入
取
得
分
の
交
付
に
代
え
、
そ
れ
ら
の
州
の
歳
出
へ
の
一
定
の
補

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

(2) 
助
金
を
イ
ン
ド
統
合
基
金
か
ら
支
払
う
も
の
と
す
る
。

③
切
項
の
補
助
金
額
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
ジ
ュ
ー
ト
若
し
く
は
ジ
ュ

ー
ト
製
品
に
対
す
る
輸
出
税
の
賦
課
を
廃
止
す
る
日
又
は
こ
の
憲
法
施
行

後
一

0
年
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
イ
ン
ド
統
合
墓
金
か

ら
支
払
わ
れ
る
。

⑨
こ
の
条
に
お
い
て
『
一
定
の
』
と
は
、
第
二
七
〇
条
に
お
け
る
と

同
じ
意
味
を
有
す
る
。

第
二
七
四
条
（
州
に
関
係
す
る
課
税
法
案
上
程
の
場
合
の
大
統
領
の
事

前
の
勧
告
の
必
要
）

0

法
律
又
は
修
正
案
で
あ
っ
て
州
に
利
害
関
係
の
あ
る
租
税
を
課
し

若
し
く
は
変
更
し
、
イ
ン
ド
所
得
税
に
関
す
る
法
令
に
規
定
す
る
『
農
業

所
得
』
の
意
味
を
変
更
し
、
こ
の
章
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
も
と
づ
い

て
州
に
金
銭
を
配
分
し
若
し
く
は
配
分
す
る
た
め
の
基
準
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
又
は
こ
の
章
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
連
邦
の
た
め
に
付
加
税

を
要
す
る
も
の
を
国
会
に
提
出
し
若
し
く
は
発
議
す
る
の
に
は
大
統
領
の

勧
告
を
必
要
と
す
る
。

こ
の
条
に
お
い
て
『
州
に
利
害
関
係
の
あ
る
租
税
』
と
は
、
次
の

も
の
を
い
う
。

伺
租
税
の
純
収
入
の
全
部
又
は
一
部
を
州
に
交
付
す
る
も
の

⑯
租
税
の
純
収
入
に
関
し
、
当
分
の
間
イ
ン
ド
統
合
基
金
か
ら
一

―
―
八

(
-
―
八
）



｀
ー
、A

第
二
四
四
A
条
で
規
定
す
る
自
治
州
の
形
成
に
対
し
て
又
は
そ
の

ー9_
'
 

定
額
を
州
に
支
払
う
も
の

第
二
七
五
条
（
一
定
の
州
に
対
す
る
連
邦
の
補
助
金
）

い
国
会
が
法
律
で
定
め
る
金
額
は
、
国
会
が
援
助
を
必
要
と
す
る
も

の
と
定
め
る
州
の
収
入
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
毎
年
イ
ン
ド
統
合
基
金

か
ら
支
出
す
る
も
の
と
し
、
州
に
よ
り
異
な
っ
た
額
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
。た

だ
し
、
州
内
の
指
定
部
族
の
福
祉
を
増
進
し
、
指
定
地
域
の
行
政
水

準
を
そ
の
他
の
行
政
水
準
に
近
づ
け
る
た
め
イ
ン
ド
政
府
の
承
認
を
得
て

州
が
立
て
た
開
発
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
を
ま
か
な
う
の
に
必
要

な
資
金
及
び
経
費
は
、
当
該
州
の
歳
入
へ
の
補
助
金
と
し
て
イ
ン
ド
統
合

基
金
が
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
、
ア
ッ
サ
ム
州
の
歳
入
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
、
次
に
掲
げ

る
額
に
相
当
す
る
額
の
資
金
及
び
経
費
を
イ
ン
ド
統
合
甚
金
か
ら
支
出
す

る
も
の
と
す
る
。

第
六
付
則
二

0
節
の
表
第
一
部
に
掲
げ
る
部
族
地
域
の
行
政
に

関
し
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
二
年
間
の
支
出
超
過
額
の
平
均
額

⑯
前
号
に
規
定
す
る
地
域
の
行
政
水
準
を
そ
の
州
の
他
の
地
域
の

水
準
に
近
づ
け
る
た
め
イ
ン
ド
政
府
の
承
認
を
得
て
当
該
州
が
立

て
た
開
発
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
費
用

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
-
）

(a) 

―
―
九

形
成
か
ら
生
ず
る
金
額
は
、

り
①
項
第
二
た
だ
し
書

0
号
に
も
と
づ
い
て
支
払
わ
れ
る
金
額
は
、

自
治
州
が
す
べ
て
の
部
族
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は

自
治
州
に
支
払
わ
れ
、
自
治
州
が
部
族
地
域
の
中
の
い
く
つ
か
か

ら
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
ア
ッ
サ
ム
州
と
自
治
州
と

の
問
で
大
統
領
が
命
令
で
定
め
る
割
合
で
配
分
さ
れ
る
。

圃
自
治
州
の
行
政
水
準
を
ア
ッ
サ
ム
州
の
そ
の
他
の
行
政
水
準
に

近
づ
け
る
た
め
イ
ン
ド
政
府
の
承
認
を
得
て
自
治
州
が
立
て
た
開

発
計
画
を
実
施
す
る
の
に
必
要
な
額
に
相
当
す
る
額
の
資
金
及
び

経
費
は
、
自
治
州
の
歳
入
へ
の
補
助
金
と
し
て
イ
ン
ド
統
合
基
金

(25) 

か
ら
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
規
定
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
同
項
の

規
定
に
も
と
づ
い
て
国
会
に
与
え

9
れ
る
権
限
は
大
統
領
が
命
令
で
行
使

す
る
も
の
と
し
、
こ
の
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
が
制
定
す
る
命

令
は
、
国
会
が
制
定
す
る
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
。

た
だ
し
、
財
務
委
員
会
を
置
い
た
後
は
、
大
統
領
は
財
務
委
員
会
の
勧

告
を
考
慮
し
た
後
で
な
け
れ
ば
こ
の
項
に
も
と
づ
く
命
令
を
発
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

第
二
七
六
条
（
自
由
業
、
商
工
業
そ
の
他
の
職
業
及
び
雇
用
に
対
す
る

課
税
）

（
―
-
九
）



①
第
二
四
六
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
由
業
、
商
工
業
そ
の
他

の
職
業
又
は
雇
用
に
つ
い
て
、
州
又
は
州
内
の
市
、
郡
、
地
区
そ
の
他
の

地
方
機
関
の
た
め
の
租
税
に
関
し
て
定
め
る
州
議
会
の
法
律
は
、
そ
れ
が

所
得
税
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
は
な

、。’> 総
額
は
、

＠
個
人
が
州
又
は
州
内
の
市
、
郡
、
地
区
そ
の
他
の
地
方
機
関
に
対

し
、
自
由
業
、
商
工
業
そ
の
他
の
職
業
又
は
扉
用
に
つ
い
て
支
払
う
税
の

一
年
に
つ
き
二
五
〇
ル
ビ
ー
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
の
財
政
年
度
に
お
い
て
州
又
は
州
内
の

市
、
郡
、
地
区
そ
の
他
の
地
方
機
関
に
よ
り
自
由
業
、
商
工
業
そ
の
他
の

職
業
又
は
一
雇
用
に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
た
租
税
は
、
そ
の
課
税
さ
れ
る
税

率
又
は
最
高
率
が
一
年
に
つ
き
二
五
〇
ル
。
ヒ
ー
を
こ
え
て
い
る
場
合
に
お

い
て
も
、
国
会
が
法
律
で
こ
れ
と
異
な
る
規
定
を
定
め
る
ま
で
は
、
な
お
、

課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
会
が
制
定
す
る
当
該
法
律
は
、
州
、
市
、
郡

そ
の
他
の
機
関
に
対
し
総
括
的
又
は
個
別
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
自
由
業
、
商
工
業
そ
の
他
の
職
業
又
は
雇
用
に
関
す
る
課
税
に
関

し
て
法
律
を
制
定
す
る
州
議
会
の
前
二
項
に
規
定
す
る
権
限
は
、
自
由
業
、

商
工
業
そ
の
他
の
職
業
又
は
雇
用
か
ら
生
ず
る
所
得
に
課
税
す
る
法
律
を

制
定
す
る
国
会
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
七
七
条
（
例
外
）

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

こ
の
憲
法
施
行
直
前
、
州
政
府
、
市
そ
の
他
の
地
方
機
関
又
は
団
体
に

よ
り
州
、
市
、
郡
そ
の
他
の
地
区
の
た
め
適
法
に
課
さ
れ
て
い
る
租
税
、

税
又
は
手
数
料
は
、
連
邦
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
租
税
、
税
又

は
手
数
料
で
あ
っ
て
も
国
会
が
法
律
で
こ
れ
と
異
な
る
規
定
を
定
め
る
ま

で
は
、
な
お
、
同
様
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
七
八
条
（
一
定
の
財
政
事
項
に
関
す
る
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す

(26) 

る
州
と
の
協
定
）
〔
削
除
〕

第
二
七
九
条
（
『
純
収
入
』
の
計
算
等
）

(

1

1

1

0

)

 

①
こ
の
章
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
お
い
て
『
純
収
入
』
と
は
、
税

収
入
よ
り
徴
税
費
を
控
除
し
た
も
の
を
い
い
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
適
用
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
地
域
に
か
か
る
税
の
純
収
入
又
は
そ
の
一
部
は

イ
ン
ド
会
計
検
査
院
長
が
確
証
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
確
証
は
最
終
的
な

も
の
と
な
る
。

こ
の
編
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
税
収
入
を
州
に
交
付
し
又
は

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
は
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
又

は
大
統
領
の
定
め
る
命
令
は
、
前
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
い
、

か
つ
、
こ
の
章
に
明
示
す
る
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
収
入
を
計
算
す

る
方
法
、
支
払
い
を
な
す
べ
き
時
期
又
は
方
法
、
財
政
年
度
と
他
の
財
政

年
度
と
の
調
整
そ
の
他
付
随
的
又
は
従
属
的
な
事
項
を
規
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(2) 

ーニ
0



(c) (b) 
第
二
八

0
条
（
財
務
委
員
会
）

い
大
統
領
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
二
年
以
内
に
命
令
で
財
務
委
員
会

を
お
く
。
財
務
委
員
会
は
、
そ
の
後
五
年
毎
に
又
は
大
統
領
が
必
要
と
す

る
こ
れ
よ
り
早
い
時
期
に
更
新
さ
れ
る
も
の
と
し
、
大
統
領
の
任
命
す
る

議
長
及
び
四
名
の
委
員
で
構
成
す
る
。

②
国
会
は
、
法
律
で
、
①
項
に
規
定
す
る
委
員
会
委
員
の
任
命
の
資

格
条
件
及
び
選
任
方
法
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
財
務
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
大
統
領
に
勧
告
す
る

こ
と
を
任
務
と
す
る
。

こ
の
章
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
連
邦
と
州
と
の
間
に
分
割
し
又

は
分
割
す
る
こ
と
の
で
き
る
租
税
の
純
収
入
を
配
分
す
る
こ
と
及

び
各
州
に
対
し
て
当
該
収
入
の
分
与
額
を
割
り
当
て
る
こ
と

イ
ン
ド
統
合
基
金
か
ら
州
歳
入
へ
交
付
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

(a) 

の
甚
準

財
政
を
健
全
に
す
る
た
め
、
大
統
領
か
ら
財
務
委
員
会
に
付
託

す
る
そ
の
他
の
事
項

④
財
務
委
員
会
は
、
そ
の
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
そ

の
機
能
を
行
使
す
る
た
め
国
会
が
法
律
で
与
え
る
権
限
を
有
す
る
。

第
二
八
一
条
（
財
務
委
員
会
の
勧
告
）

大
統
領
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
財
務
委
員
会
が
行
う
勧

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
-
)

告
を
当
該
勧
告
に
対
し
て
採
る
べ
き
措
置
に
関
す
る
説
明
書
と
と
も
に
国

会
の
両
議
院
に
提
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

財
政
に
関
す
る
雑
則

第
二
八
二
条
（
連
邦
又
は
州
が
そ
の
収
入
よ
り
行
う
支
出
）

連
邦
又
は
州
は
、
公
共
の
目
的
の
た
め
に
国
会
又
は
州
議
会
が
立
法
権

を
有
し
て
い
な
い
事
項
に
関
し
て
も
交
付
金
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
八
三
条
（
統
合
基
金
、
非
常
基
金
及
び
公
金
勘
定
払
込
金
の
管
理

等）

イ
ン
ド
統
合
基
金
及
び
イ
ン
ド
非
常
基
金
の
管
理
、
当
該
基
金
へ

の
金
銭
の
払
込
及
び
当
該
基
金
か
ら
の
金
銭
引
き
出
し
、
イ
ン
ド
政
府
に

よ
り
又
は
こ
れ
に
代
わ
っ
て
収
納
さ
れ
る
公
金
で
あ
っ
て
当
該
基
金
に
寄

託
さ
れ
る
以
外
の
も
の
の
管
理
、
イ
ン
ド
公
金
勘
定
へ
の
金
銭
払
込
及
び

当
該
公
金
勘
定
か
ら
の
金
銭
引
き
出
し
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
連
し

又
は
付
随
す
る
そ
の
他
の
事
項
は
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
で
規
制
す
る

も
の
と
し
、
当
該
法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
大
統
領
の
制
定
す
る
規

則
で
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨
 
州
統
合
基
金
及
び
州
非
常
基
金
の
管
理
、
当
該
基
金
へ
の
金
銭
の

払
込
及
び
当
該
基
金
か
ら
の
金
銭
引
き
出
し
、
州
政
府
に
よ
り
又
は
こ
れ

に
代
わ
っ
て
収
納
さ
れ
る
公
金
で
あ
っ
て
当
該
基
金
に
寄
託
さ
れ
る
以
外

(l) 

(
―
ニ
ー
）



の
も
の
の
管
理
、
州
公
金
勘
定
へ
の
金
銭
払
込
及
び
当
該
公
金
勘
定
か
ら

の
金
銭
引
き
出
し
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
連
し
又
は
付
随
す
る
そ
の

他
の
事
項
は
、
州
議
会
の
制
定
す
る
法
律
で
規
制
す
る
も
の
と
し
、
当
該

法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
知
事
が
制
定
す
る
規
則
で
規
制
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
二
八
四
条
（
訴
訟
者
供
託
金
並
び
に
官
吏
及
び
裁
判
所
の
収
納
す
る

そ
の
他
の
金
銭
の
管
理
）

次
に
掲
げ
る
者
が
収
納
し
、
又
は
預
入
し
た
一
切
の
金
銭
は
、
そ
れ
ぞ

れ
イ
ン
ド
公
金
勘
定
又
は
州
公
金
勘
定
に
払
い
込
む
も
の
と
す
る
。

伺
連
邦
又
は
州
の
事
務
に
関
し
雇
用
さ
れ
て
い
る
官
吏
、
た
だ
し
、

イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
が
起
債
し
又
は
収
納
す
る
収
入
又
は
公

金
に
関
す
る
場
合
を
除
く

⑯
イ
ン
ド
領
内
の
裁
判
所
、
た
だ
し
、
訴
訟
、
事
件
又
は
人
に
関

す
る
場
合
に
か
ぎ
る

第
二
八
五
条
（
連
邦
財
産
に
対
す
る
州
の
租
税
の
非
課
税
）

①
連
邦
財
産
は
、
国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、

州
又
は
州
内
の
機
関
に
よ
っ
て
租
税
を
課
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

③
①
項
の
規
定
は
、
国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ

り
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
に
租
税
を
課
さ
れ
又
は
課
す
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
さ
れ
て
い
た
連
邦
財
産
に
対
し
、
当
該
租
税
が
当
該
州
内
に
課
さ
れ

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

三
(
―
二
二
）

て
い
る
か
ぎ
り
、
州
内
の
機
関
が
こ
れ
を
課
す
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
。第

二
八
六
条
（
貨
物
売
買
税
賦
課
に
関
す
る
制
限
）

①
州
の
法
律
は
、
次
に
掲
げ
る
貨
物
の
売
買
に
対
し
、
税
を
課
す
る

旨
又
は
課
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
旨
を
規
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

⑭
州
外
に
お
け
る
貨
物
の
売
買
、
又
は

⑯
イ
ン
ド
領
へ
の
貨
物
の
輸
入
若
し
く
は
イ
ン
ド
領
か
ら
の
貨
物

(28) 

の
輸
出
に
お
け
る
貨
物
の
売
買

③
国
会
は
、
法
律
で
物
品
の
売
買
が
い
項
で
規
定
さ
れ
た
方
法
で
行

わ
れ
た
と
認
め
る
た
め
の
原
則
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
次
に
掲
げ
る
税
を
課
し
又
は
課
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
州
法
は
、

国
会
が
法
律
で
定
め
る
税
徴
収
制
度
、
税
率
及
び
そ
の
他
の
事
項
に
関
す

る
制
限
及
び
条
件
に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑭
国
会
が
法
律
に
よ
り
、
州
際
通
商
若
し
く
は
取
引
に
お
い
て
と

く
に
重
要
で
あ
る
と
定
め
た
貨
物
の
売
買
に
対
す
る
税
、
又
は

,1, 
A
 

⑯
貨
物
の
売
買
に
対
す
る
税
で
あ
っ
て
、
第
三
六
六
条
項
⑯
号
、

⑱
(29) 

伺
号
若
し
く
は
⑱
号
に
規
定
さ
れ
た
性
質
を
有
す
る
も
の

第
二
八
七
条
（
電
力
に
対
す
る
非
課
税
）

国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
州
の
法
律
は
、
次

に
掲
げ
る
場
合
に
は
電
力
（
政
府
又
は
個
人
の
い
ず
れ
が
発
電
す
る
の
か



を
問
わ
ず
）
の
消
費
又
は
販
売
に
対
し
租
税
を
課
す
る
旨
又
は
課
す
る
こ

と
を
承
認
す
る
旨
を
規
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

伺
イ
ン
ド
政
府
が
消
費
し
若
し
く
は
イ
ン
ド
政
府
消
費
用
と
し
て

イ
ン
ド
政
府
に
販
売
す
る
場
合
、
又
は
、

⑯
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
鉄
道
会
社
に
よ
る
鉄
道
の
建
設
、
維
持

若
し
く
は
運
営
に
際
し
て
、
消
費
し
、
鉄
道
の
建
設
、
維
持
若
し

く
は
運
営
に
消
費
す
る
た
め
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
鉄
道
会
社
に

販
売
す
る
場
合

電
力
の
阪
売
に
対
し
て
租
税
を
課
す
旨
又
は
課
す
る
こ
と
を
承
認
す
る

旨
を
規
定
す
る
法
律
は
、
イ
ン
ド
政
府
消
費
用
と
し
て
販
売
し
、
又
は
鉄

道
の
建
設
、
維
持
若
し
く
は
運
営
の
た
め
当
該
鉄
道
会
社
に
販
売
す
る
電

カ
料
金
に
つ
い
て
は
、
他
の
大
口
電
力
消
費
者
の
電
力
料
金
よ
り
租
税
の

額
に
相
応
す
る
額
だ
け
安
く
な
る
よ
う
に
措
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
八
八
条
（
一
定
の
場
合
に
お
け
る
水
力
及
び
電
力
に
関
す
る
州
の

租
税
の
非
課
税
）

い
大
統
領
が
命
令
で
別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
憲
法

施
行
直
前
効
力
を
有
す
る
州
の
法
律
は
、
州
際
河
川
又
は
州
際
河
谷
を
規

制
し
又
は
開
発
す
る
た
め
の
既
存
の
法
律
又
は
国
会
の
制
定
す
る
法
律
に

も
と
づ
い
て
置
か
れ
る
機
関
が
貯
蔵
し
、
発
電
し
、
消
費
し
、
配
分
し
又

は
販
売
す
る
水
力
又
は
電
力
に
対
し
租
税
を
課
す
る
旨
又
は
課
す
る
こ
と

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
―
)

①
州
の
財
産
及
び
収
入
に
対
し
て
は
、
連
邦
の
租
税
を
課
さ
な
い
。

＠
①
項
の
規
定
は
、
連
邦
が
国
会
の
制
定
す
る
法
律
の
規
定
の
制
限

内
に
お
い
て
、
州
政
府
に
よ
り
若
し
く
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
行
わ
れ
る
交

易
若
し
く
は
事
業
、
当
該
交
易
若
し
く
は
事
業
の
運
営
、
当
該
交
易
若
し

く
は
事
業
の
た
め
に
使
用
し
若
し
く
は
占
有
す
る
財
産
又
は
当
該
交
易
若

し
く
は
事
業
か
ら
生
ず
る
所
得
に
対
し
、
租
税
を
課
し
又
は
課
す
る
こ
と

税）
を
承
認
す
る
旨
を
規
定
し
て
は
な
ら
な
い
。

〔
原
注
〕
こ
の
項
に
お
い
て
『
効
力
を
有
す
る
州
の
法
律
』
と
は
、
こ

の
憲
法
施
行
前
に
可
決
し
又
は
制
定
さ
れ
た
州
の
法
律
を
含
む
も
の
と
し
、

そ
の
全
部
又
は
一
部
が
特
定
の
地
域
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
問
わ

な
い
も
の
と
す
る
。

＠
州
議
会
は
、
法
律
で
①
項
に
規
定
す
る
租
税
を
課
し
又
は
課
す
る

こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
当
該
法
律
は
、
大
統
領
の
考
慮
を

求
め
る
た
め
留
保
さ
れ
、
そ
の
承
認
を
得
た
後
で
な
け
れ
ば
効
力
を
有
し

な
い
。
ま
た
、
当
該
法
律
が
税
率
そ
の
他
付
随
的
事
項
を
同
法
に
も
と
づ

い
て
規
則
又
は
命
令
で
定
め
る
旨
規
定
す
る
と
き
に
は
、
当
該
法
律
に
は
、

か
か
る
規
則
又
は
命
令
の
制
定
に
つ
い
て
は
大
統
領
の
事
前
の
承
認
を
要

す
る
旨
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
八
九
条
（
州
の
財
産
及
び
収
入
に
対
す
る
連
邦
の
租
税
の
非
課

三
(
―
二
三
）



各
場
合
に
応
じ
協
議
し
て
定
め
た
経
費
若
し
く
は
年
金
に
関
す
る
負
担

を
承
認
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

⑱
⑳
項
の
規
定
は
、
国
会
が
法
律
で
行
政
の
通
常
の
機
能
に
付
随
的

な
も
の
と
認
め
る
交
易
若
し
く
は
事
業
又
は
交
易
若
し
く
は
事
業
に
属
す

る
も
の
に
は
適
用
し
な
い
o

.

第
二
九

0
条
（
一
定
の
経
費
及
び
年
金
に
関
す
る
調
整
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
裁
判
所
若
し
く
は
委
員
会
の
経
費
又

は
こ
の
憲
法
施
行
前
イ
ン
ド
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
下
で
勤
務
し
て

い
た
者
に
対
し
若
し
く
は
こ
の
憲
法
施
行
後
連
邦
若
し
く
は
州
の
事
務
に

関
し
勤
務
し
た
者
に
対
し
若
し
く
は
こ
の
者
に
関
連
し
て
支
払
わ
れ
て
い

る
年
金
が
イ
ン
ド
統
合
基
金
又
は
州
統
合
基
金
の
負
担
と
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、

伺
当
該
経
費
若
し
く
は
年
金
が
イ
ン
ド
統
合
基
金
の
負
担
と
な
る

場
合
で
、
裁
判
所
若
し
く
は
委
員
会
が
州
の
別
の
要
求
に
奉
仕
し
、

若
し
く
は
当
該
者
が
州
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
奉
仕
し
た

者
で
あ
る
と
き
、
又
は

⑱
 
当
該
経
費
若
し
く
は
年
金
が
州
統
合
基
金
の
負
担
と
な
る
場
合

で
、
裁
判
所
若
し
く
は
委
員
会
が
連
邦
若
し
く
は
他
の
州
の
別
の

要
求
に
奉
仕
し
、
若
し
く
は
他
の
州
の
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一

部
に
奉
仕
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

第

二

章

借

入

(
―
二
四
）

額
、
又
は
協
議
が
整
わ
な
い
と
き
は
、
イ
ン
ド
最
高
裁
判
所
長
官
の
任
命

す
る
仲
裁
官
が
決
定
す
る
負
担
額
を
州
統
合
基
金
又
は
イ
ン
ド
統
合
基
金

若
し
く
は
他
の
州
の
州
統
合
基
金
か
ら
支
払
う
も
の
と
す
る
。

(30) 

第
二
九

0
A
条
（
一
定
の
デ
ヴ
ァ
ス
ワ
ム
基
金
へ
の
年
次
支
払
い
）

総
額
四
六
五

0
0
00
ル
ピ
ー
が
ケ
ラ
ラ
州
統
合
基
金
の
負
担
で
あ
り
、

毎
年
ト
ラ
ヴ
ァ
ン
コ
ー
ル
・
デ
ヴ
ァ
ス
ワ
ム
基
金
に
支
払
わ
れ
る
。
ま
た
、

一
三
五

0
0
00
ル
ビ
ー
が
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
統
合
基
金
の
負
担
で

あ
り
、
ト
ラ
ヴ
ァ
ン
・
コ
ー
チ
ン
州
か
ら
一
九
五
六
年
―
一
月
一
日
に
タ

ミ
ー
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
に
移
譲
さ
れ
た
地
域
に
お
け
る
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
及

び
聖
地
の
維
持
の
た
め
当
該
州
に
設
置
さ
れ
た
デ
ヴ
ァ
ス
ワ
ム
基
金
に
支

払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
九
一
条
（
藩
王
国
統
治
者
の
手
元
金
）

第
二
九
二
条
（
イ
ン
ド
政
府
の
借
入
）

連
邦
の
行
政
権
は
、
国
会
が
随
時
法
律
で
定
め
る
制
限
が
あ
れ
ば
そ
の

限
度
内
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
を
担
保
と
し
て
借
入
を
行
い
、
ま

た
、
法
律
の
定
め
る
限
度
内
に
お
い
て
保
証
を
与
え
る
権
限
を
含
む
も
の

と
す
る
。

第
二
九
三
条
（
州
の
借
入
）

―
二
四

(31) 

〔
削
除
〕



イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
一
）

第
二
九
四
条
（
一
定
の
場
合
に
お
け
る
財
産
、
資
産
、
権
利
、
義
務
及

(4) (3) 

第
三
章

財
産
、
契
約
、
権
利
、
義
務
、
負
担
及
び
訴
訟

①
こ
の
条
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
州
の
行
政
権
は
、
州
議
会

が
随
時
法
律
で
定
め
る
制
限
が
あ
れ
ば
そ
の
限
度
内
に
お
い
て
州
統
合
基

金
を
担
保
と
し
て
イ
ン
ド
領
内
に
お
い
て
借
入
を
行
い
、
ま
た
、
法
律
の

定
め
る
限
度
内
に
お
い
て
保
証
を
与
え
る
権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

③
イ
ン
ド
政
府
は
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
に
よ
り
又
は
こ
れ
に
も

と
づ
い
て
定
め
る
条
件
の
制
限
内
に
お
い
て
州
に
借
款
を
供
与
し
、
ま
た
、

第
二
九
一
一
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
定
め
る
条
件
の
制
限
を
こ
え
な
い
範

囲
で
州
の
起
債
に
関
し
保
証
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
借
款
供
与
の
た
め
に
要
す
る
金
額
は
イ
ン
ド
統
合
基
金
の
負
担

と
な
る
。

イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
そ
の
前
任
政
府
が
州
に
対
し
て
供
与
し
た

借
款
の
一
部
が
未
払
い
で
あ
り
又
は
当
該
借
款
に
つ
い
て
イ
ソ
ド
政
府
若

し
く
は
そ
の
前
任
政
府
が
保
証
を
与
え
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
州
は
イ

ン
ド
政
府
の
同
意
が
な
け
れ
ば
起
債
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑱
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
同
意
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
適
当
と
認
め

る
条
件
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
制
限
内
に
お
い
て
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

ー
ニ
五

び
負
担
の
承
継
）

伺
こ
の
憲
法
施
行
直
前
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
国
王

陛
下
に
属
し
た
す
べ
て
の
財
産
及
び
資
産
又
は
こ
の
憲
法
施
行
直
前

旧
知
事
州
政
府
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
国
王
陛
下
に
属
し
た
す
べ
て
の
財

産
及
び
資
産
は
、
連
邦
又
は
旧
知
事
州
に
対
応
す
る
州
に
そ
れ
ぞ
れ

帰
属
し
、
か
つ
、

⑱
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
又
は
各
旧
知
事
州
の
す
べ
て
の
権
利
、
義
務

及
び
負
担
は
、
契
約
そ
の
他
に
よ
り
発
生
し
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
イ
ン
ド
政
府
又
は
旧
知
事
州
に
対
応
す
る
州
の
権
利
、
義

務
及
び
負
担
と
な
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
自
治
領
、
西
ベ
ン
ガ
ル
、
東
ベ
ン
ガ
ル
、
西
。
ハ

ン
ジ
ャ
プ
、
東
パ
ン
ジ
ャ
プ
の
各
旧
州
を
こ
の
憲
法
施
行
前
に
創
設
し
た

こ
と
を
理
由
と
し
て
行
わ
れ
る
調
整
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
九
五
条
（
他
の
場
合
に
お
け
る
財
産
、
資
産
、
権
利
、
義
務
及
び

負
担
の
承
継
）

①
こ
の
憲
法
施
行
以
後
に
お
い
て
は
、

0

こ
の
憲
法
施
行
直
前
、
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
に
対
応

す
る
イ
ン
ド
藩
王
国
に
属
し
て
い
た
す
ぺ
て
の
財
産
及
び
資
産
は
、

こ
の
憲
法
施
行
直
前
に
そ
の
供
さ
れ
て
い
た
目
的
が
こ
の
憲
法
施

J

の
憲
法
の
施
行
以
後
に
お
い
て
は
、

（
ー
ニ
五
）



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

行
後
に
お
い
て
連
邦
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
連
邦

の
目
的
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
す
べ
て
連
邦
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
、
か
つ
、

⑯
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
に
対
応
す
る
イ
ン
ド
藩
王
国
の

す
べ
て
の
権
利
、
義
務
及
び
負
担
は
、
契
約
そ
の
他
に
よ
り
発
生

し
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
こ
の
憲
法
施
行
前
に
お
い
て
取
得
さ
れ

た
当
該
権
利
、
義
務
又
は
負
担
の
目
的
が
こ
の
憲
法
施
行
後
に
お

い
て
連
邦
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
イ
ン
ド
政
府
の

目
的
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
き
に
は
、
す
べ
て
イ
ン
ド
政
府
の
権

利
、
義
務
及
び
負
担
と
な
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
イ
ン
ド
政
府
と
藩
王
国
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
協
定
の
制
限

に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＠
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
の
政
府
は
、
こ
の
憲
法
施
行
以
後

①
項
に
規
定
す
る
制
限
内
に
お
い
て
、
当
該
州
に
対
応
す
る
イ
ン
ド
藩
王

国
の
す
べ
て
の
財
産
及
び
資
産
並
び
に
契
約
そ
の
他
に
よ
り
発
生
し
た
か

否
か
を
問
わ
ず
同
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
す
べ
て
の
権
利
、
義
務
及

び
負
担
の
承
継
者
と
な
る
。

第
二
九
六
条
（
復
帰
、
失
効
又
は
無
主
物
の
財
産
）

以
下
数
条
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法
が
施
行
さ
れ
な
か

っ
た
と
し
た
場
合
に
、
正
当
な
所
有
者
が
い
な
い
た
め
復
帰
、
失
効
又
は

無
主
物
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
王
陛
下
又
は
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治
者
に
帰
属

す
べ
き
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
領
内
の
財
産
は
、
州
に
あ
る
と
き
は
当
該
州
に
、

そ
れ
以
外
の
場
合
に
は
連
邦
に
帰
属
す
る
。

た
だ
し
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
陛
下
又
は
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治
者
に
帰
属
す

べ
き
で
あ
っ
た
当
時
イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
の
保
有
に
属
し
又
は
そ
の

管
理
下
に
あ
っ
た
財
産
は
、
そ
の
当
時
の
保
有
又
は
保
管
の
目
的
が
連
邦

又
は
州
の
い
ず
れ
の
目
的
で
あ
っ
た
か
に
応
じ
、
連
邦
又
は
州
に
帰
属
す

る。
〔
原
注
〕
こ
の
条
に
お
い
て
『
統
治
者
』
及
び
『
イ
ン
ド
藩
王
国
』
と

は
、
第
三
六
三
条
に
規
定
す
る
『
統
治
者
』
及
び
『
藩
王
国
』
と
同
じ
意

味
を
有
す
る
。

第
二
九
七
条
（
領
海
又
は
大
陸
棚
の
有
価
物
及
び
連
邦
に
帰
属
す
る
専

(32) 

属
経
済
水
域
の
資
源
）
．

①
イ
ン
ド
領
海
、
大
陸
棚
又
は
専
属
経
済
水
域
内
に
お
け
る
海
底
の

す
べ
て
の
土
地
、
鉱
物
そ
の
他
の
有
価
物
は
連
邦
に
帰
属
し
、
連
邦
の
た

め
に
保
有
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
専
属
経
済
水
域
の
そ
の
他
の
資
源
も
連
邦
に
帰
属
し
、
連

邦
の
た
め
に
保
有
さ
れ
る
。

⑱
イ
ン
ド
領
海
、
大
陸
棚
、
専
属
経
済
水
域
そ
の
他
の
海
域
の
境
界

は
、
国
会
が
随
時
定
め
る
法
律
に
よ
り
又
は
そ
の
法
律
に
も
と
づ
い
て
定

(2) 

―
二
六

（
ー
ニ
六
）



(2) (a) 
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(33) 

第
二
九
八
条
（
交
易
等
を
行
う
権
限
）

連
邦
及
び
各
州
の
行
政
権
は
、
交
易
を
行
い
、
財
産
の
取
得
、
保
有
及

び
処
分
並
び
に
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
含
む
。

た
だ
し
、こ

の
条
で
規
定
す
る
連
邦
の
行
政
権
は
、
当
該
交
易
又
は
目
的
が

国
会
が
、
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、

各
州
に
お
い
て
そ
の
州
に
よ
る
立
法
の
制
限
に
服
す
る
。

⑱
こ
の
条
で
規
定
す
る
州
の
行
政
権
は
、
当
該
交
易
又
は
目
的
が
州

議
会
が
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
に
関
す
る
も
の
で
な

い
場
合
に
は
、
国
会
に
よ
る
立
法
の
制
限
に
服
す
る
。

第
二
九
九
条
（
契
約
）

①
連
邦
又
は
州
の
行
政
権
を
行
使
し
て
締
結
す
る
す
べ
て
の
契
約
は
、

大
統
領
又
は
州
知
事
が
締
結
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
し
、

当
該
権
限
行
使
に
よ
る
す
べ
て
の
契
約
及
び
財
産
の
保
証
は
、
大
統
領
又

は
知
事
の
指
令
又
は
承
認
す
る
者
が
、
そ
の
指
令
又
は
承
認
さ
れ
た
方
式

に
よ
っ
て
行
う
。

こ
の
憲
法
又
は
イ
ン
ド
統
治
に
関
し
て
効
力
を
有
す
る
法
令
を
適

用
し
て
締
結
又
は
設
定
さ
れ
る
契
約
又
は
保
証
に
関
し
て
は
大
統
領
又
は

知
事
は
個
人
的
責
任
を
負
う
こ
と
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
者
に
代
わ
っ

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
-
)

利） 第
I—
1
0
0
A
条
（
法
律
の
根
拠
に
よ
ら
な
い
で
財
産
を
奪
わ
れ
な
い
権

(34) 

第

四

章

財

産

権

て
契
約
を
締
結
し
又
は
保
証
を
設
定
す
る
者
も
個
人
的
責
任
を
負
う
こ
と

は
な
い
。

第
三

0
0条
（
訴
訟
及
び
手
続
）

①
イ
ン
ド
政
府
は
連
邦
の
名
に
お
い
て
、
州
政
府
は
州
の
名
に
お
い

て
訴
え
又
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
憲
法
の
与
え
る

権
限
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
る
国
会
又
は
州
の
制
定
法
の
規
定
の
制
限

内
に
お
い
て
こ
の
憲
法
が
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
に
、
イ
ン
ド

自
治
領
又
は
当
該
州
に
対
応
す
る
旧
州
若
し
く
は
イ
ン
ド
藩
王
国
が
訴
え

又
は
訴
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
事
件
と
同
一
の
事
件
に
関
し
、
同
様
に

訴
え
又
は
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b) 

―
二
七

②
こ
の
憲
法
施
行
の
際
、

伺
イ
ン
ド
自
治
領
が
当
事
者
で
あ
る
係
争
中
の
訴
訟
が
あ
る
と
き

は
、
当
該
訴
訟
は
イ
ン
ド
連
邦
が
受
け
継
い
だ
も
の
と
み
な
し
、

旧
州
又
は
イ
ン
ド
藩
王
国
が
当
事
者
で
あ
る
係
争
中
の
訴
訟
が

あ
る
と
き
は
、
当
該
訴
訟
は
旧
州
又
は
旧
イ
ン
ド
藩
王
国
に
対
応

す
る
州
が
受
け
継
い
だ
も
の
と
み
な
す
。

（
ー
ニ
七
）



第
一
三
編

第
三

0
一
条
（
取
引
、
商
業
及
び
交
通
の
自
由
）

こ
の
編
の
他
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
全
イ
ン
ド
領
内
に
お
け
る

取
引
、
商
業
及
び
交
通
は
自
由
と
す
る
。

第
三

0
二
条
（
取
引
、
商
業
又
は
交
通
に
制
限
を
課
す
る
国
会
の
権

国
会
は
、
法
律
で
州
の
間
又
は
イ
ン
ド
領
内
の
一
部
に
お
け
る
取
引
、

商
業
及
び
交
通
に
対
し
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
必
要
な
制
限
を
課
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
三

0
三
条
（
取
引
及
び
商
業
に
関
す
る
連
邦
及
び
州
の
立
法
権
の
制

限）
①

第

三

0
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
又
は
州
議
会
は
、
第

七
付
則
の
管
轄
事
項
表
中
に
取
引
及
び
商
業
関
係
事
項
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
あ
る
州
に
対
し
他
の
州
に
優
先
す
る
権
利
を
与
え

若
し
く
は
与
え
る
こ
と
を
承
認
し
、
又
は
あ
る
州
と
他
の
州
と
の
間
に
差

別
を
付
し
若
し
く
は
付
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
法
律
を
制
定
す
る
権
限
を

有
す
る
も
の
で
は
な
い
。

③
切
項
の
規
定
は
、
イ
ン
ド
領
内
の
い
ず
れ
か
の
部
分
に
お
い
て
貨

限）

イ
ン
ド
領
内
に
お
け
る
取
引
、
商
業
及
び
交
通

何
人
も
法
律
の
根
拠
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
財
産
を
奪
わ
れ
な
い
。

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

物
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
事
態
を
処
理
す
る
た
め
に
必
要
な

場
合
に
お
い
て
、
国
会
が
そ
の
旨
を
法
律
で
宣
言
す
る
と
き
は
、
優
先
権

を
与
え
若
し
く
は
与
え
る
こ
と
を
承
認
し
、
又
は
差
別
を
付
し
若
し
く
は

付
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

、。
第
三

0
四
条
（
州
間
に
お
け
る
取
引
、
商
業
及
び
交
通
の
制
限
）

第一―

10
一
条
又
は
第
一
―

101―
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
州
議
会
は
法

律
で伺

他
の
州
又
は
連
邦
領
か
ら
輸
入
さ
れ
る
貨
物
に
対
し
、
自
州
に
お

い
て
生
産
又
は
製
造
さ
れ
る
同
種
の
貨
物
に
課
す
る
税
と
同
一
の
税

を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
輸
入
さ
れ
る
貨

物
と
自
州
で
生
産
又
は
製
造
さ
れ
る
貨
物
と
の
間
に
差
別
を
付
し
て

は
な
ら
な
い
。

公
共
の
利
益
の
た
め
に
必
要
な
合
理
的
制
限
を
課
す
る
こ
と
が
で
き

る。

た
だ
し
、
⑯
号
の
た
め
の
法
案
又
は
修
正
案
は
、
大
統
領
の
事
前
の
承

諾
が
な
け
れ
ば
、
州
議
会
に
提
出
又
は
発
議
し
て
は
な
ら
な
い
。

(35) 

第
三

0
五
条
（
州
の
独
占
を
規
定
す
る
法
律
の
除
外
）

第一

110
一
条
及
び
第
一
―

-0三
条
の
規
定
は
、
大
統
領
が
命
令
で
別
段
の

⑱
州
間
又
は
州
内
に
お
け
る
取
引
、
商
業
又
は
交
通
の
自
由
に
対
し

ご
一
八

(
―
二
八
）



第
三

0
八
条
（
解
釈
）

こ
の
編
に
お
い
て
『
州
』
と
は
、
文
脈
の
許
す
か
ぎ
り
、
ジ
ャ
ム
・
カ

(37) 

シ
ミ
ー
ル
州
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三

0
九
条
（
連
邦
又
は
州
の
公
務
に
従
事
す
る
者
の
任
用
及
び
服
務

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

第

一

章

公

務

第
一
四
編

規
定
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
既
存
の
法
律
の
規
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

で
は
な
い
。
ま
た
、
第
三

0
一
条
の
規
定
は
、
国
会
又
は
州
議
会
が
第
一

九
条
⑱
項
圃
号
で
規
定
す
る
事
項
に
関
し
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
に
関
連

し
又
は
制
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
か
ぎ
り
、
一
九
五
五
年
憲
法
（
第
四
次

改
正
）
法
施
行
前
に
制
定
さ
れ
た
法
律
の
効
力
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
。

第
三

0
六
条
（
取
引
及
び
商
業
に
制
限
を
課
す
る
第
一
付
則
B
編
に
規

定
す
る
一
定
の
州
の
権
限
）
〔
凱
配
〕

第
三

0
七
条
（
第
一
―

10
一
条
か
ら
第
三

0
四
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た

め
の
機
関
の
任
命
）

国
会
は
、
法
律
で
第
三

0
一
条
、
第
三

0
二
条
、
第
一
―

10三
条
、
第
三

0
四
条
に
規
定
す
る
事
項
を
実
施
す
る
た
め
適
当
と
認
め
る
機
関
を
お
き
、

国
会
が
必
要
と
認
め
る
権
限
及
び
任
務
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

連
邦
及
び
州
の
公
務

―
二
九

た
だ
し
、
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
国
会
又
は
州
議
会
の
制
定
法
に

条
件
）こ

の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
国
会
又
は
州
議
会
の
制
定
法

は
、
連
邦
又
は
州
の
事
務
に
関
す
る
公
務
又
は
公
職
へ
の
任
用
及
び
当
該

公
務
又
は
公
職
に
任
命
さ
れ
た
者
の
服
務
条
件
を
規
制
す
る
こ
と
が
で
き

る。よ
り
又
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
規
定
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
連
邦
の
事

務
に
関
す
る
公
務
又
は
公
職
に
つ
い
て
大
統
領
又
は
そ
の
指
名
す
る
者
、

州
の
事
務
に
関
す
る
公
務
又
は
公
職
に
つ
い
て
州
知
事
又
は
そ
の
指
名
す

る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
務
又
は
公
職
へ
の
任
用
及
び
当
該
公
務
又
は
公
職

に
任
命
さ
れ
た
者
の
服
務
条
件
を
規
制
す
る
規
定
を
設
け
る
権
限
を
有
し
、

当
該
規
則
は
、
当
該
制
定
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
。

第
三
＿

0
条
（
連
邦
又
は
州
の
公
務
の
保
有
条
件
）

切
こ
の
憲
法
が
別
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
連
邦
の
武
官
、
文
官
、

全
イ
ン
ド
的
公
務
員
又
は
連
邦
の
下
に
お
い
て
国
防
に
関
す
る
職
若
し
く

は
文
官
職
を
保
持
す
る
者
は
、
大
統
領
の
意
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
そ
の
職

を
保
持
し
、
州
の
文
官
又
は
州
の
下
に
お
い
て
文
官
職
を
保
持
す
る
者
は
、

州
知
事
の
意
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
そ
の
職
を
保
持
す
る
。

(2) 

連
邦
又
は
州
の
下
に
お
い
て
文
官
職
を
保
持
す
る
者
が
、
大
統
領

又
は
州
知
事
の
意
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
そ
の
職
を
保
持
す
る
旨
の
規
定
に

（
ニ
―
九
）



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
又
は
知
事
が
特
別
の
資
格
を
有
す
る
者
の
役
務
を

必
要
と
す
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
連
邦
の
武
官
、
全
イ
ン
ド
的
公

務
員
又
は
連
邦
若
し
く
は
州
の
文
官
の
い
ず
れ
で
も
な
い
者
が
こ
の
憲
法

の
規
定
に
も
と
づ
い
て
公
職
に
任
命
さ
れ
る
場
合
の
契
約
に
は
、
合
意
さ

れ
た
期
間
経
過
前
に
そ
の
職
を
廃
止
し
又
は
本
人
の
非
行
に
関
係
の
な
い

理
由
に
よ
り
辞
任
を
求
め
る
場
合
に
、
補
償
を
支
払
う
旨
を
規
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
I-
＿
＿
一
条
（
連
邦
又
は
州
の
文
官
の
罷
免
、
解
任
及
び
降
任
）

①
連
邦
の
文
官
、
全
イ
ン
ド
的
公
務
員
、
州
の
文
官
又
は
連
邦
若
し

く
は
州
の
下
に
お
い
て
文
官
職
を
保
持
す
る
者
は
、
そ
の
任
命
さ
れ
た
機

関
よ
り
下
位
の
機
関
に
よ
り
罷
免
又
は
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

②
①
項
に
規
定
す
る
者
は
、
そ
の
者
に
対
し
な
さ
れ
た
問
責
の
理
由

を
告
げ
ら
れ
、
そ
の
問
責
に
関
し
て
弁
明
す
る
合
理
的
な
機
会
が
与
え
ら

れ
た
調
査
の
後
で
な
け
れ
ば
、
罷
免
、
解
任
又
は
降
任
さ
れ
る
こ
と
は
な

(38) 
、。

＞ヽ

た
だ
し
、
当
該
調
査
後
、
そ
の
者
に
当
該
処
分
を
課
す
こ
と
が
提
議
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
処
分
は
当
該
調
査
中
挙
示
さ
れ
た
証
拠
に
も
と
づ

い
て
課
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
者
に
提
議
さ
れ
た
処
分
に
つ
き
陳
述
を

な
す
機
会
を
与
え
る
必
要
は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
右
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
は
適

―1110 

(-――
10) 

伺
刑
事
訴
追
に
よ
り
有
罪
と
さ
れ
た
行
為
を
理
由
と
し
て
、
罷
免
、

解
任
又
は
降
任
さ
れ
る
場
合

⑯
罷
免
、
解
任
又
は
降
任
を
行
う
権
限
の
あ
る
機
関
が
、
あ
る
理

由
を
記
録
と
し
て
残
す
必
要
か
ら
当
該
調
査
を
行
う
こ
と
を
合
理

的
に
適
切
で
あ
る
と
認
め
な
い
場
合

伺
大
統
領
又
は
知
事
が
国
家
の
安
全
の
た
め
当
該
調
査
を
行
う
こ

と
を
不
都
合
と
認
め
た
場
合

⑱
③
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
行
う
こ
と
が
合
理
的
に
適
切
か
否
か

に
つ
き
疑
義
を
生
ず
る
と
き
は
、
罷
免
、
解
任
又
は
降
任
を
行
う
権
限
を

有
す
る
機
関
の
決
定
が
最
終
的
の
も
の
と
な
る
。

第
三
ー
ニ
条
（
全
イ
ン
ド
的
公
務
）

(39) 

①
第
六
編
第
六
章
又
は
第
一
―
編
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
参
議
院

が
出
席
し
投
票
す
る
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
で
得
た
決
議
に
よ
り

国
家
の
利
益
の
た
め
に
必
要
又
は
有
利
で
あ
る
と
宜
言
し
た
と
き
に
は
、

(40) 

国
会
は
法
律
で
連
邦
及
び
州
に
共
通
な
全
イ
ン
ド
的
司
法
官
職
を
含
む
一

又
は
そ
れ
以
上
の
全
イ
ン
ド
的
公
務
の
創
設
に
つ
い
て
規
定
し
、
か
つ
、

こ
の
章
の
他
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
当
該
公
務
へ
の
任
用
及
び
当
該

公
務
に
任
命
さ
れ
た
者
の
服
務
条
件
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
こ
の
憲
法
施
行
の
際
、
イ
ン
ド
行
政
官
又
は
イ
ン
ド
警
察
官
と
し

用
し
な
い
。



て
知
ら
れ
て
い
た
公
務
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
国
会
が
創
設

し
た
公
務
と
み
な
す
。

⑥
①
項
で
規
定
す
る
全
イ
ン
ド
的
司
法
官
職
は
、
第
二
＿
―
-
六
条
で
定

義
さ
れ
た
地
方
裁
判
官
職
よ
り
下
位
の
官
職
を
含
ま
な
い
。

④
前
項
の
全
イ
ン
ド
的
司
法
官
職
の
創
設
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
は
、

そ
の
法
律
の
規
定
を
施
行
す
る
の
に
必
要
な
第
六
編
第
六
章
の
改
正
の
た

め
の
規
定
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
法
律
は
第
三
六
八
条
で
い
う
こ
の
憲

(41) 

法
の
改
正
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
ー
ニ

A
条
（
一
定
の
公
務
員
の
勤
務
条
件
を
変
更
又
は
廃
止
す
る

(42) 

国
会
の
権
限
）

①
国
会
は
法
律
に
よ
り
、

伺
こ
の
憲
法
施
行
前
イ
ン
ド
大
臣
又
は
枢
密
院
に
お
け
る
イ
ン
ド

大
臣
に
よ
り
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
文
官
に
任
命
さ

れ
た
者
で
あ
っ
て
一
九
七
二
年
憲
法
（
第
二
八
次
改
正
）
法
施
行

以
後
も
イ
ギ
リ
ス
政
府
又
は
州
政
府
の
下
で
官
職
又
は
地
位
を
得

て
勤
務
し
て
い
る
者
の
俸
給
、
休
暇
若
し
く
は
年
金
に
関
す
る
服

務
条
件
又
は
規
律
事
項
に
関
す
る
権
利
を
将
来
的
又
は
遡
及
的
に

変
更
し
又
は
廃
止
す
る
。

⑯
こ
の
憲
法
施
行
前
イ
ン
ド
大
臣
又
は
枢
密
院
に
お
け
る
イ
ン
ド

大
臣
に
よ
り
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
文
官
に
任
命
さ

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

(3) 

前
そ
の
職
を
退
職
し
又
は
そ
の
他
の
理
由
で
辞
め
た
者
の
年
金
に

関
す
る
服
務
条
件
を
将
来
的
又
は
遡
及
的
に
変
更
又
は
廃
止
す

た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
長
官
若
し
く
は
そ
の
他
の
州
の
裁
判
官
、
高
等

裁
判
所
長
若
し
く
は
そ
の
他
の
裁
判
官
、
イ
ン
ド
会
計
検
査
院
長
、
連
邦

若
し
く
は
州
公
務
委
員
会
の
委
員
長
そ
の
他
の
委
員
又
は
選
挙
委
員
会
委

員
長
そ
の
他
の
委
員
又
は
選
挙
委
員
会
委
員
長
の
職
を
有
し
若
し
く
は
有

し
て
い
た
者
の
場
合
に
は
、
い
号
又
は
⑱
号
の
規
定
は
、
そ
の
者
が
当
該

職
に
任
命
さ
れ
て
後
、
イ
ン
ド
大
臣
又
は
枢
密
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
大
臣

に
よ
り
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
文
官
に
任
命
さ
れ
た
者
で
あ

る
と
い
う
理
由
で
当
該
服
務
条
件
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
そ
の

者
が
当
該
職
に
任
命
さ
れ
て
後
、
国
会
に
変
更
又
は
廃
止
す
る
権
限
を
与

え
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

③
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
国
会
が
法
律
で
定
め
た
も
の
を
除

き
、
こ
の
条
の
規
定
は
こ
の
憲
法
の
他
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
①
項
で
規

定
す
る
者
の
服
務
条
件
を
規
律
す
る
議
会
そ
の
他
の
機
関
の
権
限
に
影
響

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。

最
高
裁
判
所
そ
の
他
の
裁
判
所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

の
管
轄
権
を
有
し
な
い
。

る。

三
（
ニ
―
―
-
）

れ
た
者
で
あ
っ
て
一
九
七
二
年
憲
法
（
第
二
八
次
改
正
）
法
施
行



伺
①
項
で
規
定
す
る
者
に
よ
り
結
ば
れ
若
し
く
は
行
わ
れ
た
契
約
、

協
定
そ
の
他
の
法
律
文
書
の
規
定
若
し
く
は
裏
書
か
ら
生
ず
る
紛

争
又
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
文
官
若
し
く
は
そ
の

旧
州
政
府
の
下
で
継
続
的
な
勤
務
へ
の
任
命
に
関
し
そ
の
者
に
交

付
さ
れ
た
文
書
か
ら
生
ず
る
紛
争

⑯
当
初
制
定
さ
れ
て
い
た
第
一
―
―
―
四
条
に
も
と
づ
く
権
利
、
義
務

又
は
負
担
に
関
す
る
紛
争

④
こ
の
条
の
規
定
は
、
当
初
制
定
さ
れ
て
い
た
第
一
—
二
四
条
に
お
け

る
規
定
又
は
こ
の
憲
法
の
そ
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
効
力
を
有
す
る
。

第
三
＿
三
条
（
経
過
規
定
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
た
め
の
別
段
の
規
定
が
設
け

ら
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
に
効
力
を
有
し
、
か
つ
、
こ
の
憲

法
施
行
後
全
イ
ン
ド
的
公
務
員
又
は
連
邦
若
し
く
は
州
の
公
務
若
し
く
は

公
職
と
し
て
存
続
す
る
公
務
若
し
く
は
公
職
に
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
法

律
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
と
一
致
す
る
か
ぎ
り
効
力
を
有
す
る
。

第
三
＿
四
条
（
一
定
の
公
務
に
服
す
る
者
の
保
護
規
定
）

第
二
章

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

公
務
委
員
会

第
三
＿
五
条
（
連
邦
公
務
委
員
会
及
び
州
公
務
委
員
会
）

①
こ
の
条
の
規
定
に
よ
り
、
連
邦
公
務
委
員
会
及
び
州
公
務
委
員
会

(43) 

〔
削
除
〕

二
以
上
の
州
は
、
こ
れ
ら
の
州
の
た
め
に
単
一
の
公
務
委
員
会
を

お
く
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
州
議
会
の
議
院
又
は
二

院
制
を
と
っ
て
い
る
州
に
あ
っ
て
は
両
議
院
で
そ
の
た
め
の
決
議
が
可
決

さ
れ
た
と
き
に
は
、
国
会
は
法
律
で
こ
れ
ら
の
州
の
必
要
を
み
た
す
合
同

州
公
務
委
員
会
（
以
下
、
こ
の
章
に
お
い
て
合
同
委
員
会
と
い
う
）
の
任

命
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
前
項
に
規
定
す
る
法
律
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
又

は
望
ま
し
い
付
随
的
・
結
果
的
規
定
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

④
連
邦
公
務
委
員
会
は
、
州
知
事
の
要
求
が
あ
る
と
き
に
は
、
大
統

領
の
許
可
を
得
て
当
該
州
が
必
要
と
す
る
業
務
の
す
べ
て
又
は
一
部
を
行

う
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
こ
の
憲
法
に
お
い
て
連
邦
公
務
委
員
会
又
は
州
公
務
委
員
会
と
は
、

文
脈
の
許
す
か
ぎ
り
、
当
該
特
定
事
項
に
関
す
る
連
邦
又
は
州
の
必
要
を

み
た
す
委
員
会
を
さ
す
も
の
と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
l-
＿
一
六
条
（
委
員
の
任
命
及
び
任
期
）

①
公
務
委
員
会
の
委
員
長
及
び
そ
の
他
の
委
員
は
、
連
邦
公
務
委
員

会
又
は
合
同
委
員
会
に
あ
っ
て
は
大
統
領
、
州
公
務
委
員
会
に
あ
っ
て
は

州
知
事
が
任
命
す
る
。

た
だ
し
、
各
公
務
委
員
会
委
員
の
ほ
ぼ
半
数
は
、
そ
の
任
命
の
日
に
イ

(2) 
を
お
く
。

三
(-＝三）



(a) 

ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
の
下
に
お
い
て
少
な
く
と
も
一

0
年
間
在
任
し
た

者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
一

0
年
の
期
間
を
算
定
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王

又
は
イ
ン
ド
藩
王
国
政
府
の
下
に
お
い
て
在
任
し
た
期
間
を
含
む
も
の
と

す
る
。

•
ー
、A

公
務
委
員
会
の
委
員
長
が
欠
け
た
と
き
又
は
委
員
長
が
欠
席
そ
の

ー
，
ー
し

他
の
理
由
で
そ
の
職
責
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
は
、
①
項
の
規

定
に
も
と
づ
い
て
そ
の
地
位
に
任
命
さ
れ
た
者
が
そ
の
職
責
を
果
た
す
ま

で
又
は
当
該
委
員
長
が
そ
の
職
責
を
再
び
行
使
す
る
ま
で
、
連
邦
公
務
委

員
会
又
は
合
同
委
員
会
に
あ
っ
て
は
大
統
領
、
州
公
務
委
員
会
に
あ
っ
て

は
州
知
事
が
そ
の
た
め
に
任
命
す
る
委
員
会
委
員
が
そ
の
職
責
を
行
使
す

(44) 

る
も
の
と
す
る
。

③
公
務
委
員
会
委
員
は
、
就
任
の
日
か
ら
六
年
が
経
過
す
る
日
又
は

連
邦
公
務
委
員
会
に
あ
っ
て
は
六
五
歳
、
．
州
公
務
委
員
会
若
し
く
は
合
同

(45) 

委
員
会
に
あ
っ
て
は
六
二
歳
に
達
す
る
日
ま
で
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
方

の
時
期
ま
で
そ
の
職
を
保
持
す
る
。

た
だ
し
、

公
務
委
員
会
委
員
は
、
連
邦
公
務
委
員
会
又
は
合
同
委
員
会
に

あ
っ
て
は
大
統
領
宛
、
州
公
務
委
員
会
に
あ
っ
て
は
州
知
事
宛
の

自
筆
の
文
書
で
申
し
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
辞
任
す
る
こ
と
が
で
き

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

(a) 

公
務
委
員
会
委
員
は
、
第
三
一
七
条
①
項
又
は
⑱
項
に
規
定
す

る
方
法
で
解
任
さ
れ
る
。

⑥
公
務
委
員
会
委
員
は
、
そ
の
任
期
満
了
後
同
一
の
職
に
再
任
さ
れ

る
資
格
を
有
し
な
い
。

第
三
一
七
条
（
公
務
委
員
会
委
員
の
解
任
及
び
休
職
）

①
公
務
委
員
会
の
委
員
長
そ
の
他
の
委
員
は
、
⑥
項
の
規
定
の
制
限

内
に
お
い
て
、
そ
の
非
行
に
つ
き
大
統
領
が
最
高
裁
判
所
に
付
議
し
た
場

合
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
が
第
一
四
五
条
に
定
め
る
手
続
に
し
た
が
っ

て
審
査
し
、
委
員
長
又
は
委
員
に
解
任
に
値
す
る
非
行
が
あ
る
旨
報
告
し

た
と
き
に
か
ぎ
り
、
大
統
領
の
命
令
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
る
。

③
連
邦
公
務
委
員
会
又
は
合
同
委
員
会
に
あ
っ
て
は
大
統
領
、
州
公

務
委
員
会
に
あ
っ
て
は
知
事
は
、

0
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
最
高
裁
判

所
に
付
議
さ
れ
た
委
員
長
又
は
そ
の
他
の
委
員
に
対
し
大
統
領
が
最
高
裁

判
所
か
ら
報
告
を
受
け
解
任
命
令
を
発
す
る
ま
で
の
間
休
職
を
命
ず
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑥
①
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
次
に
掲
げ
る
場
合
、
公

務
委
員
会
の
委
員
長
又
は
そ
の
他
の
委
員
を
命
令
で
解
任
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

(b) 

破
産
宜
告
を
受
け
た
場
合

る。

｀ （―-―-三）



(a) (b) (a) 
(c) (b) 

関
法

第
一
二
九
巻
第
一
号

任
期
中
に
そ
の
公
務
以
外
の
有
給
職
に
つ
い
た
場
合

心
身
耗
弱
の
た
め
に
任
務
を
続
け
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と

大
統
領
が
認
め
る
場
合

④
公
務
委
員
会
の
委
員
長
又
は
そ
の
他
の
委
員
が
、
委
員
と
し
て
で

な
く
法
人
の
他
の
職
員
と
共
同
し
て
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
州
政
府
が
作

成
し
又
は
そ
の
政
府
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
契
約
又
は
協
定
に
関
与
し
又

は
利
得
若
し
く
は
そ
れ
よ
り
生
ず
る
報
酬
を
得
る
と
き
、
当
該
委
員
長
又

は
委
員
は
①
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
非
行
が
あ
る
も
の
と
み
な
す
。

第
三
一
八
条
（
公
務
委
員
会
の
委
員
及
び
職
員
の
服
務
条
件
に
関
し
規

定
を
設
け
る
権
限
）

連
邦
公
務
委
員
会
又
は
合
同
委
員
会
に
あ
っ
て
は
大
統
領
、
州
公
務
委

員
会
に
あ
っ
て
は
州
知
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
規
程
で
次
の
事
項
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

委
員
の
数
及
び
服
務
条
件

委
員
会
の
職
員
の
数
及
び
服
務
条
件
に
関
す
る
規
定

た
だ
し
、
公
務
委
員
会
の
委
員
の
服
務
条
件
は
、
そ
の
任
命
後
に
お
い

て
は
そ
の
者
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
に
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
一
九
条
（
公
務
委
員
会
委
員
を
退
任
し
た
後
の
任
官
禁
止
）

公
務
委
員
会
委
員
を
退
任
し
た
後
に
お
い
て
は
、

連
邦
公
務
委
員
会
委
員
長
は
、
イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
の
い
ず

れ
の
下
に
お
い
て
も
雇
用
さ
れ
る
資
格
を
有
し
な
い
。

(b) 

一
三
四

（
一
三
四
）

州
公
務
委
員
会
委
員
長
は
、
連
邦
公
務
委
員
会
の
委
員
長
若
し
く

は
委
員
又
は
他
の
州
の
公
務
委
員
会
委
員
長
に
任
命
さ
れ
る
資
格
を

有
す
る
が
、
イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
の
い
ず
れ
の
下
に
お
い
て
も
、

そ
の
他
の
職
務
に
雇
用
さ
れ
る
資
格
を
有
し
な
い
。

伺
委
員
長
以
外
の
連
邦
公
務
委
員
会
委
員
は
、
連
邦
公
務
委
員
会
委

員
長
又
は
州
公
務
委
員
会
委
員
長
に
任
命
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
が
、

イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
の
い
ず
れ
の
下
に
お
い
て
も
、
そ
の
他
の

職
務
に
雇
用
さ
れ
る
資
格
を
有
し
な
い
。

⑱
委
員
長
以
外
の
州
公
務
委
員
会
の
委
員
は
、
連
邦
公
務
委
員
会
の

委
員
長
若
し
く
は
そ
の
委
員
又
は
当
該
州
若
し
く
は
他
の
州
の
公
務

委
員
会
委
員
長
に
任
命
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
が
、
イ
ン
ド
政
府
又

は
州
政
府
の
い
ず
れ
の
下
に
お
い
て
も
、
そ
の
他
の
職
務
に
雇
用
さ

れ
る
資
格
を
有
し
な
い
。

第
三
二

0
条
（
公
務
委
員
会
の
権
能
）

①
連
邦
公
務
委
員
会
及
び
州
公
務
委
員
会
は
、
連
邦
又
は
州
の
公
務

に
就
く
者
を
任
命
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
試
験
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
す

る。
③

1

一
又
は
そ
れ
以
上
の
州
の
要
求
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
特
別
の

資
格
を
有
す
る
候
補
者
を
必
要
と
す
る
公
務
に
対
す
る
共
同
任
用
の
計
画



を
立
案
し
、
実
行
し
て
、
こ
れ
ら
の
州
を
援
助
す
る
こ
と
も
連
邦
公
務
委

員
会
の
任
務
と
す
る
。

⑥
連
邦
公
務
委
員
会
及
び
州
公
務
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
き
協
議
を
受
け
る
。

り
文
官
及
び
文
官
職
へ
の
任
用
方
法
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項

⑯
文
官
及
び
文
官
職
へ
の
任
命
、
昇
任
又
は
転
任
に
あ
た
っ
て
守

ら
れ
る
べ
き
原
則
並
び
に
当
該
任
命
、
昇
任
又
は
転
任
に
対
す
る

候
補
者
の
適
性

伺
イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
の
下
に
お
い
て
文
官
の
資
格
で
服
務

す
る
者
に
対
す
る
当
該
事
項
に
関
す
る
陳
情
又
は
請
願
を
含
む
す

べ
て
の
規
律
に
つ
い
て
の
事
項

⑱
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
州
政
府
の
下
に
お
い
て
又
は
イ
ン
ド
に

お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
若
し
く
は
イ
ン
ド
藩
王
国
政
府
の
下
に
お

い
て
文
官
と
し
て
服
務
し
若
し
く
は
服
務
し
て
き
た
者
に
よ
る
、

又
は
こ
れ
ら
の
者
に
関
す
る
要
求
で
あ
っ
て
そ
の
任
務
を
遂
行
す

る
に
あ
た
っ
て
な
し
、
又
は
な
さ
ん
と
し
た
行
為
に
つ
い
て
、
そ

の
者
に
対
し
提
起
さ
れ
た
訴
訟
を
弁
護
す
る
の
に
要
し
た
費
用
は
、

イ
ン
ド
統
合
基
金
又
は
州
統
合
基
金
か
ら
支
払
う
べ
き
で
あ
る
と

イ
ン
ド
憲
法
(
=
-
）

向
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
州
政
府
の
下
に
お
い
て
、
又
は
イ
ン
ド

す
る
要
求

に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
国
王
若
し
く
は
イ
ン
ド
藩
王
国
政
府
の
下
に

お
い
て
文
官
と
し
て
服
務
中
受
け
た
傷
害
に
関
し
年
金
を
裁
定
す

る
こ
と
に
対
す
る
要
求
及
び
当
該
裁
定
額
に
関
す
る
疑
義

ま
た
、
付
議
さ
れ
た
事
項
及
び
大
統
領
若
し
く
は
州
知
事
か
ら
付
議
さ

れ
た
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
助
言
す
る
こ
と
は
公
務
委
員
会
の
任
務
と
す

る。
た
だ
し
、
大
統
領
は
全
イ
ン
ド
的
公
務
並
び
に
連
邦
の
事
務
に
関
す
る

そ
の
他
の
公
務
及
び
公
職
に
関
し
、
知
事
は
州
の
事
務
に
関
す
る
そ
の
他

の
公
務
及
び
公
職
に
関
し
、
概
括
的
又
は
部
類
的
若
し
く
は
特
定
的
に
、

公
務
委
員
会
と
協
議
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
事
項
を
定
め
る
規
程
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
項
の
規
定
は
、
第
一
七
条
ぃ
項
に
定
め
る
規
定
を
設
け
る
方
法

又
は
第
三
三
五
条
の
規
定
を
実
施
す
る
方
法
に
関
し
公
務
委
員
会
に
付
議

す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。

⑮
⑥
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
も
と
づ
き
大
統
領
又
は
州
知
事
が
制
定

す
る
規
程
は
、
そ
の
制
定
後
す
み
や
か
に
国
会
の
両
議
院
又
は
州
議
会
の

議
院
若
し
く
は
両
議
院
に
提
出
し
一
四
日
間
以
上
存
置
さ
れ
る
も
の
と
し
、

国
会
の
両
議
院
又
は
州
議
会
の
議
院
若
し
く
は
両
議
院
は
、
そ
の
会
期
中

当
該
規
程
を
廃
止
し
又
は
修
正
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
ニ
ー
条
（
公
務
委
員
会
の
権
能
を
拡
張
す
る
権
限
）

(4) 

一
三
五

（
一
三
五
）



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

国
会
又
は
州
議
会
の
制
定
法
は
、
連
邦
又
は
州
の
公
務
、
法
律
に
よ
り

構
成
さ
れ
若
し
く
は
公
共
的
性
格
を
有
す
る
地
方
機
関
そ
の
他
の
公
共
団

体
の
役
務
に
関
し
連
邦
公
務
委
員
会
又
は
州
公
務
委
員
会
が
行
使
す
る
付

加
的
機
能
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
二
二
条
（
公
務
委
員
会
の
経
費
）

公
務
委
員
会
の
委
員
若
し
く
は
そ
の
職
員
に
対
し
又
は
こ
れ
ら
の
者
に

関
し
て
支
給
さ
れ
る
俸
給
、
手
当
及
び
年
金
を
含
む
連
邦
公
務
委
員
会
又

は
州
公
務
委
員
会
の
経
費
は
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
又
は
州
統
合
基
金
の
負

担
と
な
る
。

第
三
二
三
条
（
公
務
委
員
会
の
報
告
）

①
連
邦
公
務
委
員
会
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
、
毎
年
大
統
領
に
報
告

を
提
出
す
る
義
務
を
有
す
る
。
大
統
領
は
当
該
報
告
を
受
け
取
っ
た
と
き

に
は
、
そ
の
写
し
を
、
委
員
会
の
助
言
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
覚
書
を
付
し
て
、
国
会
の
両
議

院
に
提
出
さ
せ
る
。

＠
州
公
務
委
員
会
は
、
そ
の
業
務
に
関
し
、
毎
年
州
知
事
に
報
告
を

提
出
す
る
義
務
を
有
す
る
。
合
同
委
員
会
は
、
関
係
各
州
に
つ
き
当
該
委

員
会
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
業
務
に
関
し
、
毎
年
関
係
各
州
の
知
事
に
、
合

同
委
員
会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
役
務
の
必
要
性
を
報
告
す
る
義
務
を
有
す

る
。
知
事
が
当
該
報
告
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
写
し
を
、
委
員

会
の
助
言
を
受
諾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
理
由

を
説
明
す
る
覚
書
を
付
し
て
州
議
会
に
提
出
さ
せ
る
。

第
一
四
A
編

第
三
二
三
A
条
（
行
政
審
判
所
）

①
国
会
は
、
法
律
で
、
連
邦
若
し
く
は
州
の
事
務
又
は
イ
ン
ド
領
内

若
し
く
は
イ
ン
ド
政
府
の
監
督
の
下
に
あ
る
地
方
機
関
そ
の
他
の
機
関
若

し
く
は
イ
ン
ド
政
府
に
よ
り
支
配
若
し
く
は
監
督
さ
れ
た
団
体
の
事
務
に

関
す
る
公
務
及
び
公
職
に
任
命
さ
れ
る
者
の
雇
用
及
び
服
務
条
件
に
つ
い

て
争
訟
及
び
不
服
申
立
て
に
つ
き
行
政
審
判
所
に
よ
る
宣
告
又
は
裁
判
の

た
め
の
規
定
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、

的
連
邦
の
た
め
の
行
政
審
判
所
及
び
各
州
又
は
二
以
上
の
州
の
た

め
個
別
の
行
政
審
判
所
の
設
置
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き

る。
各
行
政
審
判
所
に
よ
っ
て
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
る
管
轄
権
、

（
侮
犀
処
罰
権
を
含
む
）
権
能
及
び
権
限
を
明
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

団
行
政
審
判
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
手
続
（
証
拠
制
限
、
証
拠
法

則
に
関
す
る
条
項
を
含
む
）
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(b) 

(46) 

審

判

所
一
三
六

（
一
三
六
）



①
項
で
規
定
す
る
争
訟
又
は
不
服
申
立
て
に
関
し
、
第
一
三
六

条
に
も
と
づ
く
最
高
裁
判
所
の
管
轄
権
を
除
き
、
す
べ
て
の
裁
判

所
の
管
轄
権
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

何
訴
訟
又
は
手
続
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
訴
訟
原
因
が
行
政
審
判

所
の
設
置
以
降
生
じ
た
場
合
に
は
、
行
政
審
判
所
の
管
轄
権
の
範

囲
内
に
あ
る
べ
き
事
件
で
行
政
審
判
所
の
設
置
直
前
、
裁
判
所
そ

の
他
の
機
関
に
係
属
し
て
い
る
事
件
を
各
行
政
審
判
所
に
移
送
す

る
こ
と
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

り
第
三
七
―

D
条
⑥
項
に
も
と
づ
き
、
国
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た

命
令
を
廃
止
又
は
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＠
国
会
が
行
政
審
判
所
に
よ
る
事
件
の
迅
速
な
処
理
に
つ
い
て
又

は
迅
速
な
処
理
の
た
め
及
び
命
令
の
実
施
に
つ
い
て
有
効
な
作
用

だ
と
み
な
す
補
足
的
、
付
随
的
、
結
果
的
規
定
（
手
数
料
に
関
す

る
規
定
を
含
む
）
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
こ
の
条
の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
又
は
当
面
効
力
を
有
す
る
そ
の
他

の
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
二
三
B
条
（
行
政
審
判
所
に
つ
い
て
の
そ
の
他
の
規
定
）

①
権
限
を
有
す
る
議
会
は
、
法
律
で
、
当
該
議
会
が
立
法
権
を
有
す

る
事
項
に
関
し
③
項
で
定
め
ら
れ
た
事
項
の
す
べ
て
又
は
あ
る
も
の
に
つ

い
て
の
争
訟
、
不
服
申
立
て
又
は
犯
罪
を
審
判
所
が
裁
定
又
は
裁
判
す
る

(d) 

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

こ
と
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
①
項
で
規
定
さ
れ
た
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

⑭
税
の
賦
課
、
査
定
、
徴
収
、
強
制

⑯
税
関
を
通
過
す
る
外
国
為
替
及
び
輸
出
入

、
ー
、c
 

,1, 
⑱
 

労
使
紛
争

第一――

-
A
条
で
定
義
さ
れ
た
財
産
若
し
く
は
そ
の
権
利
を
州
が

収
用
し
、
又
は
当
該
権
利
を
失
効
若
し
く
は
変
更
す
る
と
い
う
方

法
に
よ
る
、
又
は
農
地
の
最
高
価
格
を
定
め
る
と
い
う
方
法
そ
の

他
の
方
法
に
よ
る
土
地
改
革

伺
都
市
財
産
の
最
高
価
格
を
定
め
る
こ
と

①
第
一
＿
＿
二
九
条
及
び
第
三
二
九
A
条
に
規
定
す
る
事
項
を
除
く
、

国
会
の
議
院
又
は
州
議
会
の
議
院
に
つ
い
て
の
選
挙

＠
（
食
用
油
料
種
子
及
び
食
用
油
料
を
含
む
）
食
糧
及
び
大
統
領

が
公
示
に
よ
り
こ
の
条
の
目
的
の
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

物
資
と
み
な
し
た
そ
の
他
の
物
資
の
生
産
、
調
達
、
供
給
及
び
配

分
並
び
に
か
か
る
物
資
の
価
格
統
制

⑯
伺
号
か
ら
⑥
号
に
定
め
ら
れ
た
事
項
に
関
す
る
法
律
に
違
反
す

る
犯
罪
及
び
そ
れ
ら
の
事
項
に
関
す
る
手
数
料

①
伺
号
か
ら
⑯
号
に
定
め
ら
れ
た
事
項
の
あ
る
も
の
に
付
随
す
る

事
項

――――七

（―-―-七）



〔
原
注
〕

(4) 

第
三
九
巻
第
一
号

⑥
①
項
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、

伺
審
判
所
の
序
列
の
設
定
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
各
審
判
所
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
管
轄
権
、
（
侮
犀
処
罰
権
を
含

む
）
権
能
及
び
権
限
を
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

伺
審
判
所
に
よ
り
採
ら
れ
る
手
続
（
証
拠
制
限
及
び
証
拠
法
則
に

関
す
る
規
定
を
含
む
）
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
第
一
三
六
条
に
も
と
づ
く
最
高
裁
判
所
の
管
轄
権
を
除
き
、
審

判
所
の
管
轄
権
内
に
あ
る
す
ぺ
て
の
事
項
又
は
そ
の
あ
る
も
の
に

関
し
、
す
ぺ
て
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

審
判
所
の
設
置
直
前
に
裁
判
所
そ
の
他
の
機
関
に
係
属
し
て
い

(e) 
た
事
件
で
あ
っ
て
当
該
訴
訟
又
は
手
続
が
審
判
所
の
設
置
以
後
行

わ
れ
た
な
ら
ば
当
該
審
判
所
の
管
轄
権
内
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
事

件
を
当
該
審
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
権
限
を
有
す
る
議
会
が
、
審
判
所
の
効
果
的
な
作
用
、
事
件
の

迅
速
な
処
理
及
び
命
令
の
施
行
に
つ
き
必
要
と
み
な
し
た
補
足
的
、

付
随
的
及
び
結
果
的
規
定
（
手
数
料
に
関
す
る
規
定
を
含
む
）
を

含
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
又
は
そ
の
と
き
に
効
力
を
有
す
る

そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
に
お
い
て
『
権
限
を
有
す
る
議
会
』
と
は
、
い
か
な

関
法

る
事
項
と
の
関
連
に
お
い
て
も
第
一
―
編
の
規
定
に
し
た
が
い
当
該
事
項

に
関
し
て
立
法
権
を
有
す
る
国
会
又
は
州
議
会
を
意
味
す
る
。

第
三
二
四
条
（
選
挙
委
員
会
に
よ
る
選
挙
の
監
督
、
指
令
及
び
管
理
）

0

こ
の
憲
法
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
国
会
及
び
州
議
会
の
す
べ
て

の
選
挙
並
び
に
大
統
領
及
び
副
大
統
領
の
選
挙
の
た
め
の
選
挙
人
名
簿
の

(47) 

準
備
及
び
選
挙
の
実
施
を
監
督
し
、
指
令
し
及
び
管
理
す
る
権
限
は
、
委

員
会
（
こ
の
憲
法
に
お
い
て
選
挙
委
員
会
と
い
う
）
に
与
え
ら
れ
る
。

＠
選
挙
委
員
会
は
、
選
挙
委
員
長
及
び
大
統
領
が
決
定
す
る
数
の
選

挙
委
員
で
構
成
し
、
選
挙
委
員
は
、
そ
の
た
め
に
国
会
が
制
定
す
る
法
律

の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
大
統
領
が
任
命
す
る
。

⑨
他
の
選
挙
委
員
が
任
命
さ
れ
た
と
き
に
は
、
選
挙
委
員
長
は
選
挙

委
員
会
の
議
長
と
し
て
行
動
す
る
。

④
大
統
領
は
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
当
該
委
員
会
に
与
え
ら

れ
た
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
を
援
助
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に

は
、
衆
議
院
及
び
州
立
法
議
院
の
総
選
挙
前
並
び
に
二
院
制
を
と
っ
て
い

る
州
の
立
法
参
事
院
の
第
一
回
の
総
選
挙
前
及
び
そ
の
後
二
年
毎
の
選
挙

施
行
前
、
選
挙
委
員
会
と
協
議
し
た
後
、
地
方
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
が

で
き
る
。 第

一

五

編

選

挙

一
三
八

（
一
三
八
）



⑮
選
挙
委
員
及
び
地
方
委
員
の
服
務
条
件
及
び
服
務
期
間
は
、
国
会

が
制
定
す
る
法
律
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
大
統
領
が
規
則
で
定
め
る
。

た
だ
し
、
選
挙
委
員
長
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
と
同
様
の
方
法
及
び

理
由
に
よ
る
ほ
か
は
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
選
挙
委
員
長
の

服
務
条
件
は
、
そ
の
任
命
後
本
人
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
に
変
更
し
て
は

な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
他
の
選
挙
委
員
又
は
地
方
委
員
は
、
選
挙
委
員
長
の
勧
告
に

も
と
づ
く
場
合
の
ほ
か
、
解
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑱
大
統
領
又
は
州
知
事
は
、
選
挙
委
員
会
の
要
求
が
あ
る
と
き
、
①

項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
選
挙
委
員
会
に
与
え
ら
れ
た
権
能
を
行
使
す
る

た
め
に
必
要
な
職
員
を
選
挙
委
員
会
又
は
地
方
委
員
会
に
配
属
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
二
五
条
（
宗
教
、
カ
ー
ス
ト
、
性
を
理
由
と
し
て
選
挙
人
名
簿
か

ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
権
利
又
は
特
別
選
挙
人
名
簿
に
加
わ
る
こ
と

を
要
求
さ
れ
な
い
権
利
）

国
会
の
両
議
院
又
は
州
議
会
の
議
院
若
し
く
は
両
議
院
の
選
挙
の
た
め
、

す
べ
て
の
選
挙
区
に
一
の
一
般
選
挙
人
名
簿
を
備
え
る
も
の
と
し
、
何
人

も
宗
教
、
カ
ー
ス
ト
、
性
別
又
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
み
を
理
由
と
し
て
当

該
選
挙
人
名
簿
か
ら
除
外
さ
れ
、
又
は
選
挙
人
名
簿
に
加
わ
る
こ
と
を
要

求
さ
れ
な
い
。イ

ン
ド
憲
法
（
三
）

限）
第
三
二
六
条
（
衆
議
院
及
び
州
立
法
議
院
の
選
挙
で
の
成
人
普
通
選
挙

衆
議
院
及
び
州
立
法
議
院
の
選
挙
は
、
成
人
に
よ
る
普
通
選
挙
と
し
、

イ
ン
ド
公
民
で
あ
っ
て
当
該
議
会
の
制
定
し
た
法
律
に
よ
り
又
は
こ
れ
に

も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
日
に
ニ
―
歳
以
上
で
あ
る
者
は
、
こ
の
憲
法
又

は
当
該
議
会
の
制
定
し
た
法
律
に
も
と
づ
い
て
無
住
居
、
精
神
不
健
全
、

犯
罪
若
し
く
は
破
廉
恥
又
は
不
法
行
為
の
理
由
で
欠
格
と
さ
れ
る
者
を
除

き
、
選
挙
人
と
し
て
登
録
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
。

第
三
二
七
条
（
議
会
の
選
挙
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
国
会
の
権
限
）

国
会
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
随
時
法
律
で
国
会

の
両
議
院
又
は
州
議
会
の
議
院
若
し
く
は
両
議
院
の
選
挙
に
関
し
、
選
挙

人
名
簿
の
準
備
、
選
挙
区
の
画
定
及
び
議
院
の
正
当
な
楷
成
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
を
含
む
す
べ
て
の
事
項
に
関
す
る
規
定
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
二
八
条
（
州
議
会
の
選
挙
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
州
議
会
の
権

こ
の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
か
つ
、
そ
の
た
め
の
規
定
が

国
会
に
よ
り
法
律
で
制
定
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
州
議
会
は
法
律
で
、
州
議

会
の
議
院
又
は
両
議
院
の
選
挙
に
関
し
、
選
挙
人
名
簿
の
準
備
及
び
州
議

会
の
議
院
の
正
当
な
構
成
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
そ
の
他
の
事
項
を

の
保
障
）

一
三
九

（―-―-九）



第
＿
六
編
特
定
階
層
に
対
す
る
特
別
規
定

第
三
二
九
条
（
選
挙
事
項
に
対
す
る
裁
判
所
の
干
与
の
排
除
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

伺
第
三
二
七
条
又
は
第
三
二
八
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
又

は
な
さ
れ
な
い
と
す
る
選
挙
区
の
画
定
又
は
当
該
選
挙
区
に
対
す
る

議
席
の
割
当
に
関
す
る
法
律
の
効
力
は
、
裁
判
所
に
よ
り
審
査
さ
れ

な
い
。

(b) 

国
会
の
両
議
院
又
は
州
議
会
の
議
院
若
し
く
は
両
議
院
の
選
挙
は
、

当
該
議
会
が
制
定
し
た
法
律
に
よ
り
又
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
置
か

れ
る
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
法
律
が
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
提
出

(48) 

さ
れ
る
選
挙
訴
願
に
よ
る
ほ
か
審
査
さ
れ
な
い
。

第
三
l-
＿0
条
（
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
に
対
す
る
衆
議
院
の
議

席
留
保
）

①
衆
議
院
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
た
め
に
議
席
を
留
保

す
る
。

い
指
定
カ
ー
ス
ト

(49) 

⑯
次
に
掲
げ
る
地
方
に
お
け
る
指
定
部
族
を
除
く
指
定
部
族

①
ア
ッ
サ
ム
部
族
地
域

含
む
す
べ
て
の
事
項
に
関
し
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

ナ
ガ
ラ
ン
ト

メ
ガ
ラ
ヤ

（
一
四

0
)

ア
ル
ナ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
、
及
び

ミ
ゾ
ラ
ム
、
並
び
に

的
ア
ッ
サ
ム
自
治
区
に
お
け
る
指
定
部
族

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
州
又
は
連
邦
領
の
指
定
カ
ー
ス
ト

又
は
指
定
部
族
の
た
め
に
留
保
す
る
議
席
数
は
、
当
該
州
又
は
連
邦
領
に

割
り
当
て
ら
れ
る
衆
議
院
の
議
席
数
に
対
し
、
当
該
州
又
は
連
邦
領
の
指

定
カ
ー
ス
ト
の
人
口
又
は
当
該
州
若
し
く
は
連
邦
領
若
し
く
は
そ
の
一
部

に
お
け
る
指
定
部
族
の
人
口
と
当
該
州
又
は
連
邦
領
の
総
人
口
と
の
比
率

に
で
き
る
だ
け
均
し
く
な
る
よ
う
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

⑱
③
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ッ
サ
ム
自
治
区
の
指
定
部
族
の

た
め
に
留
保
さ
れ
る
衆
議
院
の
議
席
数
は
、
ア
ッ
サ
ム
州
に
割
り
当
て
ら

れ
る
衆
議
院
の
全
議
席
数
に
対
し
、
州
の
全
人
口
に
対
す
る
当
該
自
治
区

(50) 

の
指
定
部
族
の
人
口
割
合
を
下
回
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

〔
原
注
〕
こ
の
条
及
び
第
三
三
二
条
に
お
い
て
『
人
口
』
と
は
、
適
切

な
数
字
が
発
表
さ
れ
て
い
る
直
近
の
人
口
調
査
に
お
い
て
確
定
さ
れ
て
い

る
人
口
を
い
う
。

た
だ
し
、
適
切
な
数
字
が
発
表
さ
れ
て
い
る
直
近
の
人
口
調
査
を
参
照

す
る
と
い
う
こ
の
注
は
、
西
暦
二

0
0
0年
よ
り
後
に
行
わ
れ
る
最
初
の

(iv) (iii) (ii) 

一
四
〇



人
口
調
査
で
適
切
な
数
字
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
、

(51) 

の
参
照
と
解
釈
さ
れ
る
。

第
三

l

-

＿
＿
条
（
衆
議
院
に
お
け
る
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の

代
表
）第

八
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
社
会
が
衆
議
院
に
お
い
て
十
分
に
代
表
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と

き
は
、
衆
議
院
に
二
人
を
こ
え
な
い
範
囲
に
お
い
て
当
該
社
会
に
属
す
る

者
を
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
三
二
条
（
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
に
対
す
る
州
立
法
議
院

の
議
席
の
留
保
）

①
ア
ッ
サ
ム
州
部
族
地
域
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
及
び
メ
ガ
ラ
ヤ
州
に
お

(52) 

け
る
指
定
部
族
を
除
き
、
す
べ
て
の
州
立
法
議
院
に
お
い
て
は
、
指
定
カ

ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
の
た
め
に
議
席
を
留
保
す
る
。

③
ア
ッ
サ
ム
州
立
法
議
院
に
お
い
て
は
、
そ
の
自
治
区
の
た
め
に
議

席
を
留
保
す
る
。

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
州
立
法
議
院
に
お
い
て
指
定
カ
ー
ス

卜
又
は
指
定
部
族
の
た
め
に
留
保
す
る
議
席
は
、
当
該
州
立
法
議
院
の
議

席
総
数
に
対
し
、
当
該
州
の
指
定
カ
ー
ス
ト
の
人
口
又
は
当
該
州
若
し
く

は
そ
の
一
部
に
お
け
る
指
定
部
族
の
人
口
と
当
該
州
の
総
人
口
と
の
比
率

に
で
き
る
だ
け
均
し
く
な
る
よ
う
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
九
七
一
年
人
口
調
査

一
四

的
衆
議
院
及
び
州
立
法
議
院
に
お
け
る
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部

止）
④
ア
ッ
サ
ム
州
立
法
議
院
に
お
い
て
自
治
区
に
留
保
す
る
議
席
数
は
、

州
立
法
議
院
の
議
席
総
数
に
対
し
、
自
治
区
の
人
口
と
当
該
州
の
総
人
口

と
の
比
率
を
下
回
る
よ
う
に
定
め
て
は
な
ら
な
い
。

③
ア
ッ
サ
ム
州
自
治
区
の
た
め
に
留
保
す
る
議
席
に
対
す
る
選
挙
区

(53) 

は
、
自
治
区
以
外
の
い
か
な
る
区
域
を
も
含
ま
な
い
。

⑱
ア
ッ
サ
ム
州
自
治
区
の
指
定
部
族
に
属
し
な
い
者
は
、
当
該
地
区

の
い
か
な
る
選
挙
区
か
ら
も
当
該
州
立
法
議
院
に
選
挙
さ
れ
る
資
格
を
有

し
な
い
。

第
三
三
三
条
（
州
立
法
議
院
に
お
け
る
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社

会
の
代
表
）

第
一
七
〇
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
州
知
事
は
、
州
議
会
に
ア
ン
グ

ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の
代
表
を
出
す
必
要
が
あ
り
、
か
つ
、
十
分
に

代
表
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
に
は
、
当
該
社
会
に
属
す
る
者
一
名

を
州
立
法
議
院
に
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
三
四
条
（
議
席
留
保
及
び
特
別
代
表
の
四

0
年
後
に
お
け
る
廃

こ
の
編
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

(54) 

関
す
る
こ
の
憲
法
の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
四

0
年
を
経
過
し
た
日

に
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
一
四
一
）



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

族
の
た
め
の
議
席
の
留
保

⑯
衆
議
院
及
び
州
立
法
議
院
に
お
け
る
指
名
に
よ
る
ア
ン
グ
ロ
・
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の
代
表

た
だ
し
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
そ
の
当
時
在
任
す
る
衆
議
院
又
は
州
立

法
議
院
が
解
散
さ
れ
る
ま
で
は
、
衆
議
院
又
は
州
立
法
議
院
に
お
け
る
代

表
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

第
三
三
五
条
（
公
務
及
び
公
職
に
対
す
る
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部

族
の
要
求
）

連
邦
又
は
州
の
事
務
に
関
す
る
公
務
又
は
公
職
へ
の
任
命
に
あ
た
っ
て

指
定
カ
ー
ス
ト
又
は
指
定
部
族
に
属
す
る
者
の
要
求
は
、
行
政
の
能
率
維

持
と
矛
盾
し
な
い
か
ぎ
り
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
l
-
＿
六
条
（
一
定
の
公
務
に
お
け
る
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に

関
す
る
特
別
規
定
）

①
こ
の
憲
法
施
行
後
最
初
の
二
年
間
、
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

社
会
に
属
す
る
者
の
連
邦
の
鉄
道
、
税
関
、
郵
便
又
は
電
信
関
係
の
公
職

へ
の
任
命
は
、
一
九
四
七
年
八
月
一
五
日
前
と
同
様
の
基
準
で
な
さ
れ
る

も
の
と
す
る
。

こ
れ
に
続
く
各
二
年
間
に
お
い
て
は
、
当
該
社
会
に
属
す
る
者
の
た
め

に
留
保
さ
れ
る
当
該
役
務
に
お
け
る
公
職
の
数
は
、
そ
の
二
年
間
、
前
年

に
留
保
さ
れ
た
数
に
比
較
し
て
概
ね
一

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
だ
け
少
な
い
も
の

（
一
四
二
）

た
だ
し
、
当
該
留
保
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
一

0
年
を
経
過
し
た
と
き

に
は
、
消
減
す
る
。

③
り
項
の
規
定
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
に
属
す
る
者

が
他
の
社
会
に
属
す
る
者
と
比
較
し
て
能
力
上
任
命
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
者
を
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

当
該
社
会
に
留
保
さ
れ
た
公
職
以
外
の
公
職
又
は
こ
れ
に
追
加
さ
れ
る
公

職
に
任
命
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
三
三
七
条
（
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の
た
め
の
教
育
交
付

金
に
関
す
る
特
別
規
定
）

こ
の
憲
法
施
行
後
最
初
の
三
財
政
年
度
の
期
間
中
、
連
邦
及
び
各
州
は
、

ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
の
利
益
の
た
め
に
、
教
育
に
関
し
一
九

四
八
年
三
月
―
―
―
―
日
に
終
了
す
る
財
政
年
度
に
な
さ
れ
た
と
同
額
の
交
付

金
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

こ
れ
に
続
く
各
三
年
間
に
お
い
て
は
、
そ
の
交
付
金
の
額
は
、
そ
の
三

年
間
、
前
年
に
交
付
さ
れ
た
額
よ
り
一

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
だ
け
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
当
該
交
付
金
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
一

0
年
を
経
過
し
た
と

き
に
は
、
そ
れ
が
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
に
対
す
る
特
別
の
譲

歩
で
あ
る
限
度
に
お
い
て
消
滅
す
る
。

と
す
る
。

一
四



イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

州
の
指
定
地
域
の
行
政
及
び
指
定
部
族
の
福
祉
に
つ
い
て
報
告
さ

さ
ら
に
、
毎
年
の
入
学
者
の
少
な
く
と
も
四

0
。
ハ
ー
セ
ン
ト
が
ア
ン
グ

ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
以
外
の
社
会
に
属
す
る
者
の
利
用
に
供
さ
れ
る
教
育

機
関
で
な
い
か
ぎ
り
、
い
か
な
る
教
育
機
関
も
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ

く
交
付
金
を
受
け
る
権
利
を
有
し
な
い
。

第
三
三
八
条
（
指
定
カ
ー
ス
ト
、
指
定
部
族
の
た
め
の
特
別
官
等
）

①
大
統
領
は
、
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
の
た
め
に
特
別
官
を

任
命
す
る
。

＠
 
特
別
官
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
指
定
カ
ー
ス
ト
及

び
指
定
部
族
に
与
え
ら
れ
る
保
護
措
置
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
調
査

し
、
大
統
領
に
対
し
そ
の
指
示
す
る
期
間
ご
と
に
保
護
の
運
営
に
つ
き
報

告
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
大
統
領
は
、
当
該
報
告
を
す
べ
て
国
会
の

両
院
に
提
出
さ
せ
る
。

⑱
こ
の
条
に
定
め
る
指
定
カ
ー
ス
ト
及
び
指
定
部
族
に
関
す
る
規
定

は
、
第
三
四
〇
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
任
命
さ
れ
る
委
員
会
の
報

告
を
受
け
取
っ
た
後
、
大
統
領
が
命
令
で
規
定
す
る
そ
の
他
の
後
進
階
層

及
び
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
社
会
に
つ
い
て
適
用
す
る
も
の
と
す

る。
第
三
三
九
条
（
指
定
地
域
の
行
政
及
び
指
定
部
族
の
福
祉
に
関
す
る
連

邦
の
管
理
）

｀
ー
、

(2) ③
連
邦
の
行
政
権
は
、
州
に
対
し
、
州
に
お
け
る
指
定
部
族
の
福
祉

せ
る
た
め
、
大
統
領
は
命
令
で
、
何
時
で
も
委
員
会
を
お
く
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
憲
法
施
行
後
一

0
年
を
経
過
し
た
と
き
に
は
、
大
統
領
は
命
令

で
、
委
員
会
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
該
命
令
は
、
委
員
会
の
構
成
、
権
限
及
び
手
続
を
明
ら
か
に
し
、
ま

た
、
大
統
領
が
必
要
又
は
望
ま
し
い
と
認
め
る
付
随
的
、
補
助
的
規
定
を

含
む
こ
と
が
で
き
る
。

の
た
め
に
緊
要
で
あ
る
旨
を
明
示
す
る
諸
計
画
の
立
案
及
び
実
施
に
関
し

指
令
を
与
え
る
権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

第
三
四

0
条
（
後
進
階
層
の
状
況
を
調
査
す
る
委
員
会
の
設
置
）

①
大
統
領
は
、
命
令
で
、
適
当
と
認
め
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
委

員
会
を
置
き
、
イ
ン
ド
領
内
の
社
会
的
・
教
育
的
後
進
階
層
の
状
態
及
び

そ
の
困
窮
状
態
を
調
査
し
、
そ
の
困
難
の
除
去
及
び
状
態
の
改
善
の
た
め

に
連
邦
又
は
州
に
よ
っ
て
採
ら
れ
る
べ
き
措
置
並
び
に
当
該
目
的
の
た
め

連
邦
又
は
州
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
べ
き
交
付
金
及
び
当
該
交
付
金
の
下

付
条
件
に
関
し
勧
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る

命
令
は
、
当
該
委
員
会
が
採
る
べ
き
手
続
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
事
項
を
調
査
し
、
収
集
し
た
事
実
及
び

適
当
と
認
め
る
勧
告
を
付
し
た
報
告
書
を
大
統
領
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

一
四
三

（
一
四
三
）



(3) 
ら
な
い
。

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

大
統
領
は
、
報
告
を
受
け
取
っ
た
と
き
に
は
、
採
ら
れ
た
措
置
を

説
明
す
る
覚
書
を
付
し
、
当
該
報
告
書
の
写
し
を
国
会
の
両
議
院
に
提
出

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
四
一
条
（
指
定
カ
ー
ス
ト
）

①
大
統
領
は
、
公
示
で
、
州
又
は
連
邦
領
に
関
し
、
州
に
あ
っ
て
は

当
該
州
の
知
事
と
協
議
し
た
後
、
カ
ー
ス
ト
、
人
種
若
し
く
は
部
族
又
は

カ
ー
ス
ト
、
人
種
若
し
く
は
部
族
内
の
部
分
若
し
く
は
集
団
を
、
こ
の
憲

法
に
い
う
当
該
州
又
は
連
邦
領
に
お
け
る
指
定
カ
ー
ス
ト
と
み
な
す
旨
を

規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
国
会
は
、
法
律
で
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
公

示
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
指
定
カ
ー
ス
ト
の
表
に
つ
き
、
カ
ー
ス
ト
、
人
種

若
し
く
は
部
族
又
は
カ
ー
ス
ト
、
人
種
若
し
く
は
部
族
の
部
分
若
し
く
は

集
団
を
こ
れ
に
追
加
し
、
又
は
こ
れ
か
ら
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
記
の
場
合
を
除
き
、
い
項
の
規
定
に
も
と
づ
い

て
発
せ
ら
れ
る
公
示
は
、
こ
れ
に
続
く
公
示
に
よ
っ
て
変
更
し
て
は
な
ら

な
い
。第

三
四
二
条
（
指
定
部
族
）

①
大
統
領
は
、
公
示
で
、
州
又
は
連
邦
領
に
関
し
、
州
に
あ
っ
て
は

当
該
州
の
知
事
と
協
議
し
た
後
、
部
族
若
し
く
は
部
族
社
会
又
は
部
族
若

連
邦
の
公
に
使
用
す
る
数
字
の
形
式
は
、
イ
ン
ド
数
字
の
国
際
的
形
式

と
す
る
。

第
一
章

第

一

七

編

公

用

語

(2) 

（
一
四
四
）

し
く
は
部
族
社
会
の
部
分
若
し
く
は
集
団
を
、
こ
の
憲
法
に
い
う
当
該
州

又
は
連
邦
領
に
お
け
る
指
定
部
族
と
み
な
す
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き

る。

国
会
は
、
法
律
で

0
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
公
示

に
よ
り
規
定
さ
れ
る
指
定
部
族
の
表
に
つ
き
、
部
族
若
し
く
は
部
族
社
会

又
は
部
族
若
し
く
は
部
族
社
会
の
部
分
若
し
く
は
集
団
を
こ
れ
に
追
加
し
、

又
は
こ
れ
か
ら
削
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前

記
の
場
合
を
除
き
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
公
示
は
、

こ
れ
に
続
く
公
示
に
よ
っ
て
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
。

連
邦
の
言
語

第
三
四
三
条
（
連
邦
の
公
用
語
）

①
連
邦
の
公
用
語
は
、
デ
バ
ナ
ガ
リ
字
に
よ
る
ヒ
ン
デ
ィ
］
語
と
す

る。
③
①
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
憲
法
施
行
後
一
五
年
間
は
、

こ
の
憲
法
施
行
直
前
使
用
さ
れ
て
い
た
英
語
が
連
邦
の
公
の
す
べ
て
の
目

的
の
た
め
に
継
続
し
て
使
用
さ
れ
る
。
．

一
四
四



す
る
こ
と

⑯
連
邦
の
公
の
目
的
の
す
べ
て
又
は
い
ず
れ
か
の
た
め
の
英
語
の

使
用
の
制
限

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

伺
連
邦
の
公
の
目
的
の
た
め
に
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
漸
進
的
に
使
用

た
だ
し
、
大
統
領
は
、
当
該
一
五
年
の
期
問
中
、
命
令
で
連
邦
の
公
の

目
的
の
た
め
に
英
語
の
外
に
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
、
イ
ン
ド
数
字
の
国
際
的
形

式
の
外
に
数
字
の
デ
バ
ナ
ガ
リ
形
式
の
使
用
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
こ
の
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
法
律
で
当
該
一
五
年
を

経
過
し
た
後
に
お
い
て
当
該
法
律
で
定
め
る
目
的
の
た
め
に
、

伺
英
語
、
又
は

⑱
デ
バ
ナ
ガ
リ
形
式
の
数
字

を
用
い
る
こ
と
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
四
四
条
（
公
用
語
に
関
す
る
委
員
会
及
び
国
会
の
委
員
会
）

①
大
統
領
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
と
き
及
び
一
〇

年
を
経
過
し
た
と
き
に
お
い
て
、
命
令
で
委
員
会
を
置
く
も
の
と
す
る
。

委
員
会
は
、
一
人
の
委
員
長
及
び
大
統
領
が
指
名
す
る
第
八
付
則
に
規
定

す
る
異
な
る
言
語
の
代
表
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
ま
た
、
当
該
命
令
は
、

委
員
会
の
と
る
べ
き
手
続
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

委
員
会
は
、
大
統
領
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
勧
告
を

行
う
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

(2) 

(6) 

一
四
五

伺
第
三
四
八
条
に
規
定
す
る
目
的
の
す
べ
て
又
は
い
ず
れ
か
の
た

め
使
用
さ
れ
る
言
語

⑭
連
邦
の
一
又
は
そ
れ
以
上
の
明
示
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
べ
き
数
字
の
形
式

何
連
邦
の
公
用
語
、
連
邦
と
州
又
は
州
間
の
通
信
の
た
め
の
言
語

及
び
そ
の
使
用
に
関
し
、
大
統
領
が
委
員
会
に
付
議
す
る
そ
の
他

③
委
員
会
は
、
③
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
勧
告
を
行
う
に
あ
た
っ
て

は
、
イ
ン
ド
の
産
業
的
、
文
化
的
及
び
科
学
的
進
歩
並
び
に
非
ヒ
ン
デ
ィ

ー
語
使
用
地
域
に
属
す
る
者
の
公
務
に
関
す
る
正
当
な
要
求
及
び
利
益
を

十
分
に
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

④
委
員
会
は
、
三

0
人
の
委
員
で
構
成
し
、
委
員
の
う
ち
二

0
人
は

衆
議
院
議
員
、
一

0
人
は
参
議
院
議
員
と
し
、
単
記
移
譲
式
投
票
法
に
よ

る
比
例
代
表
制
に
し
た
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
衆
議
院
議
員
及
び
参
議
院
議
員

が
選
挙
す
る
。

③
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
員
会
は
、
幻
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
構

成
さ
れ
る
委
員
会
の
勧
告
を
検
討
し
、
そ
れ
に
関
す
る
意
見
を
大
統
領
に

報
告
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

第
三
四
三
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
⑥
項
の
規
定
に

よ
る
報
告
を
考
慮
し
た
後
、
当
該
報
告
の
全
部
又
は
一
部
に
し
た
が
っ
て

の
事
項

（
一
四
五
）



第
三
四
五
条
（
州
に
お
け
る
一
又
は
二
以
上
の
公
用
語
）

州
議
会
は
、
第
三
四
六
条
及
び
第
三
四
七
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、

法
律
で
州
の
公
の
目
的
の
全
部
又
は
一
部
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
べ
き
公

用
語
と
し
て
、
当
該
州
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
一
若
し
く
は
そ
れ
以

上
の
言
語
又
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
州
議
会
が
法
律
で
別
段
の
規
定
を
設
け
る
ま
で
は
、
こ
の
憲

法
施
行
直
前
、
州
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
英
語
が
公
の
目
的
の
た
め

に
引
き
続
き
使
用
さ
れ
る
。

第
三
四
六
条
（
州
問
又
は
州
と
連
邦
と
の
通
信
の
た
め
の
公
用
語
）

公
の
目
的
の
た
め
連
邦
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
言

語
は
、
一
州
と
他
の
州
と
の
問
及
び
州
と
連
邦
と
の
間
の
通
信
の
た
め
の

公
用
語
と
す
る
。

た
だ
し
、
二
又
は
そ
れ
以
上
の
州
が
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
州
問
の
通
信
の

た
め
の
公
用
語
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
そ
の
通
信

の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
四
七
条
（
州
人
口
の
一
部
に
よ
り
使
用
さ
れ
る
言
語
に
関
す
る
特

別
規
定
） 第

二
章

指
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

地
方
的
言
語

圃
最
高
裁
判
所
及
び
高
等
裁
判
所
に
お
け
る
す
べ
て
の
手
続

大
統
領
は
、
州
の
人
口
の
相
当
数
が
そ
の
使
用
す
る
会
話
語
を
当
該
州

に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

要
求
に
応
じ
て
、
当
該
言
語
を
当
該
州
又
は
そ
の
一
部
に
お
い
て
大
統
領

の
明
示
す
る
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
を
公
認
す
る
旨
指
令
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

J

の
憲
法
又
は
国
会
若
し
く
は
州
議
会
の
制
定
す
る
法
律
に

第
三
章

最
高
裁
判
所
、
高
等
裁
判
所
等
に
お
い
て
使
用
す
る

言
語

第
三
四
八
条
（
最
高
裁
判
所
、
高
等
裁
判
所
、
法
律
、
法
案
等
に
お
い

て
使
用
す
る
言
語
）

①
こ
の
編
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
が
法
律
で

別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
次
に
掲
げ
る
も
の
は
英
文
に
よ
る
も

の
と
す
る
。

、1
、

a
 

,
1
、

⑯
次
に
掲
げ
る
も
の
の
正
文

、`

国
会
の
両
議
院
又
は
州
議
会
の
議
院
若
し
く
は
両
議
院
に
提

出
さ
れ
る
法
案
又
は
発
議
さ
れ
る
修
正
案

圃
国
会
又
は
州
議
会
が
可
決
す
る
制
定
法
及
び
大
統
領
又
は
州

知
事
が
公
布
す
る
法
令

一
四
六

（
一
四
六
）



細
則

①
項
伺
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
州
知
事
は
大
統
領
の
事
前
の

同
意
を
得
て
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
又
は
当
該
州
の
公
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
そ

の
他
の
言
語
を
、
当
該
州
に
主
た
る
所
在
地
を
有
す
る
高
等
裁
判
所
の
手

続
に
使
用
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
当
該
高
等
裁
判
所
が
決
定
し
又
は
下
す

判
決
、
決
定
又
は
命
令
に
は
適
用
し
な
い
。

⑥
①
項
⑱
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
州
議
会
が
英
語
以
外
の
言
語

を
州
議
会
に
提
出
さ
れ
る
法
案
、
州
議
会
の
可
決
す
る
制
定
法
、
州
知
事

が
公
布
す
る
命
令
又
は
⑯
号
圃
に
規
定
す
る
命
令
、
規
則
、
規
程
若
し
く

は
細
則
に
用
い
る
言
語
と
す
る
旨
を
定
め
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
州

の
官
報
に
お
い
て
州
知
事
の
承
認
の
下
に
発
表
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
も
の
の

英
語
訳
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
正
文
と
み
な
す
。

第
三
四
九
条
（
言
語
に
関
す
る
法
律
の
実
施
の
た
め
の
特
別
手
続
）

こ
の
憲
法
施
行
後
一
五
年
間
、
第
三
四
八
条
①
項
に
規
定
す
る
目
的
の

た
め
に
使
用
す
る
言
語
に
関
す
る
法
案
又
は
修
正
案
は
、
大
統
領
の
事
前

の
許
可
な
し
に
は
国
会
の
両
議
院
に
提
出
し
又
は
発
議
し
て
は
な
ら
な
い
。

大
統
領
は
、
第
三
四
四
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
る
委
員

会
の
勧
告
及
び
同
条
④
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
る
委
員
会
の

(2) 

も
と
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
法
令
、
規
則
、
規
程
及
び

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
四
七

報
告
を
考
慮
し
た
後
で
な
け
れ
ば
法
案
の
提
出
又
は
修
正
案
の
発
議
に
許

可
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
五

0
条
（
苦
情
申
請
に
使
用
す
る
言
語
）

何
人
も
連
邦
又
は
州
の
官
吏
又
は
機
関
に
対
す
る
苦
情
の
処
理
の
申
請

を
連
邦
又
は
州
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
言
語
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(55) 

第
三
五

0
A条
（
初
等
教
育
を
母
語
で
行
う
施
設
）

州
機
関
及
び
地
方
機
関
は
、
そ
の
州
内
の
言
語
的
少
数
者
に
属
す
る
子

女
に
初
等
教
育
過
程
に
お
い
て
そ
の
母
語
で
教
育
を
受
け
る
た
め
の
十
分

な
施
設
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
統
領
は
、
か
か

る
施
設
の
確
保
及
び
提
供
に
必
要
又
は
適
当
と
み
な
す
指
令
を
州
に
対
し

て
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
五

O
B
条
（
言
語
的
少
数
者
の
た
め
の
特
別
官
）

①
大
統
領
は
、
言
語
的
少
数
者
の
た
め
に
特
別
官
を
任
命
す
る
。

③
特
別
官
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
言
語
的
少
数
者

に
与
え
ら
れ
る
保
護
に
関
す
る
す
べ
て
の
事
項
を
調
査
し
、
大
統
領
に
対

し
そ
の
指
示
す
る
期
間
毎
に
当
該
事
項
に
つ
き
報
告
す
る
こ
と
を
任
務
と

す
る
。
大
統
領
は
、
当
該
報
告
を
す
べ
て
国
会
の
両
議
院
に
提
出
さ
せ
、

第
四
章
特
別
規
定

（
一
四
七
）



第
一
八
編
非
常
事
態
規
定

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

当
該
州
政
府
に
送
付
す
る
。

第
三
五
一
条
（
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
普
及
に
関
す
る
規
定
）

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
普
及
を
促
進
し
、
こ
れ
を
イ
ン
ド
の
複
合
文
化
の
全

要
素
を
表
現
す
る
手
段
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
発
展
さ
せ
、
か
つ
、
そ
の

長
所
、
形
式
、
様
式
及
び
表
現
を
そ
こ
な
う
こ
と
な
く
、
ヒ
ン
ド
ス
ク
ニ

ー
語
そ
の
他
の
第
四
付
則
に
規
定
す
る
イ
ン
ド
言
語
に
同
化
せ
し
め
、
ま

た
、
必
要
又
は
望
ま
し
い
と
き
に
は
、
先
ず
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
次
い

で
他
の
言
語
よ
り
語
彙
を
採
用
し
つ
つ
内
容
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

連
邦
の
任
務
で
あ
る
。

第
三
五
二
条
（
非
常
事
態
の
布
告
）

(56) 

①
大
統
領
は
、
戦
争
、
外
患
又
は
反
乱
に
よ
り
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の

領
域
の
い
ず
れ
か
の
部
分
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
重
大
な
非
常
事
態
が
存

在
す
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
布
告
で
イ
ン
ド
全
域
又
は
当
該
布
告
で
定

(57) 

め
た
そ
の
領
域
の
部
分
に
関
し
て
そ
の
旨
の
宜
言
を
発
す
る
こ
と
が
で
き

る。
〔
原
注
〕
戦
争
、
外
患
又
は
反
乱
に
よ
り
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
域
の

い
ず
れ
か
の
部
分
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
旨
宣
言
す
る
非
常
事
態
の

布
告
は
、
大
統
領
が
そ
の
緊
急
の
危
険
が
あ
る
と
み
な
し
た
と
き
に
は
、

（
一
四
八
）

(58) 

戦
争
、
外
患
又
は
反
乱
の
現
実
的
発
生
よ
り
前
に
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
①
項
の
規
定
に
よ
り
発
せ
ら
れ
る
布
告
は
、
こ
れ
に
次
い
で
発
せ

(59) 

ら
れ
る
布
告
で
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
当
該
布
告
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
連
邦
内
閣
（
内
閣
総

理
大
臣
及
び
第
七
五
条
に
も
と
づ
い
て
任
命
さ
れ
る
そ
の
他
の
閣
内
大
臣

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
大
臣
会
議
）
の
決
定
が
大
統
領
に
文
書
で
伝
え
ら

れ
な
い
か
ぎ
り
、
大
統
領
は
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
布
告
又
は
当
該

布
告
を
変
更
す
る
布
告
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

④
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
す
べ
て
の
布
告
は
、

国
会
の
両
議
院
に
提
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
布
告
が
前
の
布
告

を
廃
止
す
る
布
告
で
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
一
月
の
経
過
前
に
国
会
の
両

議
院
の
決
議
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
一
月
の
経
過
終
了
時
に
効
力

を
失
う
も
の
と
す
る
。

（
以
前
の
布
告
を
廃
止
す
る
布
告
以
外
の
）
当
該
布
告
が
衆

議
院
の
解
散
中
に
発
せ
ら
れ
た
と
き
又
は
こ
の
条
に
規
定
す
る
一
月
内
に

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
参
議
院
が
当
該
布
告
を
承
認
す

る
決
議
を
可
決
し
、
衆
議
院
が
当
該
期
間
経
過
前
に
当
該
布
告
を
承
認
す

る
決
議
を
可
決
し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
布
告
は
再
編
成
後
の
衆
議
院
の

最
初
の
開
会
の
日
か
ら
一
―

10日
を
経
過
す
る
前
に
衆
議
院
が
当
該
布
告
を

承
認
す
る
決
議
を
可
決
し
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
三

0
日
が
経
過
し
た
日
に

た
だ
し
、

一
四
八



③
承
諒
さ
れ
た
布
告
は
、
廃
止
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
④
項
の
規
定
に

も
と
づ
い
て
布
告
を
承
認
す
る
一
一
番
目
の
決
議
が
可
決
さ
れ
た
日
か
ら
六

月
経
過
し
た
と
き
に
そ
の
効
力
を
失
う
。

た
だ
し
、
国
会
の
両
議
院
に
よ
っ
て
当
該
布
告
の
効
力
継
続
を
承
認
す

る
決
議
が
可
決
さ
れ
る
ご
と
に
当
該
布
告
は
、
廃
止
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

こ
の
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
効
力
を
停
止
す
る
と
定
め
ら
れ
た
日
か
ら

さ
ら
に
六
月
そ
の
効
力
を
継
続
す
る
。

さ
ら
に
、
当
該
六
月
の
期
間
中
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
布
告
の
効
力
継
続
を
承
認
す
る
決
議
が
参
議
院
で
可
決
さ
れ
、

当
該
布
告
の
効
力
継
続
に
関
す
る
決
議
が
前
記
期
間
中
に
衆
議
院
に
よ
っ

て
可
決
さ
れ
な
い
と
き
に
は
、
そ
の
布
告
は
前
記
一
―

10日
の
経
過
前
に
当

該
布
告
の
効
力
継
続
を
承
認
す
る
決
議
が
衆
議
院
に
よ
っ
て
も
可
決
さ
れ

な
い
か
ぎ
り
、
再
編
成
後
の
衆
議
院
の
最
初
の
開
会
の
日
か
ら
一
―

10日
を

経
過
し
た
日
に
お
い
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

⑱
④
項
及
び
伺
項
で
規
定
す
る
決
議
は
、
国
会
の
議
院
の
総
議
員
の

過
半
数
又
は
出
席
し
投
票
す
る
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
っ
て

の
み
可
決
さ
れ
る
。

⑦
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
①
項
の
規
定
に
も

と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
布
告
又
は
衆
議
院
が
当
該
布
告
を
承
認
し
な
い
決

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

お
い
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

一
四
九

議
若
し
く
は
そ
の
効
力
継
続
を
承
認
し
な
い
決
議
を
可
決
し
た
と
き
に
は
、

当
該
布
告
を
変
更
す
る
布
告
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
衆
議
院
議
員
総
数
の
一

0
分
の
一
以
上
が
署
名
し
て
、
①
項
の
規

定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
布
告
若
し
く
は
当
該
布
告
を
変
更
す
る
布

告
を
承
認
し
な
い
と
い
う
決
議
又
は
効
力
継
続
を
承
認
し
な
い
と
い
う
決

議
を
提
出
す
る
意
図
を
有
す
る
通
告
が

的
衆
議
院
が
開
会
中
は
、
議
長
に
、
又
は

⑯
衆
議
院
が
閉
会
中
は
、
大
統
領
に
提
出
さ
れ
た
と
き
に
は
、

衆
議
院
議
長
又
は
大
統
領
に
よ
り
、
当
該
通
告
が
受
理
さ
れ
た
日
か
ら
一

四
日
以
内
に
当
該
決
議
を
検
討
す
る
た
め
に
、
衆
議
院
の
特
別
会
が
開
か

⑱
こ
の
条
に
よ
り
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
①
項
の
規
定
に

も
と
づ
い
て
大
統
領
に
よ
り
す
で
に
布
告
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
か
当
該
布

告
が
効
力
を
有
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
戦
争
、
外
患
若
し
く
は

(60) 

反
乱
又
は
戦
争
、
外
患
若
し
く
は
反
乱
の
緊
急
の
危
険
が
存
在
す
る
と
い

う
各
理
由
に
も
と
づ
い
て
異
な
っ
た
布
告
を
発
す
る
権
限
を
含
む
も
の
と

(61) 

す
る
。第

三
五
三
条
（
非
常
事
態
の
布
告
の
効
果
）

非
常
事
態
の
布
告
の
施
行
中
は
、

⑭
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
の
行
政
権
は
州
の
行
政

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
一
四
九
）



権
の
行
使
方
法
に
関
し
、
州
に
対
し
て
指
令
を
与
え
る
権
限
を
含
む

も
の
と
す
る
。

⑯
法
律
を
制
定
す
る
国
会
の
権
限
は
、
連
邦
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
ら

れ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
も
連
邦
又
は
連
邦
の
官
吏
若
し
く
は
機

関
に
権
限
を
与
え
、
任
務
を
課
し
又
は
権
限
を
与
え
若
し
く
は
任
務

を
課
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
権
限
を
含
む
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
非
常
事
態
の
布
告
が
イ
ン
ド
領
内
の
一
部
に
お
い
て
の
み
施

行
さ
れ
て
い
る
と
き
で
も

り
伺
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
指
令
を
発
す
る
連
邦

の
行
政
権
、
及
び

圃
⑯
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
法
律
を
制
定
す
る
国
会
の
権
限
は
、

イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
土
の
一
部
の
安
全
が
、
非
常
事
態
の
布
告
が
施

行
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
領
内
の
一
部
又
は
そ
の
地
域
に
関
す
る
活
動

に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
非
常
事
態
の
布
告
が
施
行

さ
れ
て
い
る
州
又
は
そ
の
州
の
一
部
以
外
の
州
に
も
及
ぶ
も
の
と
す

(62) 

る。

第
三
五
四
条
（
非
常
事
態
の
布
告
の
施
行
中
に
お
け
る
収
入
配
分
に
関

す
る
規
定
の
適
用
）

①
大
統
領
は
、
非
常
事
態
の
布
告
の
施
行
中
、
命
令
で
当
該
命
令
に

規
定
す
る
期
間
（
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
布
告
が
効
力
を
失
っ
た
日

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

（
一
五

0)

を
含
む
財
政
年
度
の
経
過
後
に
わ
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
）
、
第
二
六
八

条
か
ら
第
二
七
九
条
ま
で
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
の
適
用
に
つ
い
て
大

統
領
が
適
当
と
み
と
め
る
適
用
除
外
又
は
読
替
を
す
る
旨
を
指
令
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
命
令
は
、
発
令
後
す
み
や
か
に
国
会
の

両
議
院
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
五
五
条
（
外
患
又
は
内
乱
か
ら
州
を
保
護
す
る
連
邦
の
任
務
）

外
患
又
は
内
乱
に
対
し
て
各
州
を
保
護
し
、
各
州
の
統
治
が
こ
の
憲
法

に
し
た
が
っ
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
連
邦
の
任
務
で
あ
る
。

第
三
五
六
条
（
州
に
お
け
る
憲
法
機
構
運
用
不
能
の
場
合
の
規
定
）

り
大
統
領
は
、
州
知
事
か
ら
の
報
告
そ
の
他
に
よ
り
、
州
の
統
治
が

こ
の
憲
法
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
が
発

生
し
た
と
認
め
る
と
き
は
、
布
告
で
次
に
掲
げ
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。

⑭
州
政
府
の
権
能
の
全
部
若
し
く
は
一
部
又
は
州
議
会
を
除
く
、

州
の
知
事
、
団
体
若
し
く
は
機
関
が
有
し
、
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
権
限
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
接
収
す
る
こ
と

⑯
州
議
会
の
権
限
は
、
国
会
が
こ
れ
を
行
使
し
、
又
は
国
会
の
権

限
に
も
と
づ
い
て
行
使
さ
れ
る
旨
宣
言
す
る
こ
と

``＇,‘ c
 

（
 
州
の
団
体
若
し
く
は
機
関
に
関
す
る
こ
の
憲
法
の
規
定
の
全
部

一
五

0



又
は
一
部
の
適
用
を
停
止
す
る
規
定
を
含
め
、
大
統
領
が
当
該
布

告
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
又
は
望
ま
し
い
と
認
め
る
付

随
的
、
結
果
的
規
定
を
制
定
す
る
こ
と

た
だ
し
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
大
統
領
が
高
等
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
若

し
く
は
そ
れ
に
よ
り
行
使
さ
れ
る
権
限
を
接
収
し
、
又
は
高
等
裁
判
所
に

関
す
る
こ
の
憲
法
の
規
定
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
す
る
こ
と
を
認
め
る

も
の
で
は
な
い
。

＠
布
告
は
、
こ
れ
に
次
い
で
発
せ
ら
れ
る
布
告
で
廃
止
又
は
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

③
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
布
告
は
、
国
会
の
両
議
院
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
布
告
を
廃
止
す
る
布
告
が
発
せ
ら
れ
る
場
合
を

除
き
、
国
会
の
両
議
院
の
決
議
に
よ
り
廃
止
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
二
月
が

経
過
し
た
日
に
お
い
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

た
だ
し
、
衆
議
院
解
散
中
に
当
該
布
告
（
以
前
の
布
告
を
廃
止
す
る
布

告
で
な
い
も
の
）
が
発
せ
ら
れ
、
又
は
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
後
こ
の
項
に

規
定
す
る
二
月
の
期
間
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
参

議
院
が
当
該
布
告
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
し
、
衆
議
院
が
当
該
期
間
経

過
前
布
告
に
関
す
る
決
議
を
可
決
し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
布
告
は
再
編

成
後
の
衆
議
院
の
最
初
の
開
会
の
日
か
ら
一
―

10日
を
経
過
す
る
前
に
衆
議

院
が
当
該
布
告
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
し
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
一
―

-0日

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
五

が
経
過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
。

④
⑥
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
布
告
は
、
廃
止
さ
れ
な
い
か
ぎ

り
、
布
告
を
発
し
た
日
か
ら
六
月
の
期
間
が
経
過
し
た
と
き
に
効
力
を
失

(63) 

二つ
た
だ
し
、
国
会
の
両
議
院
に
よ
っ
て
、
当
該
布
告
が
引
き
続
き
効
力
を

有
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
旨
の
決
議
を
可
決
し
た
と
き
に
は
、
当
該
布
告

は
、
廃
止
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
効
力
を
失

(64) 

う
べ
き
日
か
ら
更
に
六
月
効
力
を
継
続
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
布
告
は
い

か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
三
年
以
上
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
て
は
な

ら
な
い
。

(64) 

さ
ら
に
、
当
該
六
月
の
期
間
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
参
議
院
が
当
該
布
告
の
施
行
の
継
続
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
し
、

衆
議
院
が
当
該
期
間
内
に
当
該
布
告
の
継
続
に
関
す
る
決
議
を
可
決
し
な

い
と
き
に
は
、
当
該
布
告
は
再
編
成
後
の
衆
議
院
の
最
初
の
開
会
の
日
か

ら――

10日
を
経
過
す
る
前
に
、
衆
議
院
が
当
該
布
告
の
効
力
の
継
続
を
承

認
す
る
決
議
を
可
決
し
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
三

0
日
が
経
過
し
た
日
に
お

い
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

⑮
④
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
⑱
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ

ら
れ
た
日
か
ら
一
年
を
こ
え
る
期
間
に
つ
き
布
告
の
効
力
継
続
を
承
認
す

る
決
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
国
会
の
議
院
に
よ
っ
て
可
決
さ

（
一
五
一
）



⑭
非
常
事
態
の
布
告
が
、
当
該
決
議
の
可
決
さ
れ
る
と
き
に
イ
ン

ド
の
全
域
又
は
当
該
州
の
全
域
若
し
く
は
一
部
に
施
行
さ
れ
て
い

選
挙
委
員
会
が
、
当
該
決
議
中
に
定
め
ら
れ
た
期
間
中
⑱
項
の

規
定
に
も
と
づ
い
て
承
認
さ
れ
た
布
告
の
効
力
継
続
を
、
当
該
州

立
法
議
院
の
総
選
挙
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
困
難
の
ゆ
え
に
必
要

で
あ
る
と
認
め
る
と
き

第
三
五
七
条
（
第
三
五
六
条
の
規
定
に
よ
る
布
告
の
施
行
中
の
立
法
権

の
行
使
）

①
第
三
五
六
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
布
告
に
よ

り
、
州
議
会
の
権
限
は
、
国
会
が
こ
れ
を
行
使
し
又
は
国
会
の
権
限
に
も

と
づ
い
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
た
と
き
に
は
、

的
国
会
は
、
法
律
を
制
定
す
る
州
議
会
の
権
限
を
大
統
領
に
与
え
、

ま
た
、
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を
大
統
領
が
適
当
と
認
め
る

条
件
の
制
限
内
に
お
い
て
、
そ
の
指
示
す
る
他
の
機
関
に
委
任
す

る
こ
と
を
承
認
す
る
権
限
を
有
す
る
。

⑮
国
会
又
は
伺
号
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
法
律
を
制
定
す
る
権
限

を
与
え
ら
れ
た
大
統
領
若
し
く
は
そ
の
他
の
機
関
は
、
連
邦
又
は

そ
の
官
吏
若
し
く
は
そ
の
機
関
に
対
し
、
権
限
を
与
え
、
任
務
を

(b) 

る
と
き

関
法
第
三
九
巻
第
一
号

(65) 

れ
て
は
な
ら
な
い
。

③
国
会
又
は
大
統
領
若
し
く
は
①
項
⑭
号
の
規
定
に
も
と
づ
く
そ
の

他
の
機
関
が
州
議
会
の
権
限
を
行
使
し
て
制
定
す
る
法
律
は
、
第
三
五
六

条
の
規
定
に
も
と
づ
く
布
告
が
な
い
場
合
に
は
、
国
会
、
大
統
領
又
は
そ

の
他
の
機
関
が
制
定
す
る
権
限
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
当
該
布
告
が

効
力
を
失
っ
た
後
、
権
限
あ
る
州
議
会
又
は
そ
の
他
の
機
関
に
よ
り
改
正
、

(66) 

廃
止
又
は
修
正
が
な
さ
れ
る
ま
で
効
力
を
有
す
る
。

第
三
五
八
条
（
非
常
時
に
お
け
る
第
一
九
条
の
停
止
）

い
イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
土
の
一
部
の
安
全
が
戦
争
又
は
外
患
に
よ
り

脅
か
さ
れ
て
い
る
と
宣
言
す
る
非
常
事
態
の
布
告
中
は
、
第
一
九
条
の
規

定
は
、
第
三
編
に
規
定
さ
れ
た
条
項
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
法
律
を
も

制
定
し
、
ま
た
、
い
か
な
る
行
政
上
の
措
置
を
も
採
る
こ
と
の
で
き
る
、

第
三
編
で
定
め
ら
れ
た
国
の
権
限
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
に
し
て
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、
当
該
法
律
が
効
力
を
失
う
前
に
す
で
に

な
さ
れ
、
又
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
事
項
を
除
き
、
布
告
が
効
力

を
失
う
と
同
時
に
本
来
権
限
を
有
し
て
い
な
い
限
度
に
お
い
て
効
力
を
失

る。 課
し
、
又
は
権
限
を
与
え
、
任
務
を
課
す
こ
と
を
承
認
す
る
法
律

を
制
定
す
る
権
限
を
有
す
る
。

的
大
統
領
は
、
衆
議
院
が
閉
会
中
で
あ
る
と
き
は
、
国
会
が
承
認

す
る
ま
で
、
州
統
合
基
金
か
ら
の
支
出
を
承
認
す
る
権
限
を
有
す

一
五

（
一
五
二
）



た
だ
し
、
非
常
事
態
の
布
告
が
イ
ン
ド
領
内
の
一
部
に
の
み
施
行
さ
れ

て
い
る
と
き
に
は
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
土
の
一
部
の
安
全
が
、
当
該
非

常
事
態
の
布
告
が
施
行
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
領
の
一
部
に
お
い
て
、
又
は

そ
の
地
域
に
関
す
る
活
動
に
よ
り
脅
か
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
当
該
非
常

事
態
の
布
告
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域
又
は
そ
の
一
部
に
お
け
る
州
又
は

連
邦
領
に
関
す
る
こ
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
法
律
を
制
定
し
、
又
は
行
政

(67) 

上
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

(68) 

③
い
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

ぃ
制
定
さ
れ
た
と
き
に
、
施
行
中
の
非
常
事
態
に
関
す
る
効
力
の

説
明
を
含
ま
な
い
法
律

第
三
五
九
条
（
第
三
編
の
規
定
に
も
と
づ
く
権
利
の
行
使
の
非
常
時
に

お
け
る
停
止
）

①
非
常
事
態
の
布
告
の
施
行
中
、
大
統
領
は
、
命
令
で
、
当
該
布
告

の
施
行
中
又
は
当
該
命
令
で
定
め
る
そ
れ
よ
り
短
い
期
間
中
、
第
二

0
条

(69) 

及
び
第
ニ
―
条
を
除
く
第
三
編
の
規
定
に
も
と
づ
く
権
利
の
行
使
に
つ
い

て
の
裁
判
請
求
権
で
あ
っ
て
当
該
命
令
で
指
示
す
る
も
の
、
又
は
当
該
権

利
の
行
使
に
つ
い
て
裁
判
所
に
係
属
中
の
訴
訟
で
あ
っ
て
当
該
命
令
で
指

゜
ニつ

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

⑯
 上

の
措
置

前
号
の
説
明
を
含
む
法
律
に
も
と
づ
か
な
い
で
採
ら
れ
た
行
政

示
す
る
も
の
の
停
止
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

._、A

第
二

0
条
及
び
第
ニ
―
条
を
除
く
第
三
編
の
規
定
に
も
と
づ
く
権

ー,1, 

利
に
つ
い
て
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
命
令
が
施
行
さ
れ
て
い
る
と
き

に
は
、
そ
れ
ら
の
権
利
を
定
め
る
第
一
ー
一
編
の
規
定
は
、
第
三
編
で
定
義
さ

れ
た
国
家
が
同
編
中
に
規
定
す
る
条
項
に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
法
律
を

制
定
し
、
行
政
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を
制
限
す
る
も
の

で
は
な
い
。
た
だ
し
、
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、
そ
の
法
律
が
効
力
を
失
う

前
に
な
さ
れ
又
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
当
該
事
項
に
関
す
る
場
合
を
除
き
、

前
記
命
令
が
効
力
を
失
う
と
と
も
に
、
本
来
権
限
を
有
し
て
い
な
い
限
度

(70) 

に
お
い
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

た
だ
し
、
非
常
事
態
の
布
告
が
イ
ン
ド
領
内
の
一
部
に
の
み
施
行
さ
れ

て
い
る
と
き
に
は
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の
一
部
の
安
全
が
、
当
該
非
常
事
態

の
布
告
が
施
行
さ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
領
の
一
部
に
お
い
て
、
又
は
そ
の
地

域
に
関
す
る
活
動
に
よ
り
脅
か
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
当
該
非
常
事
態
の

布
告
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域
又
は
そ
の
一
部
に
お
け
る
州
又
は
連
邦
領

に
関
す
る
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
法
律
を
制
定
し
又
は
行
政
上
の

(71) 

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

)

）

(72) 

B

A

項
の
規
定
は
、
次
の
も
の
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

1

1

 

9

し

'

,

伺
制
定
さ
れ
た
と
き
に
、
施
行
中
の
非
常
事
態
に
関
す
る
効
力
の

説
明
を
含
ま
な
い
法
律

一五―――

（
一
五
三
）



(b) 

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

前
号
の
説
明
を
含
む
法
律
に
も
と
づ
か
な
い
で
行
わ
れ
た
行
政

上
の
措
置

③
前
号
の
規
定
に
も
と
づ
く
命
令
は
、
イ
ン
ド
領
の
全
部
又
は
一
部

に
及
ぶ
。

た
だ
し
、
非
常
事
態
の
布
告
が
イ
ン
ド
領
内
の
一
部
に
の
み
施
行
さ
れ

て
い
る
と
き
に
は
、
大
統
領
が
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
土
の
一
部
の
安
全

が
、
当
該
非
常
事
態
の
布
告
が
施
行
さ
れ
て
い
る
地
域
又
は
そ
の
一
部
に

お
け
る
イ
ン
ド
領
の
一
部
に
お
け
る
又
は
そ
の
地
域
に
関
す
る
活
動
に
よ

っ
て
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
、
イ
ン
ド
領
内
の
他
の
部
分
に
も
適

用
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
認
め
な
け
れ
ば
、
当
該
他
の
部
分
に
は
適
用
さ

(73) 

れ
な
い
。

⑥
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
命
令
は
、
発
令
後
で
き
る
か
ぎ
り
す
み

や
か
に
、
国
会
の
両
議
院
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
六

0
条
（
財
政
非
常
時
に
関
す
る
規
定
）

0

大
統
領
は
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
域
の
一
部
の
財
政
上
の
安
定
又

は
信
用
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
布
告
で
そ
の
旨
を
宣

言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
布
告
は
、

⑭
そ
れ
に
続
く
布
告
に
よ
っ
て
廃
止
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

る。

(ii) 

（
一
五
四
）

⑯
国
会
の
両
議
院
に
提
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

伺
二
月
の
期
間
経
過
前
に
、
国
会
の
両
議
院
の
決
議
に
よ
っ
て
承

認
さ
れ
な
け
れ
ば
、
当
該
期
間
が
経
過
し
た
と
き
、
そ
の
効
力
を

失
う
。

た
だ
し
、
当
該
布
告
が
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
て
い
る
と
き
又
は
衆
議

院
の
解
散
が
伺
号
に
規
定
す
る
二
月
の
期
間
中
に
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
布
告
を
承
認
す
る
決
議
が
参
議
院
で
可
決
さ
れ
、
当
該
布
告
に
関
す

る
決
議
が
当
該
期
間
経
過
前
に
衆
議
院
で
可
決
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

そ
の
布
告
は
、
再
編
成
後
の
衆
議
院
の
最
初
の
開
会
の
日
か
ら
一
―

10日
を

経
過
す
る
前
に
衆
議
院
が
当
該
布
告
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
し
な
い
か

(74) 

ぎ
り
、
当
該
三

0
日
が
経
過
し
た
日
に
お
い
て
効
力
を
失
う
。

⑥
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
布
告
の
施
行
中
、
連
邦
の
行
政
権
は
、

州
に
対
し
一
定
の
財
政
規
律
を
守
る
こ
と
を
指
令
し
又
は
大
統
領
が
必
要

若
し
く
は
適
当
と
認
め
る
そ
の
他
の
指
令
を
与
え
る
権
限
を
含
む
も
の
と

す
る
。④

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

伺
当
該
指
令
は
、
次
の
規
定
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

り
州
の
事
務
に
関
し
て
服
務
す
る
全
部
又
は
一
部
の
階
級
の
者

の
俸
給
又
は
手
当
の
減
額
を
要
求
す
る
規
定

金
銭
法
案
又
は
第
二

0
七
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
そ
の

一
五
四



第

＿

九

編

雑

則

(b) 

他
の
法
案
に
つ
い
て
、
州
議
会
が
こ
れ
を
可
決
し
た
後
、
大
統

領
の
考
慮
を
求
め
る
た
め
留
保
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
規
定

大
統
領
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
布
告
の
施
行
中
は
、

最
高
裁
判
所
及
び
高
等
裁
判
所
の
裁
判
官
を
含
め
、
連
邦
の
事
務

に
関
し
て
服
務
す
る
全
部
又
は
一
部
の
階
級
の
者
の
俸
給
又
は
手

当
の
減
額
に
対
し
指
令
を
発
す
る
権
限
を
有
す
る
。

第
三
六

l

条
（
大
統
領
、
知
事
及
び
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
の
保
護
）

①
大
統
領
又
は
州
の
知
事
若
し
く
は
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
は
、
そ
の
職
務

上
の
権
限
若
し
く
は
任
務
の
行
使
若
し
く
は
遂
行
に
つ
き
、
又
は
そ
の
職

務
上
の
権
限
若
し
く
は
任
務
の
行
使
若
し
く
は
遂
行
の
際
に
な
し
、
ま
た

は
な
さ
ん
と
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
裁
判
所
に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と

は
な
い
。

た
だ
し
、
大
統
領
の
行
為
は
、
第
六
一
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
告
発
の

審
査
の
た
め
、
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
が
任
命
又
は
指
定
す
る
裁
判
所
、

審
判
所
又
は
機
関
に
よ
っ
て
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
何
人
に
対
し
て
も
イ
ン
ド
政
府
又
は
州

政
府
を
相
手
と
す
る
訴
訟
を
行
う
権
利
を
制
限
す
る
も
の
と
解
釈
し
て
は

な
ら
な
い
。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
五
五

③
大
統
領
又
は
州
の
知
事
の
在
任
中
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
相
手
方
と

す
る
い
か
な
る
刑
事
訴
訟
も
裁
判
所
に
提
起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
者
を
相
手
方
と
す
る
い
か
な
る
刑
事
訴
訟
も
裁
判
所
に
係

属
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③
裁
判
所
は
、
大
統
領
又
は
州
の
知
事
に
対
し
て
は
、
そ
の
在
任
中

逮
捕
又
は
拘
禁
の
手
続
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

④
大
統
領
又
は
州
の
知
事
の
在
任
中
、
そ
の
就
任
前
又
は
就
任
後
個

人
的
資
格
に
お
い
て
な
し
又
は
な
さ
ん
と
し
た
行
為
に
関
し
、
こ
れ
ら
の

者
を
相
手
方
と
し
て
救
済
を
求
め
る
民
事
訴
訟
は
、
大
統
領
又
は
州
知
事

に
対
し
、
書
面
に
よ
る
通
告
又
は
そ
の
事
務
所
に
出
頭
す
る
こ
と
に
よ
り
、

訴
訟
の
性
質
、
提
訴
理
由
、
提
訴
権
者
の
氏
名
、
地
位
及
び
住
所
並
び
に

要
求
す
る
代
償
を
述
べ
た
後
二
月
を
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
提
起
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

(75) 

第
三
六
＿

A
条
（
国
会
及
び
州
議
会
の
議
事
手
続
公
表
の
保
障
）

①
何
人
も
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
又
は
州
議
会
の
立
法
議
院
若
し

く
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
議
院
の
議
事
手
続
に
つ
い
て
重
要
な
真
実
の
報
告

を
新
聞
で
公
表
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
そ
の
公
表
が
悪
意
を
も
っ
て
な
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を
除
き
、
裁
判
所
に
お
い
て
民
事
上
又
は
刑

事
上
訴
追
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
又
は
州
議
会

（
一
五
五
）



〔
原
注
〕

の
立
法
議
院
若
し
く
は
い
ず
れ
か
の
議
院
の
秘
密
会
の
議
事
手
続
報
告
書

の
公
表
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。

③
①
項
は
、
新
聞
で
公
表
さ
れ
る
報
告
又
は
事
項
に
関
し
て
適
用
さ

れ
る
と
と
も
に
、
放
送
局
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
番
組
の
一
部
と
し
て
無
線

電
信
手
段
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
る
報
告
又
は
事
項
に
も
適
用
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

こ
の
条
に
お
い
て
『
新
聞
』
と
は
、
新
聞
で
公
表
さ
れ
る

資
料
を
含
む
報
道
機
関
の
報
告
を
い
う
も
の
と
す
る
。

(76) 

第
三
六
二
条
（
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治
者
の
権
利
及
び
特
権
)
[
削
除
〕

第
三
六
三
条
（
一
定
の
条
約
、
協
定
等
よ
り
生
ず
る
紛
争
に
対
す
る
裁

判
所
の
干
与
禁
止
）

切
最
高
裁
判
所
そ
の
他
の
裁
判
所
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
第
一
四
三
条
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法
施
行
前
イ

ン
ド
藩
王
国
統
治
者
と
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
又
は
そ
の
前
任
政
府
と
の
間

に
お
い
て
締
結
し
、
又
は
執
行
さ
れ
た
条
約
、
協
定
、
約
定
、
譲
渡
証
書

そ
の
他
類
似
の
文
書
で
あ
っ
て
こ
の
憲
法
施
行
後
効
力
を
持
続
す
る
も
の

か
ら
生
ず
る
紛
争
又
は
当
該
条
約
、
協
定
、
約
定
、
譲
渡
証
書
そ
の
他
類

似
の
文
書
に
関
し
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
権
利
又
は

負
担
若
し
く
は
義
務
に
関
す
る
紛
争
に
対
し
て
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
。

③
こ
の
条
に
お
い
て
、

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

0

『
イ
ン
ド
藩
王
国
』
と
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
、
イ
ギ
リ
ス
国

王
陛
下
又
は
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
が
イ
ン
ド
藩
王
国
と
し
て
承
認

し
た
領
域
を
い
い
、
ま
た
、

『
統
治
者
』
と
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
陛
下

又
は
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
が
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治
者
と
し
て
承
認

し
た
王
侯
、
首
長
又
は
そ
の
他
の
者
を
含
む
。

第
三
六
三
A
条
（
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治
者
と
し
て
の
承
認
の
失
効
及
び

(77) 

手
元
金
の
廃
止
）

こ
の
憲
法
又
は
現
に
効
力
を
有
す
る
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

付
王
侯
、
首
長
若
し
く
は
一
九
七
一
年
憲
法
（
第
二
六
次
改
正
）
法

施
行
時
、
大
統
領
に
よ
り
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治
者
と
認
め
ら
れ
た
そ

の
他
の
者
又
は
当
該
改
正
法
施
行
前
に
大
統
領
に
よ
り
当
該
統
治
者

の
後
継
者
と
認
め
ら
れ
た
者
は
、
当
該
改
正
法
施
行
時
以
後
、
当
該

統
治
者
又
は
当
該
統
治
後
継
者
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

⑯
一
九
七
一
年
憲
法
（
第
二
六
次
改
正
）
法
施
行
以
後
、
手
元
金
は

廃
止
さ
れ
、
手
元
金
に
関
す
る
す
べ
て
の
権
利
、
負
担
又
は
義
務
は

失
効
す
る
。
ま
た
、
そ
の
と
き
以
後
、
統
治
者
又
は
国
項
で
規
定
す

る
当
該
統
治
者
の
後
継
者
若
し
く
は
そ
の
他
の
者
に
は
、
手
元
金
と

し
て
い
か
な
る
金
銭
も
支
払
わ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
三
六
四
条
（
主
要
港
及
び
空
港
に
関
す
る
特
別
規
定
）

(b) 

一
五
六

（
一
五
六
）



①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
、
公
示
で
、
当
該

公
示
に
お
い
て
指
定
す
る
期
日
以
後
、
次
に
掲
げ
る
旨
指
令
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

国
会
又
は
州
議
会
の
制
定
す
る
法
律
が
主
要
港
又
は
空
港
に
適

用
さ
れ
な
い
旨
又
は
当
該
公
示
に
規
定
す
る
適
用
除
外
若
し
く
は

読
替
を
し
て
適
用
さ
れ
る
旨

⑯
当
該
指
定
さ
れ
た
期
日
前
に
な
さ
れ
又
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
た
事
項
に
関
す
る
も
の
を
除
き
、
既
存
の
法
律
が
、
主
要
港

又
は
空
港
に
対
し
て
効
力
を
失
う
旨
、
又
は
当
該
公
示
に
規
定
す

る
適
用
除
外
若
し
く
は
読
替
を
し
て
効
力
を
有
す
る
旨

③
こ
の
条
に
お
い
て
、

伺
『
主
要
港
』
と
は
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
又
は
既
存
の
法
律

に
よ
り
又
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
主
要
港
と
し
て
宜
言
さ
れ
る
港

を
い
い
、
か
つ
、
当
分
の
間
、
当
該
港
域
内
の
す
べ
て
の
地
域
を

含
む
も
の
と
す
る
。

⑮
『
空
港
』
と
は
、
航
空
路
、
航
空
機
及
び
航
空
に
関
す
る
法
令

上
定
義
さ
れ
る
空
港
を
い
う
。

第
三
六
五
条
（
連
邦
の
指
令
に
従
わ
ず
、
又
は
こ
れ
を
施
行
し
な
い
場

合
の
効
果
）

こ
の
憲
法
に
も
と
づ
い
て
連
邦
の
行
政
権
を
行
使
し
た
場
合
に
お
い
て
、

(a) 

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
五
七

⑭
租
税
が
農
業
所
得
に
関
し
て
課
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

(4) (3) 
州
が
与
え
ら
れ
た
指
令
に
し
た
が
わ
ず
、
又
は
当
該
指
令
を
実
施
し
な
い

と
き
に
は
、
大
統
領
は
州
の
統
治
が
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
行

わ
れ
な
い
事
態
が
発
生
し
た
も
の
と
適
法
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
六
六
条
（
定
義
）

こ
の
憲
法
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
文
脈
の
許
す
か

ぎ
り
、
当
該
各
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

0

『
農
業
所
得
』
と
は
、
イ
ン
ド
所
得
税
に
関
す
る
法
令
上
定
義
さ

れ
る
農
業
所
得
を
い
う
。

⑨
『
ア
ン
グ
ロ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
』
と
は
、
そ
の
父
又
は
男
系
祖
先

が
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
血
統
を
ひ
く
者
で
あ
っ
て
、
本
人
が
イ
ン
ド
領
内
に

居
住
し
、
そ
の
親
が
イ
ン
ド
に
一
時
的
滞
在
者
で
は
な
く
定
住
者
で
あ
っ

た
者
を
い
う
。

『
条
』
と
は
、
こ
の
憲
法
の
条
を
い
う
。

『
借
入
』
と
は
、
年
賦
金
の
付
与
に
よ
る
金
銭
の
調
達
を
含
み
、

(78) 

『
起
債
』
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
解
釈
す
る
も
の
と
す
る
。

⑮
『
項
』
と
は
、
そ
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
条
の
項
を
い
う
。

⑱
『
法
人
税
』
と
は
、
租
税
が
会
社
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
、
か
つ
、

次
の
条
件
を
み
た
し
て
い
る
場
合
の
税
で
あ
る
か
ぎ
り
、
所
得
に
つ
い
て

の
税
を
い
う
。

（
一
五
七
）



り
『
対
応
す
る
旧
州
』
、
『
対
応
す
る
藩
王
国
』
又
は
『
対
応
す
る
州
』

に
つ
き
疑
義
が
あ
る
と
き
は
、
大
統
領
が
個
々
の
疑
義
に
つ
い
て
決
定
す

る
対
応
す
る
旧
州
、
対
応
す
る
イ
ン
ド
藩
王
国
又
は
対
応
す
る
州
を
い
う

も
の
と
す
る
。

⑱
『
債
務
』
と
は
、
年
賦
に
よ
る
元
金
返
済
義
務
に
関
す
る
負
債
及

び
保
証
付
負
債
を
含
み
、
『
債
務
負
担
』
も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
解
釈
す

る
も
の
と
す
る
。

⑨
『
遺
産
税
』
と
は
、
死
亡
と
同
時
に
移
転
し
、
又
は
国
会
若
し
く

は
州
議
会
の
制
定
す
る
法
律
に
も
と
づ
い
て
移
転
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ

る
一
切
の
財
産
に
対
し
、
国
会
又
は
州
議
会
の
制
定
す
る
法
律
に
よ
り
、

又
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
定
め
る
税
規
則
に
て
ら
し
て
確
定
さ
れ
る
原
価

に
し
た
が
い
、
又
は
こ
れ
を
料
酌
し
て
課
さ
れ
る
税
を
い
う
。

⑩
『
既
存
の
法
律
』
と
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
、
法
律
、
政
令
、
命

(b) 

と
関
法

第
三
九
巻
第
一
号

会
社
の
納
付
す
る
税
に
関
し
、
会
社
が
個
人
に
支
払
う
配
当
か

ら
控
除
す
る
こ
と
を
税
法
に
よ
り
認
め
て
い
な
い
こ
と

的
当
該
配
当
を
う
け
た
個
人
の
総
所
得
に
対
す
る
イ
ン
ド
所
得
税

を
算
定
し
又
は
当
該
個
人
が
支
払
い
若
し
く
は
当
該
個
人
に
払
い

戻
さ
れ
る
イ
ン
ド
所
得
税
を
算
定
す
る
に
さ
い
し
、
会
社
の
納
付

し
た
前
号
に
規
定
す
る
税
を
勘
定
に
入
れ
る
旨
の
規
定
の
な
い
こ

(16) (15) 
令
、
細
則
、
規
則
又
は
規
程
の
制
定
権
を
有
す
る
議
会
、
機
関
又
は
人
が

可
決
し
、
又
は
制
定
し
た
法
律
、
政
令
、
命
令
、
細
則
又
は
規
程
を
い
う
。

皿
『
連
邦
裁
判
所
』
と
は
、
一
九
三
五
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
に
も
と

づ
い
て
設
置
さ
れ
た
連
邦
裁
判
所
を
い
う
。

岡
『
貨
物
』
と
は
、
一
切
の
原
料
、
商
品
及
び
物
品
を
含
む
。

⑬
『
保
証
』
と
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
、
企
業
利
潤
が
一
定
額
に
達

し
な
い
場
合
に
支
払
い
を
な
す
こ
と
を
定
め
た
債
務
を
含
む
。

⑩
『
高
等
裁
判
所
』
と
は
、
こ
の
憲
法
に
お
い
て
州
に
つ
い
て
の
高

等
裁
判
所
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
裁
判
所
を
い
い
、
か
つ
、
次
の
も
の

を
含
む
。的

こ
の
憲
法
に
も
と
づ
い
て
高
等
裁
判
所
と
し
て
イ
ン
ド
領
内
に

設
置
さ
れ
又
は
再
設
置
さ
れ
る
裁
判
所

⑮
国
会
が
法
律
で
こ
の
憲
法
の
一
切
の
又
は
い
ず
れ
か
の
目
的
の

た
め
に
高
等
裁
判
所
と
し
て
宣
言
す
る
、
イ
ン
ド
領
内
の
そ
の
他

の
裁
判
所

『
イ
ン
ド
藩
王
国
』
と
は
、
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
が
イ
ン
ド
藩
王

国
と
し
て
承
認
し
た
領
域
を
い
う
。

『
編
』
と
は
、
こ
の
憲
法
の
編
を
い
う
。

聞
『
年
金
』
と
は
、
拠
出
制
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
人
に
対
し

又
は
人
に
関
し
て
支
給
さ
れ
る
す
べ
て
の
種
類
の
年
金
を
い
い
、
支
給
さ

一
五
八

（
一
五
八
）



箇
れ
る
退
職
金
、
賜
金
及
び
利
子
そ
の
他
の
付
加
金
を
付
し
又
は
付
さ
な
い

積
立
基
金
へ
の
掛
け
金
の
返
済
金
を
含
む
。

⑱
『
非
常
事
態
の
布
告
』
と
は
、
第
一
＿
一
五
二
条
①
項
の
規
定
に
も
と

づ
い
て
発
す
る
布
告
を
い
う
。

⑲
『
公
示
』
と
は
、
イ
ン
ド
官
報
又
は
州
官
報
の
告
示
を
い
う
。

図
『
鉄
道
』
に
は
、
次
の
も
の
を
含
ま
な
い
。

的
全
部
が
一
地
方
団
体
の
地
域
内
に
あ
る
軌
道
、
又
は

⑯
全
部
が
一
州
内
に
あ
る
そ
の
他
の
交
通
機
関
の
線
路
で
あ
っ
て
、

四
『
統
治
者
』
と
は
、
王
侯
、
首
長
又
は
一
九
七
一
年
憲
法
（
第
二

六
次
改
正
）
法
施
行
前
、
大
統
領
が
イ
ン
ド
藩
王
国
の
統
治
者
と
し
て
認

め
た
者
又
は
当
該
憲
法
改
正
法
施
行
前
に
、
大
統
領
が
統
治
者
の
後
継
者

と
し
て
認
め
た
者
を
い
う
。

(80) 

⑳
『
付
則
』
と
は
、
こ
の
憲
法
の
付
則
を
い
う
。

⑳
『
指
定
カ
ー
ス
ト
』
と
は
、
第
三
四
一
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

こ
の
憲
法
の
適
用
上
指
定
カ
ー
ス
ト
と
み
な
さ
れ
る
カ
ー
ス
ト
、
人
種
若

し
く
は
部
族
又
は
当
該
カ
ー
ス
ト
、
人
種
若
し
く
は
部
族
内
の
部
分
若
し

く
は
集
団
を
い
う
。

『
指
定
部
族
』
と
は
、
第
三
四
一
一
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
こ

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

国
会
が
鉄
道
で
な
い
と
宣
言
し
た
も
の
。

(
7
9
)
 

⑩

〔

削

除

〕

飼
の
憲
法
の
適
用
上
指
定
部
族
と
み
な
さ
れ
る
部
族
若
し
く
は
部
族
社
会
又

は
当
該
部
族
若
し
く
は
部
族
社
会
内
の
部
分
若
し
く
は
集
団
を
い
う
。

(81) 

『
証
券
』
と
は
、
株
式
を
含
む
。

切傑）

一
五
九

『
号
』
と
は
、
そ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
項
の
号
を
い
う
。

『
課
税
』
と
は
、
一
般
的
、
地
方
的
若
し
く
は
特
殊
的
で
あ
る
と

否
と
を
問
わ
ず
、
租
税
又
は
賦
課
金
の
賦
課
を
含
み
、
ま
た
、
『
租
税
』

も
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
解
釈
す
る
も
の
と
す
る
。

燐
『
所
得
に
関
す
る
税
』
と
は
、
超
過
利
得
税
の
性
質
を
有
す
る
税

を
含
む
。

)

（

82) 

『
貨
物
の
売
買
に
関
す
る
税
』
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
含
む
。

A
 ，
 

侶
伺
契
約
の
履
行
以
外
の
手
段
に
よ
る
、
現
金
、
繰
延
支
払
又
は
そ

の
他
の
有
価
対
価
に
よ
る
貨
物
財
産
の
譲
渡
に
関
す
る
税

⑮
労
働
契
約
の
実
行
に
含
ま
れ
る
（
貨
物
そ
の
他
の
形
を
問
わ
ず
）
、

貨
物
財
産
の
譲
渡
に
関
す
る
税

伺
割
賦
法
又
は
分
割
に
よ
る
支
払
制
度
に
つ
い
て
の
貨
物
引
渡
に

関
す
る
税

⑱
（
期
日
が
特
定
さ
れ
て
い
る
と
否
と
を
問
わ
ず
）
現
金
、
繰
延

支
払
又
は
そ
の
他
の
有
価
対
価
に
よ
る
一
定
の
目
的
に
つ
い
て
の

貨
物
使
用
権
の
譲
渡
に
関
す
る
税

同
法
人
格
な
き
社
団
又
は
団
体
に
よ
り
そ
の
構
成
員
に
対
し
て
現

（
一
五
九
）



箇

第
三
九
巻
第
一
号

金
、
繰
延
支
払
又
は
そ
の
他
の
有
価
対
価
に
よ
り
な
さ
れ
る
貨
物

の
提
供
に
関
す
る
税

り
人
の
消
費
す
る
食
物
そ
の
他
の
物
品
又
は
欽
物
（
ア
ル
コ
ー
ル

飲
料
か
否
か
を
問
わ
な
い
）
で
あ
る
貨
物
を
役
務
又
は
い
ず
れ
か

の
形
式
、
又
は
そ
の
部
分
と
し
て
、
現
金
、
繰
延
支
払
又
は
そ
の

他
の
有
価
対
価
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
に
関
す
る
税

ま
た
、
貨
物
の
当
該
譲
渡
、
引
渡
又
は
提
供
は
、
譲
渡
、
引
渡
又
は

提
供
を
行
う
人
に
よ
る
そ
れ
ら
の
貨
物
の
売
却
及
び
当
該
譲
渡
、
引

渡
又
は
提
供
を
行
わ
れ
た
人
に
よ
る
そ
れ
ら
の
貨
物
の
購
買
と
み
な

さ
れ
る
。

『
連
邦
領
』
と
は
、
第
一
付
則
に
定
め
る
連
邦
領
を
い
い
、
イ
ン(83) 

ド
領
内
に
あ
り
、
当
該
付
則
に
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い
他
の
領
土
を
含
む
。

第
I
I
H
＾
七
条
（
解
釈
）

①
一
八
九
七
年
一
般
条
項
に
関
す
る
法
律
は
、
文
脈
の
許
す
か
ぎ
り
、

第
三
七
二
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
読
替
を
し
て
イ
ン
ド
自
治

領
議
会
の
制
定
法
の
解
釈
に
適
用
さ
れ
る
の
と
同
様
に
こ
の
憲
法
の
解
釈

に
も
適
用
さ
れ
る
。

③
こ
の
憲
法
に
お
い
て
国
会
が
制
定
す
る
制
定
法
若
し
く
は
法
律
又

は
州
議
会
が
制
定
す
る
制
定
法
若
し
く
は
法
律
と
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ

れ
大
統
領
が
制
定
す
る
政
令
又
は
州
知
事
が
制
定
す
る
命
令
を
含
む
も
の

関
法

憲
法
改
正

と
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
こ
の
憲
法
に
お
い
て
『
外
国
』
と
は
、
イ
ン
ド
以
外
の
国
を
い
う
。

た
だ
し
、
大
統
領
は
、
国
会
が
制
定
す
る
法
律
の
範
囲
内
に
お
い
て
、

命
令
で
当
該
法
令
の
適
用
上
、
い
ず
れ
か
の
国
が
外
国
で
な
い
旨
を
宜
言

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二

0
編

第
三
六
八
条
（
国
会
の
憲
法
改
正
権
と
そ
の
手
続
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
、
こ
の
条
に
定
め
ら

れ
た
手
続
に
し
た
が
い
、
こ
の
憲
法
の
条
項
を
追
加
、
変
更
又
は
廃
止
す

(84) 

る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
憲
法
改
正
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
こ
の
憲
法
の
改
正
は
、
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
に
お
け
る
改
正

法
案
の
提
出
に
よ
っ
て
の
み
発
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
法
案
が
両

議
院
に
お
い
て
そ
の
議
院
の
総
議
員
数
の
過
半
数
で
あ
り
、
か
つ
、
出
席

し
て
投
票
す
る
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
可
決
さ
れ
た
と
き
は
、

(85) 

認
証
を
求
め
る
た
め
大
統
領
へ
提
出
さ
れ
る
も
の
と
し
、
認
証
さ
れ
た
と

き
、
憲
法
は
、
当
該
法
案
の
字
句
に
し
た
が
っ
て
改
正
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
改
正
が
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
は
、
当
該
改
正
は
当
該
改
正
を
規
定
す
る
法
案
が
認
証
を
求
め
る
た

め
大
統
領
へ
提
出
さ
れ
る
前
、
二
分
の
一
以
上
の
州
の
議
会
に
よ
っ
て
こ

一
六
〇

（
一
六

0
)



こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
疑
義
を
除
去
す
る
た
め
の
こ
の
憲

法
の
条
項
の
追
加
、
変
更
又
は
廃
止
を
行
う
国
会
の
憲
法
改
正
権
に
つ
い

て
は
、
い
か
な
る
制
限
も
な
い
と
宣
言
さ
れ
る
。

第
二
＿
編

第
三
六
九
条
（
州
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
を
共
通
管
轄
事
項
と
み

(5) 
⑱
 

伺
こ
の
条
の
規
定

⑥
第
ニ
―
一
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る

改
正
に
は
、
適
用
さ
れ
な
い
。

④
こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
、
又
は
な
さ
れ
ん
と
す
る

こ
の
憲
法
の
改
正
（
第
三
編
の
規
定
を
含
む
）
は
、
一
九
七
六
年
憲
法

（
第
四
二
次
改
正
）
法
第
五
五
条
の
施
行
前
後
を
問
わ
ず
、
い
か
な
る
理

(86) 

由
に
も
と
づ
い
て
も
裁
判
所
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

(c) 

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

(87) 

暫
定
的
、
経
過
的
及
び
特
別
規
定

給
及
び
配
給

⑥
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
法
律
違
反
、
最
高
裁
判
所
以
外
の

一
切
の
裁
判
所
の
当
該
事
項
に
関
す
る
管
轄
権
及
び
権
限
並
び
に
裁

判
所
の
収
納
す
る
手
数
料
を
除
く
当
該
事
項
に
関
す
る
手
数
料

た
だ
し
、
国
会
の
制
定
す
る
法
律
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
の
規
定
す
る
場

合
を
除
い
て
制
定
の
権
限
の
な
い
事
項
に
関
す
る
も
の
は
、
当
該
五
年
の

期
間
経
過
前
に
な
さ
れ
又
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
事
項
を
除
き
、

そ
の
権
限
の
な
い
限
度
に
お
い
て
、
当
該
期
間
が
経
過
し
た
日
に
そ
の
効

力
を
失
う
。

(88) 

第
三
七

0
条
（
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
に
関
す
る
暫
定
規
定
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

(b) 

国
会
に
お
け
る
州
の
代
表
、
又
は

(b) 

(a) 

れ
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
承
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。⑭

第
五
四
条
、
第
五
五
条
、
第
七
一
一
一
条
、
第
一
六
二
条
若
し
く
は

第
二
四
一
条
、

第
五
編
第
四
章
、
第
六
編
第
五
章
、
第
―
一
編
第
一
章
、

第
七
付
則
の
表
、

一
六

（
一
六
一
）

な
し
て
立
法
す
る
国
会
の
暫
定
的
権
限
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
会
は
こ
の
憲
法
施
行
後
五
年
間
、

次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
共
通
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
に
対
す
る
の

と
同
様
の
立
法
権
を
有
す
る
。

綿
及
び
毛
の
織
物
、
綿
花
（
操
綿
及
び
非
操
綿
す
な
わ
ち
ヵ
。
〈
ス

を
含
む
）
、
綿
実
、
紙
（
新
聞
印
刷
用
紙
を
含
む
）
、
食
料
品
（
食
用

の
油
種
子
及
び
油
を
含
む
）
、
家
畜
飼
料
（
油
粕
及
び
そ
の
他
の
凝

結
物
を
含
む
）
、
石
炭
（
コ
ー
ク
及
び
石
炭
派
生
物
を
含
む
）
、
鉄
、

鋼
及
び
雲
母
の
一
州
内
に
お
け
る
取
引
及
び
商
業
並
び
に
生
産
、
供



〔
原
注
〕
こ
の
条
に
い
う
州
政
府
と
は
、
大
統
領
が
一
九
四
八
年
三

月
五
日
付
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
布
告
に
も
と
づ
い
て
存
在
す
る
大
臣
会
議
の
助
言

に
よ
り
当
分
の
間
職
務
を
行
う
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー
ル
の
マ
ハ
ラ
ジ
ャ
と

し
て
認
め
る
者
を
い
う
。

第
一
条
及
び
こ
の
条
の
規
定
は
、
当
該
州
に
関
し
適
用
す
る
。

こ
の
憲
法
の
そ
の
他
の
規
定
は
、
大
統
領
が
命
令
で
定
め
る
適

用
除
外
及
び
読
替
を
し
て
、
当
該
州
に
関
し
て
適
用
す
る
。

た
だ
し
、
⑯
号
①
目
に
規
定
す
る
イ
ン
ド
自
治
領
加
入
文
書
記
載
事
項

(d) (c) 

も
の

(b) 

当
該
州
に
対
す
る
国
会
の
立
法
権
は
、
次
の
も
の
に
限
定
さ
れ

る。 関
法

第
三
九
巻
第
一
号

伺
第
二
三
八
条
の
規
定
は
、
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
に
関
し
て

は
適
用
し
な
い
。

り
連
邦
管
轄
事
項
表
及
び
共
通
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
る
事
項
で

あ
っ
て
、
大
統
領
が
当
該
州
政
府
と
協
議
し
て
、
当
該
自
治
州

の
イ
ン
ド
自
治
領
加
入
文
書
に
お
い
て
自
治
領
議
会
が
当
該
州

の
た
め
に
立
法
権
を
有
す
る
旨
を
定
め
て
い
る
事
項
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
と
宜
言
す
る
も
の

圃
前
記
事
項
表
に
掲
げ
る
そ
の
他
の
事
項
で
あ
っ
て
、
大
統
領

が
当
該
州
政
府
の
同
意
を
得
て
命
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

に
関
す
る
命
令
を
発
す
る
に
は
、
当
該
州
政
府
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら

、。し
さ
ら
に
、
右
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
項
以
外
の
事
項
に
関
す
る
命
令

を
発
す
る
に
は
、
当
該
政
府
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
①
項
⑯
号
り
目
又
は
同
項
⑱
号
第
二
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
当
該

州
政
府
の
同
意
が
当
該
州
の
憲
法
制
定
を
目
的
と
す
る
憲
法
制
定
議
会
招

集
前
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
同
意
は
当
該
議
会
に
上
程
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑱
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
公
示
で
、
当
該
公

示
に
お
い
て
規
定
す
る
一
定
期
間
以
後
、
こ
の
条
の
規
定
は
効
力
を
失
う

旨
又
は
公
示
に
お
い
て
規
定
す
る
適
用
除
外
若
し
く
は
読
替
を
し
て
の
み

有
効
で
あ
る
旨
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
大
統
領
が
当
該
命
令
を
発
す
る
に
は
、
③
項
に
規
定
す
る
当

該
州
憲
法
制
定
議
会
の
勧
告
を
必
要
と
す
る
。

第
l
-
＿
七
一
条
（
マ
ハ
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
及
び
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
に
関
す

(89) 

る
特
別
規
定
）

③
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
命
令
で
、
マ
ハ
ー

ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
又
は
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
に
関
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
当
該
州
知
事
の
特
別
の
責
任
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

伺
個
別
発
展
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
が
毎
年
当
該
州
立

一
六

（
一
六
二
）



(b) 
法
議
院
に
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
と
い
う
規
定
を
も
つ
、
ヴ
ィ

ダ
ル
バ
、
マ
ラ
ト
ワ
ダ
及
び
マ
＾
ー
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
の
そ
の
他
の

地
域
に
つ
い
て
の
個
別
発
展
委
員
会
、
又
は
サ
ウ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
、

ク
ッ
チ
及
び
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
の
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
の
個

別
発
展
委
員
会
の
設
置

当
該
州
全
体
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
、
前
記
地
域
に
対
す
る
発

展
支
出
の
た
め
の
資
金
を
公
平
に
割
り
当
て
る
こ
と

伺
当
該
州
全
体
の
要
請
に
し
た
が
っ
て
、
前
記
地
域
の
す
べ
て
に

関
し
、
技
術
教
育
及
び
言
語
訓
練
の
た
め
の
充
分
な
施
設
並
び
に

当
該
州
政
府
の
監
督
の
下
に
あ
る
役
務
へ
の
雇
用
に
対
す
る
充
分

な
機
会
を
提
供
す
る
公
平
な
調
整

(90) 

第
三
七
ー

A
条
（
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
に
関
す
る
特
別
規
定
）

0

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

0
次
の
事
項
に
関
す
る
国
会
制
定
法
は
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
に
あ
っ

て
は
、
当
該
州
立
法
議
院
が
決
議
に
よ
っ
て
そ
の
旨
議
決
し
な
け

れ
ば
適
用
さ
れ
な
い
。

①
ナ
ガ
族
の
宗
教
的
・
社
会
的
慣
行

圃
ナ
ガ
慣
習
法
及
び
手
続

圃
ナ
ガ
慣
習
法
に
し
た
が
っ
て
な
さ
れ
た
決
定
を
含
む
民
事
及

び
刑
事
裁
判
の
運
用

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

(c) 

土
地
及
び
そ
の
資
源
の
所
有
及
び
譲
渡

ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
の
知
事
は
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
の
形
成
直
前
に
ナ

ガ
・
ヒ
ル
ズ
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
域
で
発
生
し
た
騒
乱
が
当
該
地
域

又
は
そ
の
一
部
で
継
続
し
て
い
る
と
み
な
す
と
き
に
は
、
当
該
州

の
法
と
秩
序
に
関
し
て
特
別
の
責
任
を
有
し
、
そ
れ
に
関
し
て
任

務
を
遂
行
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
大
臣
会
議
と
協
議
し
た
後
、
採

る
べ
き
措
置
を
自
ら
の
判
断
で
行
使
す
る
。

た
だ
し
、
あ
る
事
項
が
知
事
自
ら
の
判
断
の
行
使
を
要
求
す
る

こ
の
号
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
否
か
に
関
し
て
疑
義
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
知
事
の
裁
量
に
よ
る
当
該
決
定
は
最
終
的
な
も

の
で
あ
り
、
知
事
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
決
定
の
効
力
は
、
知
事
自

ら
の
判
断
を
行
使
す
べ
き
だ
っ
た
か
否
か
と
い
う
理
由
で
異
議
を

申
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

さ
ら
に
、
大
統
領
は
、
当
該
知
事
か
ら
の
報
告
を
受
け
取
っ
た

こ
と
に
よ
り
又
は
そ
の
他
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
知
事
が
ナ
ガ
ラ
ン

ト
州
に
お
け
る
法
と
秩
序
に
関
し
特
別
の
責
任
を
有
す
る
必
要
が

も
は
や
存
在
し
な
い
と
み
な
し
た
と
き
に
は
、
命
令
で
、
知
事
が

当
該
命
令
で
定
め
る
日
以
降
当
該
責
任
の
効
力
を
失
う
旨
指
令
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

承
諾
を
求
め
る
要
求
に
関
す
る
勧
告
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
ナ

⑯ 的

一
六

（一六――-）



件
(v) (iv) ｀

ー
、

•1 
,
1
、方

法

第
三
九
巻
第
一
号

ガ
ラ
ン
ト
州
知
事
は
、
特
定
の
役
務
又
は
目
的
の
た
め
イ
ン
ド
統

合
基
金
か
ら
イ
ン
ド
政
府
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
金
銭
が
当
該
役

務
又
は
目
的
に
関
す
る
承
諾
を
求
め
る
要
求
を
含
み
、
そ
の
他
の

要
求
を
含
ま
な
い
こ
と
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑱
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
知
事
が
、
公
示
に
よ
り
、
こ
の
た
め
に
定
め
た

日
以
降
、
三
五
人
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地

区
の
た
め
の
地
区
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
も
の
と
し
、
知
事
は
、

そ
の
裁
量
で
次
の
事
項
を
定
め
る
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き

る。

地
区
協
議
会
の
構
成
及
び
地
区
協
議
会
の
委
員
を
選
出
す
る

た
だ
し
、
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
の
副
長
官
は
、
職
務
上
当
該

地
区
協
議
会
の
委
員
長
と
な
る
も
の
と
し
、
地
区
協
議
会
の
副

委
員
長
は
、
委
員
の
中
か
ら
互
選
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

圃
地
区
協
議
会
委
員
に
任
命
さ
れ
、
在
職
す
る
資
格

圃
地
区
協
議
会
委
員
の
任
期
並
び
に
有
給
の
場
合
に
は
そ
の
委

員
に
支
払
わ
れ
る
そ
の
俸
給
及
び
手
当

地
区
協
議
会
の
事
務
手
続
及
び
事
務
処
理

地
区
協
議
会
の
役
員
及
び
職
員
の
任
命
並
び
に
そ
の
勤
務
条

関
法

(d) 
団
地
区
協
議
会
の
構
成
及
び
適
当
な
活
動
の
た
め
に
規
則
を
制

定
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
そ
の
他
の
事
項

③
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
の
形
成
の
日

以
後

1
0日
間
又
は
知
事
が
地
区
協
議
会
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
公
示
で

定
め
る
期
間
、

⑭
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
の
行
政
は
、
知
事
に
よ
り
行
わ
れ
る
。

⑯
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
全
体
の
要
求
に
応
え
る
た
め
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州

政
府
に
対
し
イ
ン
ド
政
府
に
よ
り
金
銭
が
提
供
さ
れ
る
と
き
に
は
、

当
該
知
事
は
そ
の
裁
量
で
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
と
そ
の
他
の
地
域

と
の
間
に
当
該
金
銭
を
公
乎
に
配
分
す
る
た
め
の
調
整
を
行
う
。

伺
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
議
会
の
制
定
す
る
法
律
は
、
知
事
が
地
区
協
議

会
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
、
知
事
が
定
め
る
適
用
除
外
若
し
く
は

読
替
を
し
た
う
え
で
、
当
該
法
律
が
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
若
し
く

は
そ
の
一
部
に
適
用
さ
れ
る
旨
定
め
な
け
れ
ば
、
又
は
知
事
が
当

該
法
律
に
関
し
て
当
該
指
示
を
与
え
る
に
あ
た
っ
て
そ
の
旨
定
め

な
け
れ
ば
適
用
さ
れ
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
号
に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
る
指
示
は
、
遡
及
効

果
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

知
事
は
、
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
の
平
和
、
進
歩
及
び
善
政
の
た

め
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
制
定
さ
れ
た
規
則
は
、
必

一
六
四

（
一
六
四
）



要
な
と
き
に
は
当
該
地
区
に
適
用
さ
れ
て
い
る
国
会
制
定
法
そ
の

他
の
法
律
を
遡
及
的
に
廃
止
、
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

伺
①
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
立
法
議
院
に
お
い
て
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
を

代
表
す
る
議
員
の
う
ち
一
名
は
首
相
の
助
言
に
も
と
づ
き
知
事

が
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
問
題
の
た
め
に
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
大
臣
を
任
命

す
る
も
の
と
し
、
首
相
は
、
助
言
を
な
す
に
あ
た
っ
て
前
記
議

員
の
多
数
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
行
為
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(91) 
、。’> 

圃
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
問
題
大
臣
は
、
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
に
関
す

る
す
べ
て
の
事
項
を
取
扱
い
、
知
事
に
直
接
進
言
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
同
様
の
こ
と
に
つ
い
て
首
相
に
報
告
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

S

こ
の
項
の
前
記
諸
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
に
関

す
る
す
べ
て
の
事
項
の
最
終
決
定
は
、
知
事
が
そ
の
裁
量
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

＠
第
五
四
条
、
第
五
五
条
及
び
第
八
〇
条
④
項
に
お
け
る
州
立
法

議
院
の
被
選
議
員
又
は
そ
の
各
議
員
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
こ
の

条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
方
協
議
会
に
よ
り
選
挙

さ
れ
た
ナ
ガ
ラ
ン
ト
立
法
議
院
議
員
に
対
す
る
規
定
を
含
む
も
の

と
す
る
。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
六
五

〔
原
注
〕
こ
の
条
に
お
い
て
、
コ
ヒ
マ
地
区
、
モ
コ
ッ
ク
チ
ュ
ン
ク

地
区
及
び
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
は
、
一
九
六
二
年
の
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
に
関

す
る
法
律
に
お
け
る
と
同
じ
意
味
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

(92) 

第
三
七

l
B
条
（
ア
ッ
サ
ム
州
に
関
す
る
特
別
規
定
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
、
命
令
で
、
ア
ッ
サ
ム

し
た
後
に
発
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(3) 

（
一
六
五
）

⑯
第
一
七
〇
条
に
お
い
て
、

り
①
項
は
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
立
法
議
院
に
関
し
て
は
、
「
六

0
」

を
「
四
六
」
に
置
き
換
え
た
う
え
で
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す

る。

圃
同
項
に
お
け
る
州
の
地
域
的
選
挙
区
か
ら
の
直
接
選
挙
に
つ

い
て
の
規
定
は
、
こ
の
条
に
も
と
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
区
協

議
会
の
委
員
に
よ
る
選
挙
を
含
む
も
の
と
す
る
。

圃
＠
項
及
び
⑥
項
に
お
け
る
地
域
的
選
挙
区
に
つ
い
て
の
規
定

は
、
コ
ヒ
マ
地
区
及
び
モ
ロ
ッ
ク
チ
ュ
ン
ク
地
区
に
お
け
る
地

域
的
選
挙
区
へ
の
規
定
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
条
の
前
項
ま
で
の
規
定
を
施
行
す
る
に
あ
た
っ
て
困
難
が
生

じ
た
と
き
に
は
、
大
統
領
は
命
令
で
、
こ
の
困
難
を
除
去
す
る
の
に
必
要

と
み
な
し
た
（
他
の
条
の
読
替
を
含
め
て
）
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
当
該
命
令
は
、
ナ
ガ
ラ
ン
ト
州
の
形
成
の
日
か
ら
三
年
経
過



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

州
に
関
し
第
六
付
則
第
二

0
節
に
付
さ
れ
た
表
の
第
一
編
に
定
め
ら
れ
た

部
族
地
域
か
ら
選
挙
さ
れ
た
ア
ッ
サ
ム
州
立
法
議
院
議
員
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
立
法
議
院
の
委
員
会
の
構
成
及
び
運
営
に
つ
い
て
及
び
当
該
命
令
で

定
め
ら
れ
た
当
該
議
院
の
そ
の
他
の
議
員
の
数
、
並
び
に
当
該
委
員
会
の

構
成
及
び
適
切
な
運
営
の
た
め
に
当
該
議
院
の
手
続
規
則
中
に
定
め
ら
れ

た
変
更
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(93) 

第
三
七
＿

C
条
（
マ
ニ
プ
ー
ル
州
に
関
す
る
特
別
規
定
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
、
命
令
で
、
マ
ニ

プ
ー
ル
州
に
関
し
当
該
州
の
丘
陵
地
域
か
ら
選
挙
さ
れ
た
州
立
法
議
院
議

員
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
立
法
議
院
委
員
会
の
構
成
及
び
運
営
に
つ
い
て
、

当
該
政
府
の
活
動
に
つ
い
て
の
規
則
中
及
び
立
法
議
院
の
手
続
規
則
中
に

定
め
ら
れ
た
変
更
に
つ
い
て
、
並
び
に
当
該
委
員
会
の
適
切
な
運
営
を
保

証
す
る
た
め
の
知
事
の
特
別
の
責
任
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
知
事
は
、
毎
年
又
は
大
統
領
に
よ
り
必
要
と
み
と
め
ら
れ
た
と
き

に
は
い
つ
で
も
、
マ
ニ
。
フ
ー
ル
州
に
お
け
る
丘
陵
地
域
の
行
政
に
関
し
大

統
領
に
報
告
を
な
す
も
の
と
し
、
連
邦
の
行
政
権
は
、
前
記
地
域
に
関
し

て
当
該
州
に
対
す
る
指
示
を
与
え
る
こ
と
に
及
ぶ
も
の
と
す
る
。

〔
原
注
〕
こ
の
条
に
お
い
て
『
丘
陵
地
域
』
と
は
、
大
統
領
が
命
令

で
丘
陵
地
域
と
宣
言
す
る
も
の
を
い
う
。

(94) 

第
三
七
ー

D
条
（
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
関
す
る
特
別
規
定
）

(c) 
(iii) 

①
大
統
領
は
、
命
令
で
、
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
関
し
、
州

全
体
の
要
求
に
関
し
て
有
す
る
公
雇
用
事
項
及
び
教
育
事
項
中
、
当
該
州

の
異
な
っ
た
部
分
に
属
す
る
人
民
の
た
め
に
公
乎
な
機
会
と
施
設
の
た
め

の
規
定
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
州
の
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
の
た
め
に

異
な
っ
た
規
定
が
つ
く
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑳
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
命
令
は
、
と
く
に
、

伺
州
政
府
が
、
州
の
異
な
っ
た
部
分
に
関
し
て
異
な
っ
た
地
方
組

織
へ
州
の
文
官
職
の
階
級
を
組
織
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
当
該
命

令
で
定
め
ら
れ
た
原
則
及
び
手
続
に
し
た
が
っ
て
、
組
織
さ
れ
た

地
方
組
織
に
つ
い
て
当
該
官
職
を
保
持
す
る
人
を
配
置
す
る
。

⑱
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
き
、
地
方
的
区
域
と
み
な
さ
れ
る
州
の

部
分
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヽ
ー
、

州
政
府
の
下
に
あ
る
地
方
組
織
中
の
（
こ
の
条
の
規
定
に
も

と
づ
く
命
令
の
実
施
上
組
織
さ
れ
た
か
他
の
規
定
に
も
と
づ
い

て
構
成
さ
れ
た
か
を
問
わ
ず
）
官
職
へ
の
直
接
募
集

側
州
内
の
地
方
機
関
の
下
に
あ
る
組
織
中
の
官
職
へ
の
直
接
募

集
州
内
の
大
学
又
は
州
政
府
の
監
督
の
下
に
あ
る
そ
の
他
の
教

育
機
関
へ
の
入
学

優
遇
又
は
留
保
が
与
え
ら
れ
又
は
行
わ
れ
る
範
囲
、
方
法
及
び

一
六
六

（
一
六
六
）



当
該
命
令
で
定
め
ら
れ
た
、
当
該
州
の
公
務
に
お
け
る
官
職
へ

の
、
又
は
当
該
州
内
の
地
方
機
関
の
監
督
の
下
に
あ
る
官
職
の
職

階
へ
の
任
命
、
配
置
又
は
昇
任

⑯
当
該
命
令
で
定
め
ら
れ
た
、
当
該
州
の
公
務
に
お
け
る
官
職
の

職
階
へ
、
州
の
下
に
あ
る
文
官
職
の
職
階
へ
、
又
は
州
内
の
地
方

機
関
の
監
督
の
下
に
あ
る
官
職
の
職
階
へ
任
命
、
配
置
又
は
昇
任

(a) 
条
件
を
、
当
該
組
織
、
大
学
又
は
そ
の
他
の
教
育
施
設
に
関
し
て
、

当
該
命
令
で
定
め
ら
れ
た
期
間
中
、
そ
の
地
方
に
居
住
し
又
は
勉

学
し
て
い
た
志
願
者
に
対
し
、
又
は
そ
の
者
の
た
め
に
、
次
に
掲

げ
る
方
法
で
規
定
す
る
。

①
命
令
で
、
当
該
目
的
の
た
め
に
⑯
号
で
規
定
さ
れ
た
組
織
に

お
け
る
官
職
へ
の
直
接
募
集
の
方
法

圃
命
令
で
、
当
該
目
的
の
た
め
に
⑯
号
で
規
定
さ
れ
た
大
学
又

は
そ
の
他
の
教
育
施
設
へ
の
入
学
の
方
法

⑱
大
統
領
は
、
命
令
で
、
一
九
七
三
年
憲
法
（
第
三
二
次
改
正
）
法

施
行
直
前
に
、
（
最
高
裁
判
所
以
外
の
）
裁
判
所
又
は
審
判
所
若
し
く
は

次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
て
当
該
命
令
中
に
定
め
ら
れ
た
そ
の
他
の
機
関

が
行
使
す
る
こ
と
の
で
き
た
管
轄
権
、
権
限
及
び
職
権
を
含
む
管
轄
権
、

権
限
及
び
職
権
を
行
使
す
る
た
め
、
ア
ン
ド
ラ
・
ブ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
行
政

審
判
所
の
構
成
に
つ
き
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

け
そ
の
管
轄
権
内
に
あ
る
事
項
に
関
す
る
手
続
で
あ
り
、
当
該
命

令
の
施
行
直
前
、
（
最
高
裁
判
所
以
外
の
）
裁
判
所
、
審
判
所
又

は
そ
の
他
の
機
関
に
係
属
し
て
い
る
手
続
を
、
当
該
命
令
で
定
め

た
審
級
の
行
政
審
判
所
に
移
送
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と

⑱
大
統
領
が
必
要
と
み
な
し
た
補
足
的
、
付
随
的
及
び
結
果
的
規

定
（
手
数
料
及
び
証
拠
制
限
、
証
拠
法
則
に
関
す
る
規
定
又
は
適

(b) 
さ
れ
る
者
の
優
先
順
位

伺
当
該
命
令
で
定
め
ら
れ
た
、
当
該
州
の
公
務
に
お
け
る
官
職
の

職
階
へ
、
州
の
下
に
あ
る
文
官
職
の
職
階
へ
、
又
は
州
内
の
地
方

機
関
の
監
督
の
下
に
あ
る
官
職
の
職
階
へ
任
命
、
配
置
又
は
昇
任

さ
れ
る
者
の
そ
の
他
の
勤
務
条
件

④
⑱
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
命
令
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
含
む
。

⑭
 
大
統
領
が
命
令
で
定
め
る
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
事
項
及
び

当
該
命
令
に
も
と
づ
き
行
政
審
判
所
が
適
当
と
認
め
る
事
項
に
関

す
る
不
服
申
立
て
の
救
済
提
出
を
受
理
す
る
権
限
を
行
政
審
判
所

に
与
え
る
こ
と

一
六
七

（
一
六
七
）

大
統
領
が
必
要
と
み
な
し
た
（
行
政
審
判
所
の
侮
辱
処
罰
権
に

関
す
る
規
定
を
含
む
）
行
政
審
判
所
の
権
限
、
権
能
及
び
手
続
に

関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と



用
除
外
若
し
く
は
読
替
に
よ
り
、
そ
の
と
き
に
施
行
さ
れ
て
い
た

法
律
の
適
用
に
つ
い
て
の
規
定
を
含
む
）
を
設
け
る
こ
と

倒
事
件
を
最
終
的
に
処
理
す
る
行
政
審
判
所
の
命
令
は
、
州
政
府
に

よ
る
確
認
が
あ
っ
た
日
又
は
当
該
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
日
か
ら
三
月
経
過

す
る
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
早
い
日
に
確
定
す
る
。

た
だ
し
、
州
政
府
は
、
文
書
で
、
か
つ
、
そ
の
中
で
明
示
さ
れ
た
理
由

に
も
と
づ
い
て
な
さ
れ
た
特
別
命
令
に
よ
り
、
そ
れ
が
確
定
す
る
前
に
行

政
審
判
所
の
命
令
を
変
更
又
は
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
行
政
審
判
所
の
命
令
は
、
変
更
さ
れ
た
形
式
に
お
い
て
の
み
効

力
を
有
し
又
は
有
し
な
い
。

⑱
⑮
項
た
だ
し
書
に
も
と
づ
き
、
州
政
府
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
す
ぺ

て
の
特
別
命
令
は
、
そ
れ
が
発
せ
ら
れ
た
後
す
み
や
か
に
、
州
議
会
の
両

議
院
に
提
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑦
当
該
州
の
高
等
裁
判
所
は
、
行
政
審
判
所
に
対
す
る
い
か
な
る
監

督
権
も
有
し
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
裁
判
所
（
最
高
裁
判
所
を
除
く
）

又
は
審
判
所
も
行
政
審
判
所
の
又
は
行
政
審
判
所
に
関
す
る
管
轄
権
、
権

限
、
権
能
に
服
す
る
事
項
に
関
す
る
管
轄
権
、
権
限
又
は
権
能
を
行
使
し

な
い
。

大
統
領
が
、
行
政
審
判
所
の
継
続
的
存
置
が
不
必
要
だ
と
み
な
し

た
場
合
に
は
、
命
令
で
、
当
該
行
政
審
判
所
を
廃
止
し
、
当
該
廃
止
直
前

(8) 
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(10) 
に
当
該
審
判
所
に
係
属
し
て
い
た
事
件
の
移
送
及
び
処
理
の
た
め
適
当
と

み
な
す
規
定
を
当
該
命
令
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑨
裁
判
所
、
審
判
所
そ
の
他
の
機
関
の
判
決
、
決
定
、
命
令
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
そ
の
者
に
対
す
る
当
該
任
命
、
補
職
、
昇

任
又
は
転
任
が
、
そ
の
と
き
に
効
力
を
有
し
、
当
該
任
命
、
補
職
、
昇
任

又
は
転
任
に
関
し
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
州
内
又
は
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ

州
の
一
部
分
内
に
お
け
る
住
所
に
関
す
る
要
件
に
つ
い
て
定
め
る
法
律
に

し
た
が
っ
て
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
の
み
に
も
と
づ
い
て
違
法
若

し
く
は
無
効
と
み
な
さ
れ
、
又
は
違
法
若
し
く
は
無
効
と
な
る
こ
と
は
な

、。

り
次
に
掲
げ
る
任
命
、
補
職
、
昇
任
又
は
転
任
で
あ
っ
て
、

り
一
九
五
六
年
―
一
月
一
日
よ
り
前
に
存
在
し
て
い
た
ハ
イ
デ

ラ
バ
ー
ド
州
政
府
又
は
そ
の
地
方
機
関
の
下
に
あ
る
官
職
に
つ

い
て
、
当
該
期
日
よ
り
前
に
な
さ
れ
た
も
の

圃
一
九
七
三
年
憲
法
（
第
三
二
次
改
正
）
法
施
行
前
、
ア
ン
ド

ラ
・
。
フ
ラ
デ
シ
ュ
州
政
府
又
は
そ
の
地
方
機
関
の
下
に
あ
る
官

職
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の

⑱
伺
号
に
規
定
さ
れ
た
者
に
よ
り
、
又
は
そ
の
者
に
関
し
て
と
ら

れ
た
措
置
又
は
な
さ
れ
た
事
項

こ
の
条
及
び
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
に
よ
り
な
さ
れ
た
命
令

一
六
八

（
一
六
八
）



の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
の
他
の
規
定
及
び
そ
の
と
き
に
効
力
を
有
す
る
そ

の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
七
＿

E
条
（
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
お
け
る
中
央
大
学
）

国
会
は
、
法
律
で
、
ア
ン
ド
ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
お
け
る
大
学
の
設

置
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(95) 

第
三
七
―

F
条
（
シ
ッ
キ
ム
に
関
す
る
特
別
規
定
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

(b) (a) (c) 

シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
は
、
三

0
人
以
上
の
議
員
で
構
成
す
る
。

一
九
七
五
年
憲
法
（
第
三
六
次
改
正
）
法
施
行
日
以
後
、
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
『
指
定
日
』
と
い
う
）

り
一
九
七
四
年
四
月
、
シ
ッ
キ
ム
に
お
い
て
行
わ
れ
た
選
挙
の
結

果
選
挙
さ
れ
た
三
二
人
の
議
員
（
以
下
『
在
席
議
員
』
と
い
う
）
で

構
成
さ
れ
た
シ
ッ
キ
ム
州
議
院
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ

い
て
正
当
に
構
成
さ
れ
た
シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
と
み
な
さ
れ
る
。

圃
在
席
議
員
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
正
当
に
選
挙

さ
れ
た
シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
の
議
員
と
み
な
さ
れ
る
。

圃
当
該
州
立
法
議
院
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
州
立

法
議
院
の
権
限
を
行
使
し
、
そ
の
作
用
を
遂
行
す
る
。

⑯
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
と
み
な
さ
れ

(96) 

る
議
院
の
場
合
、
第
一
七

1

一
条
①
項
に
お
け
る
五
年
の
期
間
と
い
う

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

Q97) 

規
定
は
、
四
年
の
期
間
に
つ
い
て
の
規
定
と
解
釈
す
る
も
の
と
し
、

当
該
四
年
の
期
間
は
指
定
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

⑱
国
会
が
法
律
で
別
段
の
規
定
を
設
け
る
ま
で
、
衆
議
院
の
一
議
席

が
シ
ッ
キ
ム
州
に
割
当
て
ら
れ
、
シ
ッ
キ
ム
国
会
選
挙
区
と
よ
ば
れ

る
―
つ
の
国
会
選
挙
区
が
形
成
さ
れ
る
。

伺
指
定
日
に
存
在
し
て
い
た
衆
議
院
に
お
け
る
シ
ッ
キ
ム
の
代
表
は
、

シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
議
員
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

①
国
会
は
、
シ
ッ
キ
ム
住
民
の
各
部
門
の
権
利
及
び
利
益
を
保
護
す

る
た
め
に
、
当
該
部
門
に
属
す
る
候
補
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
、

シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
の
議
席
数
に
つ
い
て
の
規
定
及
び
当
該
部
門

の
み
に
属
す
る
候
補
者
が
シ
ッ
キ
ム
州
立
法
議
院
に
立
候
補
す
る
議

院
選
挙
区
の
範
囲
画
定
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑧
シ
ッ
キ
ム
州
知
事
は
、
平
和
の
た
め
及
び
シ
ッ
キ
ム
住
民
の
各
部

門
の
社
会
的
・
経
済
的
発
展
を
保
証
す
る
た
め
の
公
乎
な
調
整
を
行

う
特
別
責
任
を
有
し
、
こ
の
項
に
も
と
づ
く
特
別
責
任
を
履
行
す
る

に
あ
た
っ
て
シ
ッ
キ
ム
州
知
事
は
、
大
統
領
が
時
宜
に
応
じ
て
適
当

と
み
な
し
そ
の
裁
量
で
発
し
た
指
令
に
従
う
も
の
と
す
る
。

(h) 

一
六
九

（
一
六
九
）

指
定
日
直
前
、
シ
ッ
キ
ム
政
府
又
は
シ
ッ
キ
ム
政
府
の
た
め
の
そ

の
他
の
機
関
若
し
く
は
人
に
与
え
ら
れ
た
す
べ
て
の
財
産
及
び
資
産

（
シ
ッ
キ
ム
州
を
構
成
す
る
地
域
の
内
外
を
問
わ
な
い
）
は
、
指
定
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日
以
後
シ
ッ
キ
ム
州
政
府
に
与
え
ら
れ
る
。

り
シ
ッ
キ
ム
州
を
構
成
す
る
地
域
で
、
指
定
日
直
前
作
用
し
て
い
る

高
等
裁
判
所
は
、
指
定
日
以
後
シ
ッ
キ
ム
州
高
等
裁
判
所
と
み
な
さ

れ
る
。

①
シ
ッ
キ
ム
州
全
域
に
わ
た
る
、
民
事
、
刑
事
及
び
租
税
の
管
轄
権

を
有
す
る
す
べ
て
の
裁
判
所
、
司
法
、
行
政
及
び
内
閣
の
す
べ
て
の

機
関
及
び
官
吏
は
、
指
定
日
以
後
こ
の
憲
法
の
規
定
に
し
た
が
い
そ

れ
ぞ
れ
の
機
能
を
行
使
す
る
。

ぃ
シ
ッ
キ
ム
州
に
あ
る
地
域
又
は
そ
の
部
分
に
お
い
て
、
指
定
日
直

前
効
力
を
有
し
て
い
た
す
べ
て
の
法
律
は
、
権
限
を
有
す
る
議
会
又

は
そ
の
他
の
機
関
に
よ
り
改
正
又
は
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
当
該
地
域

に
お
い
て
効
力
を
継
続
す
る
。

①
シ
ッ
キ
ム
州
の
行
政
に
関
し
て
、
伯
項
で
規
定
す
る
法
律
の
適
用

を
促
進
す
る
た
め
、
及
び
当
該
法
律
の
条
項
を
こ
の
憲
法
の
規
定
に

調
和
さ
せ
る
た
め
、
大
統
領
は
、
指
定
日
か
ら
二
年
以
内
、
命
令
で
、

必
要
性
又
は
便
宜
に
応
じ
て
廃
止
又
は
改
正
に
よ
り
、
当
該
読
替
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
す
べ
て
の
法
律
は
、
こ
の
読
替

に
も
と
づ
い
て
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
当
該
読
替
は
、
い
か
な

る
裁
判
所
の
審
査
に
も
服
さ
な
い
も
の
と
す
る
。

最
高
裁
判
所
及
び
そ
の
他
の
裁
判
所
は
、
シ
ッ
キ
ム
に
関
す
る
条

（
一
七

0
)

約
、
協
定
、
協
約
又
は
そ
の
他
の
文
書
か
ら
生
じ
た
紛
争
又
は
そ
の

他
の
条
項
で
あ
っ
て
、
指
定
日
よ
り
前
に
締
結
又
は
執
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
か
つ
、
イ
ン
ド
政
府
又
は
そ
の
先
任
政
府
の
あ
る
も
の

が
一
当
事
者
で
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
管
轄
権
を
有
し
な
い
。
た
だ

し
、
こ
の
条
に
お
け
る
規
定
は
、
第
一
四
三
条
の
条
項
に
抵
触
す
る

よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

⑯
大
統
領
は
、
公
示
に
よ
り
、
そ
の
適
切
と
み
な
し
た
制
限
又
は
読

替
を
し
て
、
当
該
公
示
日
に
イ
ン
ド
の
一
州
で
効
力
を
有
す
る
法
令

を
、
シ
ッ
キ
ム
州
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＠
こ
の
条
の
前
項
ま
で
の
規
定
を
施
行
す
る
に
さ
い
し
て
、
困
難
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
大
統
領
は
、
命
令
で
、
当
該
困
難
を
除
去
す
る

た
め
に
必
要
と
み
な
し
た
あ
ら
ゆ
る
措
置
（
他
の
条
文
の
読
替
を
含

む
）
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
指
定
日
よ
り
二
年
を
経
過
し
た
後
は
、
当
該
命
令
を
発

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑲
指
定
日
に
始
ま
り
一
九
七
五
年
憲
法
（
第
三
六
次
改
正
）
法
が
大

統
領
の
裁
可
を
受
け
る
日
直
前
に
終
わ
る
期
間
中
、
シ
ッ
キ
ム
州
又

は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
又
は
そ
れ
に
関
連
し
て
行
わ
れ

た
す
べ
て
の
事
項
又
は
す
べ
て
の
行
為
は
、
そ
れ
が
一
九
七
五
年
憲

法
（
第
三
六
次
改
正
）
法
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
こ
の
憲
法
の
規
定
に

一
七
〇



(b) 抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
当
該
改
正
法
の
規
定

に
も
と
づ
い
て
有
効
に
な
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

第
三
七
二
条
（
既
存
の
法
律
の
効
力
の
継
続
及
び
そ
の
適
合
化
）

い
第
一
＿
＿
九
五
条
に
規
定
す
る
法
令
の
こ
の
憲
法
に
よ
る
廃
止
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
の
憲
法
の
そ
の
他
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法

施
行
直
前
イ
ン
ド
領
内
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
一
切
の
法
律
は
、
権
限

あ
る
議
会
又
は
権
限
あ
る
そ
の
他
の
機
関
に
よ
り
変
更
し
、
廃
止
し
、
又

は
改
正
さ
れ
る
ま
で
効
力
を
継
続
す
る
。

③
大
統
領
は
、
イ
ン
ド
領
内
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
法
律
の
規
定

を
こ
の
憲
法
の
規
定
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
命
令
で
、
当
該
法
律
の
廃
止

又
は
改
正
に
よ
り
、
必
要
又
は
適
当
と
み
と
め
る
読
替
を
行
い
、
ま
た
、

当
該
命
令
で
定
め
る
期
日
以
後
当
該
法
律
が
そ
の
読
替
の
制
限
内
に
お
い

て
効
力
を
有
す
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
読
替
は
、
裁
判

所
に
お
い
て
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑥
②
項
の
規
定
は
、

(98) 

日
こ
の
憲
法
の
施
行
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
ま
で
大
統
領

に
法
律
の
読
替
を
な
す
権
限
を
与
え
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら

ず、
同
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
が
読
替
を
し
た
法
律
を
権

限
あ
る
議
会
又
は
権
限
あ
る
そ
の
他
の
機
関
が
廃
止
し
又
は
改
正

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
七

〔
原
注
I
〕
こ
の
条
に
い
う
『
効
力
を
有
す
る
法
律
』
と
は
、
こ
の

憲
法
施
行
前
イ
ン
ド
領
内
に
お
け
る
権
限
あ
る
議
会
又
は
権
限
あ
る
そ
の

他
の
機
関
が
可
決
又
は
制
定
し
た
法
律
で
あ
っ
て
、
こ
の
憲
法
施
行
前
廃

止
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
も
の
と
し
、
当
該
法
律
の
全
部
又
は
一
部

が
当
時
イ
ン
ド
領
の
全
部
又
は
一
部
に
施
行
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か

否
か
を
問
わ
な
い
。

〔
原
注
II
〕
イ
ン
ド
領
内
に
お
け
る
議
会
又
は
権
限
あ
る
そ
の
他
の

機
関
が
可
決
又
は
制
定
し
た
法
律
で
あ
っ
て
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
イ
ン

ド
領
内
に
お
け
る
と
同
様
に
イ
ン
ド
領
外
に
対
し
て
も
効
力
を
有
し
た
も

の
は
、
当
該
読
替
の
制
限
内
に
お
い
て
当
該
領
土
に
対
し
て
効
力
を
継
続

す
る
。〔

原
注

m〕

こ
の
条
の
規
定
は
、
臨
時
的
法
律
の
効
力
を
、
そ
の
定

め
る
期
間
を
経
過
し
た
日
以
後
又
は
こ
の
憲
法
が
施
行
さ
れ
な
い
も
の
と

し
た
場
合
に
お
い
て
期
限
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
日
以
後
、
な
お
、
そ

の
効
力
を
継
続
さ
せ
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

〔
原
注

w〕
一
九
三
五
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
第
八
八
条
の
規
定
に
も

と
づ
い
て
旧
州
の
知
事
が
発
し
た
命
令
で
こ
の
憲
法
施
行
直
前
効
力
を
有

す
る
も
の
は
、
対
応
す
る
州
の
知
事
が
事
前
に
廃
止
し
た
場
合
を
除
き
、

第
三
八
二
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
き
そ
の
州
立
法
議
院
が
こ
の
憲
法
施

（
一
七
一
）

す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。



行
後
最
初
に
集
会
し
た
日
か
ら
六
週
間
を
経
過
し
た
日
に
お
い
て
効
力
を

失
う
も
の
と
し
、
こ
の
条
の
規
定
は
、
当
該
命
令
の
効
力
を
当
該
期
間
を

こ
え
て
継
続
さ
せ
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
9
9
)
 

第
三
七
二

A
条
（
法
律
を
適
合
化
す
る
大
統
領
の
権
限
）

①
大
統
領
は
、
一
九
五
六
年
憲
法
（
第
七
次
改
正
）
法
施
行
直
前
、

イ
ン
ド
又
は
そ
の
一
部
に
お
い
て
効
力
を
有
し
て
い
た
法
律
の
規
定
を
同

法
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
こ
の
憲
法
の
規
定
に
適
合
さ
せ
る
た
め
、
一
九
五

七
年
―
一
月
一
日
よ
り
前
に
発
せ
ら
れ
た
命
令
で
、
廃
止
又
は
改
正
に
よ

り
必
要
又
は
妥
当
と
認
め
る
当
該
法
律
の
読
替
を
行
い
、
当
該
命
令
で
定

め
る
期
日
以
後
、
当
該
法
律
が
そ
の
読
替
の
制
限
内
に
お
い
て
効
力
を
有

す
る
旨
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
読
替
は
、
裁
判
所
に
お
い
て

審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

③
①
項
の
規
定
は
、
同
項
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
が
読
替
を
し
た
法

律
を
、
権
限
あ
る
議
会
又
は
権
限
あ
る
そ
の
他
の
機
関
が
廃
止
し
又
は
改

正
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
七
三
条
（
一
定
の
場
合
に
お
け
る
予
防
拘
禁
者
に
関
す
る
大
統
領

の
命
令
権
）

第
二
二
条
⑦
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
国
会
が
規
定
を
設
け
る
日
又
は

こ
の
憲
法
施
行
後
一
年
を
経
過
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
期
日
ま
で
、
同

条
の
規
定
は
同
条
④
項
及
び
⑦
項
中
「
国
会
」
と
あ
る
も
の
は
「
大
統
領
」

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

（
一
七
二
）

「
国
会
の
制
定
す
る
法
律
」
と
あ
る
も
の
は
「
大
統
領
の
制
定
す
る

命
令
」
と
読
替
え
て
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

第
l
-
＿
七
四
条
（
連
邦
法
院
裁
判
官
及
び
連
邦
法
院
又
は
イ
ギ
リ
ス
枢
密

院
に
係
属
中
の
訴
訟
に
関
す
る
規
定
）

①
こ
の
憲
法
施
行
直
前
在
任
す
る
連
邦
法
院
の
裁
判
官
は
、
他
に
選

任
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
と

な
り
、
か
つ
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
に
関
し
第
―
二
五
条
の
規
定
に
も
と

づ
い
て
規
定
さ
れ
る
俸
給
及
び
手
当
並
び
に
休
暇
及
び
年
金
に
関
す
る
権

利
を
有
す
る
。

③
こ
の
憲
法
施
行
の
さ
い
、
民
事
た
る
と
刑
事
た
る
と
を
問
わ
ず
、

連
邦
法
院
に
係
属
中
の
一
切
の
訴
訟
、
上
訴
及
び
訴
訟
手
続
は
、
最
高
裁

判
所
へ
移
送
さ
れ
る
も
の
と
し
、
最
高
裁
判
所
は
、
そ
れ
を
審
理
し
、
か

つ
、
判
決
す
る
権
限
を
有
す
る
。
ま
た
、
こ
の
憲
法
施
行
前
連
邦
法
院
が

下
し
、
又
は
発
し
た
判
決
又
は
命
令
は
、
最
高
裁
判
所
が
下
し
、
又
は
発

し

た

と

同

様

の

効

力

を

有

す

る

。

・

③
イ
ン
ド
領
内
の
裁
判
所
の
下
し
た
判
決
、
決
定
又
は
命
令
に
関
す

る
上
訴
又
は
請
願
を
処
理
す
る
イ
ギ
リ
ス
枢
密
院
の
管
轄
権
の
行
使
は
、

当
該
管
轄
権
の
行
使
が
法
律
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
憲

法
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
憲
法
施
行
後
上
訴

又
は
請
願
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
枢
密
院
令
は
、
最
高
裁
判
所

と、

一
七



が
こ
の
憲
法
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
管
轄
権
を
行
使
し
て
発
す
る
命
令
又
は

指
令
と
同
様
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

④
こ
の
憲
法
施
行
の
日
以
後
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
内
の
裁

判
所
の
下
し
た
判
決
、
決
定
又
は
命
令
に
関
す
る
上
訴
又
は
請
願
を
受
理

し
、
又
は
処
理
す
る
当
該
州
の
枢
密
院
と
し
て
の
権
限
を
有
す
る
機
関
の

管
轄
権
は
、
消
減
す
る
も
の
と
し
、
当
該
機
関
に
係
属
中
の
上
訴
そ
の
他

の
訴
訟
手
続
は
、
こ
の
憲
法
施
行
の
日
に
お
い
て
最
高
裁
判
所
に
移
送
さ

れ
、
そ
の
処
理
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

⑲
こ
の
条
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
は
、
国
会
が
法

律
で
定
め
る
。

第
三
七
五
条
（
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
け
る
裁
判
所
、
機
関
及
び

公
務
員
の
権
能
の
継
続
）

イ
ン
ド
領
の
全
域
に
わ
た
り
、
民
事
、
刑
事
及
び
租
税
の
管
轄
権
を
有

す
る
す
べ
て
の
裁
判
所
並
び
に
司
法
、
執
行
及
び
行
政
の
権
限
を
有
す
る

す
べ
て
の
機
関
及
び
公
務
員
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、

そ
の
権
限
を
引
き
続
き
行
使
す
る
。

第
三
七
六
条
（
高
等
裁
判
所
裁
判
官
に
関
す
る
規
定
）

い
第
ニ
―
七
条
③
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前

在
任
す
る
旧
州
の
高
等
裁
判
所
裁
判
官
は
、
他
に
選
任
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
対
応
す
る
州
の
高
等
裁
判
所
裁
判
官
と
な
り
、

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

高
等
裁
判
所
裁
判
官
に
関
し
第
二
ニ
―
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
定
め
ら

れ
る
俸
給
及
び
手
当
並
び
に
休
暇
及
び
年
金
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る
。

当
該
裁
判
官
は
、
イ
ン
ド
公
民
で
な
い
場
合
に
も
、
当
該
高
等
裁
判
所

の
所
長
又
は
他
の
高
等
裁
判
所
の
所
長
若
し
く
は
裁
判
官
に
任
命
さ
れ
る

(IOo) 

資
格
を
有
す
る
。

③
 
こ
の
憲
法
施
行
直
前
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
に
対
応
す
る

イ
ン
ド
藩
王
国
に
在
任
す
る
高
等
裁
判
所
裁
判
官
は
、
他
に
選
任
さ
れ
な

い
か
ぎ
り
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
当
該
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
の

高
等
裁
判
所
裁
判
官
と
な
り
、
第
ニ
―
七
条
①
項
及
び
③
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
同
条
た
だ
し
書
の
制
限
内
に
お
い
て
、
大
統
領
が
命
令
で
決
定

す
る
期
間
が
経
過
し
た
日
ま
で
引
き
続
き
在
任
す
る
。

⑨
こ
の
条
に
い
う
『
裁
判
官
』
に
は
、
臨
時
代
理
裁
判
官
又
は
補
佐

裁
判
官
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
l

-

＿
七
七
条
（
イ
ン
ド
会
計
検
査
院
長
に
関
す
る
規
定
）

こ
の
憲
法
施
行
直
前
在
任
す
る
イ
ン
ド
会
計
検
査
長
官
は
、
他
に
選
任

さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
会
計
検
査
院
長
に
関
す
る

第
一
四
八
条
⑥
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
俸
給
並
び
に
休
暇

及
び
年
金
に
関
す
る
権
利
を
有
し
、
か
つ
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
当
該
長

官
に
適
用
さ
れ
た
規
定
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
任
期
の
満
了
す
る
日

ま
で
引
き
続
き
在
任
す
る
権
利
を
有
す
る
。

一七―――

（
一
七
三
）



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

第
三
七
八
条
（
公
務
委
員
会
に
関
す
る
規
定
）

①
こ
の
憲
法
施
行
直
前
在
任
す
る
イ
ン
ド
自
治
領
公
務
委
員
会
委
員

は
、
他
に
選
任
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
連
邦
公
務

委
員
会
委
員
と
な
り
、
か
つ
、
第
三
一
六
条
①
項
及
び
＠
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
同
条
③
項
た
だ
し
書
の
制
限
内
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法
施
行

直
前
当
該
委
員
に
適
用
さ
れ
た
規
則
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
任
期
の

満
了
す
る
日
ま
で
引
き
続
き
在
任
す
る
。

③
こ
の
憲
法
施
行
直
前
在
任
す
る
旧
州
の
公
務
委
員
会
委
員
又
は
二

以
上
の
旧
州
の
た
め
に
在
任
す
る
公
務
委
員
会
委
員
は
、
他
に
選
任
さ
れ

な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
州
の
公
務

委
員
会
委
員
又
は
二
以
上
の
対
応
す
る
州
の
た
め
の
合
同
公
務
委
員
会
委

員
と
な
り
、
か
つ
、
第
三
一
六
条
①
項
及
び
③
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
条
②
項
た
だ
し
書
の
制
限
内
に
お
い
て
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
当
該
委

員
に
適
用
さ
れ
た
規
則
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
任
期
の
満
了
す
る
日

ま
で
引
き
続
き
在
任
す
る
。

(101) 

第
三
七
八
A
条
（
特
別
規
定
）

第
一
七
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五
六
年
州
再
編
成
法
第
二

八
条
及
び
第
二
九
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
ア
ン
ド
ラ
・
プ

ラ
デ
シ
ュ
州
立
法
議
院
は
、
す
み
や
か
に
解
散
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
同

法
第
二
九
条
で
規
定
す
る
日
か
ら
五
年
の
間
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
当

（
一
七
四
）

(102) 

第
三
七
九
条
2
第
一
一
＿
九
一
条
〔
削
除
〕

第
三
九
二
条
（
困
難
を
排
除
す
る
た
め
の
大
統
領
の
権
限
）

①
何
ら
か
の
困
難
、
特
に
一
九
三
五
年
イ
ン
ド
統
治
法
の
規
定
か
ら

こ
の
憲
法
の
規
定
に
移
行
す
る
際
に
起
こ
り
う
る
困
難
を
除
去
す
る
た
め
、

大
統
領
は
、
命
令
で
、
当
該
命
令
で
定
め
る
期
間
中
こ
の
憲
法
の
適
用
に

つ
い
て
大
統
領
が
必
要
又
は
妥
当
と
認
め
る
読
替
又
は
適
用
除
外
を
す
る

旨
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
当
該
命
令
は
、
第
五
編
第
二
章
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
正
式

に
構
成
さ
れ
た
国
会
が
最
初
の
会
議
を
行
っ
た
後
は
、
こ
れ
を
発
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

②
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
命
令
は
、
国

会
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

⑱
こ
の
条
、
第
三
二
四
条
、
第
三
六
七
条
⑥
項
及
び
第
三
九
一
条
の

規
定
に
よ
り
大
統
領
に
与
え
ら
れ
る
権
限
は
、
こ
の
憲
法
施
行
前
は
イ
ン

ド
自
治
領
総
督
が
行
使
す
る
。

第
二
二
編

略
称
、
施
行
及
び
廃
止

第
三
九
三
条
（
略
称
）

該
期
日
の
満
了
に
よ
り
当
該
立
法
議
院
は
解
散
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る。

一
七
四



こ
の
憲
法
を
イ
ン
ド
憲
法
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
九
四
条
（
施
行
）

こ
の
条
並
び
に
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
、
第

六
0
条
、
第
三
二
四
条
、
第
三
六
六
条
、
第
三
六
七
条
、
第
三
七
九
条
、

第
三
八

0
条
、
第
三
八
八
条
、
第
三
九
一
条
、
第
三
九
二
条
及
び
第
三
九

三
条
の
規
定
は
、
即
時
こ
れ
を
施
行
し
、
こ
の
憲
法
の
そ
の
他
の
規
定
は
、

こ
の
憲
法
の
施
行
日
と
し
て
こ
の
憲
法
が
規
定
す
る
一
九
五

0
年
一
月
二

六
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
三
九
五
条
（
廃
止
）

一
九
四
七
年
イ
ン
ド
独
立
法
並
び
に
一
九
三
五
年
イ
ン
ド
統
治
法
及
び

こ
れ
を
修
正
・
補
足
す
る
一
切
の
法
令
は
、
一
九
四
九
年
枢
密
院
令
を
除

き
、
廃
止
す
る
。

（
訳
注
）

(

1

)

第
二
三
八
条
一
箇
条
か
ら
な
る
第
七
編
（
第
一
付
則
B
編
に
規

定
す
る
州
）
は
、
一
九
五
六
年
憲
法
第
七
次
改
正
法
に
よ
り
削
除

さ
れ
た
。

(

2

)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
、
「
第
一
付
則

c

編
に
規
定
す
る
州
」
と
い
う
表
題
が
現
在
の
形
に
改
め
ら
れ
た
。

(

3

)

憲
法
第
七
次
改
正
ま
で
、
第
二
三
九
条
は
次
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
た
。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
七
五

「
①
こ
の
編
の
他
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
第
一
付
則
C

編
に
規
定
す
る
州
の
行
政
は
、
大
統
領
が
行
う
も
の
と
し
、
適

当
と
み
と
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
任
命
す
る
弁
務
長

官

(
C
h
i
e
f
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
)

若
し
く
は
弁
事

(
L
i
e
u
t
e
n
a
n
t

G
o
v
e
r
n
o
r
)
又
は
隣
接
す
る
州
の
政
府
を
通
じ
て
行
う
。

た
だ
し
、
大
統
領
は
、
次
の
措
置
を
と
っ
た
後
で
な
け
れ
ば
隣

接
す
る
州
の
政
府
を
通
じ
て
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑭
関
係
政
府
と
の
協
議

⑯
大
統
領
が
最
も
適
当
と
認
め
る
方
法
で
被
統
治
州
住
民
の

意
見
を
確
か
め
る
こ
と

＠
こ
の
条
に
い
う
州
に
は
、
州
の
一
部
を
含
む
も
の
と
す
る
。
」

(

4

)

こ
の
第

1

一
三
九
A
条
は
、
憲
法
第
一
四
次
改
正
（
一
九
六
二
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

5

)

こ
の
項
に
規
定
さ
れ
る
連
邦
領
は
、
変
更
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、

一
九
七

0
年
ヒ
マ
カ
ル
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
法
に
よ
り
「
ヒ
マ
カ
ル

・
プ
ラ
デ
シ
ュ
」
が
削
除
さ
れ
、
一
九
七
一
年
北
東
地
域
再
編
成

法

2
orth ,
 
E
a
s
t
e
r
n
 A
r
e
a
s
'
(
R
e
o
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
)
 
A
c
t
)

に
よ

り
「
マ
ニ
プ
ー
ル
、
ト
リ
プ
ラ
」
が
削
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
憲

法
第
二
七
次
改
正
（
一
九
七
一
年
）
及
び
第
三
七
次
改
正
(
-
九

七
五
年
）
を
経
て
現
在
の
規
定
と
な
っ
た
。
（
一
九
八
三
年
現
在
）

(

6

)

こ
の
第
二
三
九
B
条
は
、
憲
法
第
二
七
次
改
正
（
一
九
七
一
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

7

)

こ
の
第
二
三
九
B
条
に
④
項
が
憲
法
第
三
八
次
改
正
（
一
九
七

（
一
七
五
）



五
年
）
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
が
、
第
四
四
次
改
正
に
よ
り
削
除
さ

れ
た
。
こ
の
④
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
④
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
①
項
に
規
定

す
る
行
政
官
の
認
定
は
、
最
終
的
な
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
理

由
に
よ
ろ
う
と
も
裁
判
所
の
審
理
に
は
服
さ
な
い
も
の
と
す
る
。
」

(

8

)

こ
の
第
二
四
〇
条
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
(
-
九
五
六
年
）
に

よ
り
改
正
さ
れ
た
。
改
正
前
の
第
二
四
〇
条
は
、
次
の
よ
う
に
規

定
し
て
い
た
。

「
①
国
会
は
、
法
律
で
、
第
一
付
則
C
編
に
規
定
さ
れ
、
か
つ
、

弁
務
長
官
又
は
弁
事
を
通
じ
て
統
治
さ
れ
る
州
に
対
し
て
、
当
該

法
律
で
定
め
る
構
成
、
権
限
及
び
機
能
を
有
す
る
。

伺
州
議
会
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
、
選
挙
さ
れ
た
機
関
若

し
く
は
指
名
と
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
機
関
若
し
く
は

⑮
諮
問
会
議
若
し
く
は
大
臣
会
議

の
い
ず
れ
か
一
方
又
は
双
方
を
設
置
し
、
又
は
存
続
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

③
①
項
の
規
定
に
よ
る
法
律
が
こ
の
憲
法
を
改
正
し
又
は
改
正

す
る
の
と
同
じ
効
力
を
有
す
る
規
定
を
含
む
場
合
に
お
い
て
も
、

当
該
法
律
は
第
三
六
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
憲

法
の
改
正
と
は
み
な
さ
な
い
。
」

(

9

)

こ
の
⑯
号
は
「
the
Laccadive, 
M
i
n
i
c
o
y
 a
n
d
 A
m
i
n
d
i
v
i
 

Islands」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が

the
Laccadive, 
M
i
n
i
c
o
y
 

a
n
d
 A
m
i
n
d
i
v
i
 Islands (Alteration of N
a
m
e
)
 
Act• 

1
9
7
3
 

関
法

第
三
九
巻
第
一
号

に
よ
り
変
更
さ
れ
た
。

(

1

0

)

憲
法
第
一

0
次
改
正
（
一
九
六
一
年
）
に
よ
り
伺
号
、
第
―
二

次
改
正
（
一
九
六

1

一
年
）
に
よ
り
⑭
号
、
第
一
四
次
改
正
（
一
九

六
二
年
）
に
よ
り
伺
号
、
そ
し
て
第
二
七
次
改
正
（
一
九
七
一
年
）

に
よ
り
①
号
及
び
＠
号
が
挿
入
さ
れ
た
。

(

1

1

)

こ
の
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
一
四
次
改
正
（
一
九
六

1

一
年
）
に

よ

り

設

け

ら

れ

た

。

｀

(

1

2

)

こ
の
第
二
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
二
七
次
改
正
(
-
九
七
一
年
）

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(
1
3
)

「a
n
y
existing l
a
w」
と
い
う
表
現
が
、
憲
法
第
二
七
次
改

正
に
よ
り
現
在
の
「
a
n
y
other 
l
a
w」
と
い
う
表
現
に
改
め
ら

れ
た
。

(

1

4

)

こ
の
第
二
四
一
条
⑱
項
及
び
④
項
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
（
一

九
五
六
年
）
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
。

改
正
前
の
⑥
項
及
び
④
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
⑥
こ
の
憲
法
の
規
定
の
制
限
内
及
び
こ
の
憲
法
に
も
と
づ
い

て
州
議
会
に
与
え
ら
れ
る
権
限
に
も
と
づ
き
当
該
州
議
会
が
制
定

す
る
法
律
の
規
定
の
制
限
内
で
、
第
一
付
則
C
編
に
規
定
す
る
州

又
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
地
域
に
お
い
て
こ
の
憲
法
施
行
直
前
管
轄

権
を
有
す
る
高
等
裁
判
所
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
当
該
州
又
は
こ

れ
に
含
ま
れ
る
地
域
に
関
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
。

④
こ
の
条
の
規
定
は
、
第
一
付
則
A
編
又
は
B
編
に
規
定
す
る

州
の
高
等
裁
判
所
の
管
轄
権
を
、
第
一
付
則
C
編
に
規
定
す
る
州

一
七
六

（
一
七
六
）



又
は
そ
れ
に
含
ま
れ
る
地
域
に
拡
張
し
又
は
こ
れ
か
ら
除
外
す
る

国
会
の
権
限
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
」

(
1
5
)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
第
二

四
二
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
①
国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
ク
ー

ル
グ
立
法
参
事
会
の
組
織
、
権
限
及
び
機
能
は
、
こ
の
憲
法
施
行

直
前
の
も
の
と
同
一
と
す
る
。

②
ク
ー
ル
グ
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
る
収
入
及
び
ク
ー
ル
グ
の
支

出
に
関
す
る
規
定
は
、
大
統
領
が
そ
の
た
め
に
命
令
に
よ
り
別
段

の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
変
更
さ
れ
な
い
。
」

(

1

6

)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
、
こ

の
第
九
編
（
第
一
付
則
D
編
に
規
定
す
る
領
域
及
び
同
付
則
に
規

定
さ
れ
て
い
な
い
そ
の
他
の
領
域
）
は
、
そ
の
第
二
四
三
条
で
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
①
第
一
付
則
D
編
に
規
定
す
る
領
域
及
び
同
付
則
に
規
定
さ

れ
て
い
な
い
領
域
で
あ
っ
て
イ
ン
ド
領
に
属
す
る
も
の
の
行
政
は
、

大
統
領
が
行
う
も
の
と
し
、
適
当
と
認
め
る
範
囲
に
お
い
て
、
そ

の
任
命
す
る
弁
務
長
官
そ
の
他
の
機
関
を
通
じ
て
行
う
。

②
大
統
領
は
、
当
該
領
域
の
平
和
的
か
つ
善
良
な
統
治
を
行
う

た
め
に
規
則
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
規
則
は
、
国
会

が
制
定
す
る
法
律
又
は
そ
の
時
に
お
い
て
当
該
領
域
に
適
用
さ
れ

る
既
存
の
法
律
を
廃
止
又
は
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

当
該
規
則
が
大
統
領
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
と
き
に
は
、
当
該
領
域

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
七
七

に
対
し
国
会
の
制
定
法
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
。
」

(

1

7

)

こ
の
①
項
は
、
「
ア
ッ
サ
ム
州
を
除
く
第
一
付
則
A
編
又
は
B

編
に
規
定
す
る
州
の
…
…
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第
七

次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
と
一
九
七
一
年
北
東
地
域
再
編
成
法
に

よ
っ
て
現
在
の
規
定
と
な
っ
た
。

(
1
8
)

第
二
五
七
A
条
（
連
邦
軍
隊
そ
の
他
の
武
力
の
配
備
に
よ
る
州

へ
の
援
助
）
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り

新
設
さ
れ
た
が
、
第
四
四
次
改
正
(
-
九
七
八
年
）
に
よ
り
削
除

さ
れ
た
。
こ
の
第
二
五
七
A
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
①
イ
ン
ド
政
府
は
、
法
と
秩
序
の
容
易
な
ら
ざ
る
状
況
に
対

処
す
る
た
め
に
連
邦
軍
隊
又
は
連
邦
の
指
揮
下
に
あ
る
そ
の
他
の

武
力
を
い
か
な
る
州
に
も
配
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
州
に
配
備
さ
れ
た
軍
隊
若
し
く

は
武
力
又
は
そ
の
分
遣
隊
若
し
く
は
部
隊
は
、
イ
ン
ド
政
府
が
発

す
る
指
令
に
し
た
が
っ
て
行
動
す
る
も
の
と
し
、
当
該
指
令
に
別

段
の
定
め
の
な
い
か
ぎ
り
、
州
政
府
又
は
州
政
府
の
下
に
あ
る
官

吏
若
し
く
は
機
関
の
監
督
又
は
統
制
に
服
す
る
。

⑱
国
会
は
、
当
該
配
備
期
間
中
い
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
配

備
さ
れ
た
、
軍
隊
又
は
そ
の
分
遣
隊
若
し
く
は
部
隊
の
人
員
の
権

限
、
機
能
、
権
利
・
義
務
を
法
律
で
規
定
す
る
。
」

(

1

9

)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
こ
の
第
二
五
八
A

条
が
設
け
ら
れ
た
。

(
2
0
)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
第
二

（
一
七
七
）



五
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
い
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
付
則
B
編
に
規

定
す
る
州
で
あ
っ
て
こ
の
憲
法
施
行
直
前
軍
隊
を
有
す
る
も
の
は
、

国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
大
統
領
が
そ
の

た
め
に
随
時
発
す
る
一
般
命
令
又
は
特
別
命
令
の
制
限
内
に
お
い

て
引
き
続
き
軍
隊
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＠
①
項
に
規
定
す
る
軍
隊
は
、
連
邦
軍
隊
の
一
部
を
な
す
も
の

と
す
る
。
」

(

2

1

)

憲
法
第
七
次
改
正
(
-
九
五
六
年
）
前
の
第
二
六
四
条
は
、
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
こ
の
編
に
お
い
て
は
、
文
脈
の
許
す
か
ぎ
り
、

伺
『
財
務
委
員
会
』
と
は
、
第
二
八

0
条
の
規
定
に
も
と
づ

い
て
設
置
さ
れ
る
財
務
委
員
会
を
い
う
。

⑯
『
州
』
に
は
、
第
一
付
則
C
編
に
規
定
す
る
州
を
含
ま
な

、。
'
>
 伺

第
一
付
則
C
編
に
規
定
す
る
州
に
は
、
第
一
付
則
D
編
に

規
定
す
る
州
及
び
イ
ン
ド
領
を
構
成
す
る
領
域
で
あ
っ
て
当
該
付

則
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
」

(

2

2

)

一
九
五

0
年
、
イ
ン
ド
非
常
基
金
法

(the

C
o
n
t
i
n
g
e
n
c
y
 

F
u
n
d
 of 
I
n
d
i
a
 Act, 1
9
5
0
)

が
制
定
さ
れ
た
。

(

2

3

)

こ
の
＠
号
は
、
憲
法
第
六
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
追

加
さ
れ
た
。
ま
た
、
⑯
号
は
憲
法
第
四
六
次
改
正
(
-
九
八
二
年
）

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

関
法

第
一
二
九
巻
第
一
号

(
2
4
)

こ
の
⑥
項
は
、
憲
法
第
六
次
改
正
(
-
九
五
六
年
）
に
よ
り
新

設
さ
れ
た
。
当
初
「
…
…
阪
売
又
は
購
買
…
…
」
と
定
め
ら
れ
て

い
た
が
、
第
四
六
次
改
正
(
-
九
八
二
年
）
に
よ
り
、
「
…
・
・
・
販

売
若
し
く
は
購
買
又
は
委
託
・
・
：

．．
 
」
と
改
め
ら
れ
た
。

，
ー
，

(
2
5
)

こ
の

A
項
は
、
憲
法
第
二

1

一
次
改
正
(
-
九
六
九
年
）
に
よ
り

ー,1, 

設
け
ら
れ
た
。

(

2

6

)

第
二
七
八
条
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
(
-
九
五
六
年
）
に
よ
り

削
除
さ
れ
た
。
こ
の
第
二
七
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

こ。t
 

「
①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
政
府
は
③
項

の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
第
一
付

則
B
編
に
規
定
す
る
州
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

伺
当
該
州
内
に
お
い
て
イ
ン
ド
政
府
が
課
す
る
こ
と
の
で
き

る
租
税
の
賦
課
及
び
徴
収
並
び
に
こ
の
章
の
規
定
に
よ
る
収
入
以

外
の
収
入
の
配
分

⑱
州
が
従
来
課
し
て
い
た
租
税
が
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
よ

り
イ
ン
ド
政
府
に
お
い
て
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
減
収
が
生
じ
た
場
合
又
は
そ
の
他
の
財
源
に
減
収
を

生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
州
に
対
し
て
す
る
イ
ン
ド
政
府
か

ら
の
財
政
援
助

伺
第
二
九
一
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
イ
ン
ド
政
府
が

行
う
支
払
い
に
関
す
る
州
の
分
担
金

ま
た
、
当
該
協
定
が
成
立
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
章
の
規
定
は

一
七
八

（
一
七
八
）



当
該
協
定
の
条
項
の
制
限
内
に
お
い
て
当
該
州
に
対
し
て
効
力
を

有
す
る
。

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
く
協
定
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
一
〇

年
を
こ
え
な
い
期
間
効
力
を
有
す
る
。

た
だ
し
、
大
統
領
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
後

は
い
つ
で
も
、
財
務
委
員
会
の
報
告
を
考
慮
し
た
後
必
要
と
認
め

る
と
き
に
は
当
該
協
定
を
廃
止
又
は
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(

2

7

)

当
初
、
伺
号
及
び
⑱
号
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

「
伺
第
二
七
八
条
①
項
又
は
第
一
―

10六
条
の
規
定
に
も
と
づ
い

て
、
イ
ン
ド
政
府
と
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
と
の
間
に
締

結
さ
れ
る
協
定
の
条
件
を
継
続
又
は
改
正
す
る
こ
と
、
及
び

⑱
財
政
を
健
全
に
す
る
た
め
、
大
統
領
か
ら
財
務
委
員
会
へ

付
託
す
る
そ
の
他
の
事
項
」

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
、
こ
の
向
号
が
削
除

さ
れ
、
⑱
号
が
伺
号
と
な
っ
た
。

(

2

8

)

こ
の
①
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
原
注
が
つ
い
て
い
た
が
、
憲
法

第
六
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

「
〔
原
注
〕
貨
物
の
売
買
に
関
す
る
一
般
法
令
に
も
と
づ
い
て

貨
物
の
所
有
権
が
他
の
州
に
転
移
す
る
事
実
に
か
か
わ
ら
ず
、
伺

号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
売
買
の
直
接
の
結
果
と
し
て
州

内
で
の
消
費
の
た
め
州
内
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
の

売
買
は
、
州
内
に
お
け
る
売
買
と
み
な
す
も
の
と
す
る
。
」

(
2
9
)

こ
の
第
二
八
六
条
の
＠
項
、
⑥
項
は
、
当
初
、
次
の
よ
う
に
規

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
七
九

定
さ
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第
六
次
改
正
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
。

「
＠
国
会
が
法
律
で
別
段
の
定
め
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
州
の

法
律
は
州
際
通
商
と
し
て
行
わ
れ
る
貨
物
の
売
買
に
対
し
租
税
を

賦
課
す
る
旨
又
は
賦
課
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
旨
を
規
定
し
て
は

な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
州
政
府
が
適
法
に
課
し
て
い
た

貨
物
の
売
買
に
対
す
る
税
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
は
、
命
令
で
、

こ
の
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
一
九
五
一
年
三
月
三
一

日
ま
で
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑱
国
会
が
法
律
で
社
会
生
活
上
重
要
で
あ
る
と
定
め
る
貨
物
に

対
し
売
買
税
を
課
す
る
旨
又
は
課
す
る
こ
と
を
承
認
す
る
旨
を
規

定
す
る
州
議
会
の
法
律
は
、
大
統
領
の
考
慮
を
求
め
る
た
め
に
留

保
さ
れ
そ
の
認
証
を
得
な
い
か
ぎ
り
、
効
力
を
有
し
な
い
。
」

ま
た
、
憲
法
第
四
六
次
改
正
に
よ
り
、
⑥
項
が
改
正
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
前
⑥
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
＠
州
際
通
商
又
は
取
引
に
お
い
て
と
く
に
重
要
で
あ
る
と
国

会
が
法
律
で
定
め
た
貨
物
の
売
買
に
対
す
る
税
を
課
し
又
は
課
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
州
の
法
律
は
、
国
会
が
法
律
で
定
め
る
税

徴
収
制
度
、
税
率
及
び
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
制
限
及
び
条
件

に
し
た
が
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(

3

0

)

こ
の
第
二
九

0
A条
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

3

1

)

こ
の
第
二
九
一
条
は
、
憲
法
第
二
六
次
改
正
(
-
九
七
一
年
）

（
一
七
九
）



に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
当
初
、
第
二
九
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
定

め
て
い
た
。

「
但
こ
の
憲
法
施
行
前
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
が
イ
ン
ド
藩
王
国

統
治
者
と
の
間
に
締
結
し
た
協
約
又
は
協
定
に
よ
り
、
当
該
統
治

者
の
手
元
金
と
し
て
イ
ン
ド
自
治
領
政
府
が
課
税
さ
れ
な
い
一
定

の
金
額
を
支
出
す
る
こ
と
を
保
障
又
は
確
約
し
て
い
る
場
合
に
お

い
て
は
、

伺
当
該
金
額
は
、
イ
ン
ド
統
合
基
金
の
負
担
と
な
り
、
こ
れ

よ
り
支
出
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

⑯
当
該
統
治
者
に
支
払
わ
れ
る
金
額
は
、
全
て
の
所
得
税
を

免
除
さ
れ
る
。

③
前
項
に
規
定
す
る
藩
王
国
が
第
一
付
則
A
編
又
は
B
編
に
規

定
す
る
州
に
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

イ
ン
ド
政
府
か
ら
支
出
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
こ
れ
に
関
し
て

州
統
合
甚
金
か
ら
そ
の
負
担
額
を
支
払
う
も
の
と
し
、
そ
の
額
及

び
そ
の
支
払
い
の
期
間
は
、
第
二
七
六
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ

＜
協
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
大
統
領
が
命
令
で
定
め
る
。
」

憲
法
第
七
次
改
正
(
-
九
五
六
年
）
に
よ
り
、
こ
の
③
項
が
削

除
さ
れ
、
第
二
九
一
条
は
、
①
項
の
み
か
ら
な
る
条
文
と
な
っ
て

、こ。
し

t

(32)

当
初
、
こ
の
第
二
九
七
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
が
、

憲
法
第
四

0
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
。

「
イ
ン
ド
領
海
（
又
は
大
陸
棚
）
内
に
お
け
る
海
底
の
一
切
の
土

関
法

第
一
二
九
巻
第
一
号

地
、
鉱
物
そ
の
他
の
有
価
物
は
、
連
邦
に
帰
属
し
、
連
邦
の
た
め

に
保
有
さ
れ
る
。
」
な
お
、
（
）
内
は
、
憲
法
第
一
五
次
改
正

（
一
九
六
三
年
）
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(

3

3

)

当
初
、
こ
の
第
二
九
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
が
、

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
。

「
①
連
邦
及
び
各
州
の
行
政
権
は
、
当
該
議
会
の
制
定
す
る
法

律
の
制
限
内
に
お
い
て
、
連
邦
又
は
州
の
た
め
に
保
有
さ
れ
る
財

産
を
譲
与
し
、
処
分
し
又
は
担
保
に
供
し
、
ま
た
、
連
邦
又
は
州

の
た
め
に
財
産
を
買
い
受
け
、
取
得
し
又
は
契
約
を
締
結
す
る
権

限
を
含
む
。

③
連
邦
又
は
州
の
た
め
に
取
得
さ
れ
た
財
産
は
、
連
邦
又
は
州

に
帰
属
す
る
。
」

(

3

4

)

第一―

-
O
O
A条
一
箇
条
か
ら
成
る
こ
の
第
四
章
は
、
憲
法
第
四

四
次
改
正
(
-
九
七
八
年
）
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

3

5

)

こ
の
第
三

0
五
条
は
、
憲
法
第
四
次
改
正
(
-
九
五
五
年
）
に

よ
り
改
正
さ
れ
た
。
当
初
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「第一―

-0
一
条
及
び
第
一
―

IOI―
一
条
の
規
定
は
、
大
統
領
が
命
令
で

別
段
の
規
定
を
設
け
な
い
か
ぎ
り
、
既
存
の
法
律
の
効
力
に
影
轡

を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
」

(

3

6

)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
、
こ
の
第
一
―

10六

条
は
削
除
さ
れ
た
。
第
三

0
六
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
だ
っ
た
。

「
こ
の
編
中
の
前
条
ま
で
の
規
定
又
は
こ
の
憲
法
の
他
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
憲
法
施
行
前
に
お
い
て
他
の
州
か
ら
の
貨
物

一
八
〇

（
一
八

0
)



の
輸
入
又
は
他
の
州
へ
の
貨
物
の
輸
出
に
対
し
て
税
を
課
し
て
い

た
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
は
、
イ
ン
ド
政
府
と
協
定
し
た

と
き
に
は
、
当
該
協
定
の
条
項
の
制
限
内
に
お
い
て
、
か
つ
、
こ

の
憲
法
施
行
後
一

0
年
を
こ
え
な
い
範
囲
で
当
該
協
定
に
規
定
し

た
期
間
当
該
税
を
課
し
又
は
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
大
統
領
は
、
こ
の
憲
法
施
行
の
日
か
ら
五
年
を
経
過

し
た
と
き
は
、
第
二
八

0
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
置
か
れ
る
財

務
委
員
会
の
報
告
を
考
慮
し
た
後
必
要
と
認
め
る
と
き
は
何
時
で

も
当
該
協
定
を
廃
止
し
又
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(

3

7

)

憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
、
「
：
：
・
・
第
一
付

則
A
編
又
は

B
編
に
規
定
す
る
州
を
い
う
。
」
が
現
在
の
形
に
改

め
ら
れ
た
。

(
3
8
)

こ
の
③
項
及
び
⑱
項
は
、
憲
法
第
一
五
次
改
正
(
-
九
六
三
年
）

に
よ
り
改
正
さ
れ
た
。
当
初
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。

「
②
③
項
に
規
定
す
る
者
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
採
ら
れ
た
措

置
に
対
し
弁
明
す
る
合
理
的
な
機
会
を
与
え
ら
れ
、
理
由
を
示
さ

れ
な
い
か
ぎ
り
、
罷
免
、
解
任
又
は
降
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

た
だ
し
、
こ
の
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場

合
に
は
適
用
し
な
い
。

伺
刑
事
訴
追
に
よ
り
有
罪
と
さ
れ
た
行
為
を
理
由
と
し
て
罷

免
、
解
任
若
し
く
は
降
任
さ
れ
る
場
合
、

⑯
罷
免
、
解
任
若
し
く
は
降
任
を
行
う
権
限
の
あ
る
機
関
が
、

あ
る
理
由
を
記
録
と
し
て
残
す
必
要
か
ら
当
該
弁
明
の
機
会
若
し

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

八

（
一
八
一
）

く
は
理
由
の
告
知
を
与
え
る
こ
と
を
合
理
的
に
適
切
で
あ
る
と
認

め
な
い
場
合
、
又
は

伺
大
統
領
若
し
く
は
知
事
が
、
国
家
の
安
全
の
た
め
本
人
に

か
か
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
を
不
都
合
と
認
め
た
場
合

⑥
③
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
理
由
を
示
す
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
合
理
的
に
適
切
か
否
か
に
つ
き
疑
義
を
生
ず
る
と
き
に
は
、

罷
免
、
解
任
又
は
降
任
を
行
う
権
限
を
有
す
る
機
関
の
決
定
が
最

終
的
の
も
の
と
な
る
。
」

ま
た
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り
、
③
項

か
ら
次
の
文
言
が
削
除
さ
れ
た
。

「
…
…
ま
た
、
当
該
調
査
後
、
そ
の
者
に
当
該
処
分
を
課
す
る
こ

と
が
提
議
さ
れ
た
場
合
に
は
、
提
議
さ
れ
た
処
分
に
つ
き
陳
述
を

な
す
合
理
的
な
機
会
が
与
え
ら
れ
る
ま
で
は
、
当
該
調
査
中
挙
示

さ
れ
た
証
拠
に
も
と
づ
い
て
の
み
（
罷
免
、
解
任
又
は
降
任
さ
れ

る。）」

③
項
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ

り
表
現
上
の
改
正
が
な
さ
れ
た
。

(39)

「
第
一
五
編
の
規
定
・
…
.. 
」
が
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一
九

七
六
年
）
に
よ
り
「
第
六
編
第
六
章
又
は
第
一
―
編
の
規
定
•
…

.. 
」

と
改
正
さ
れ
た
。

(
4
0
)

「
全
イ
ン
ド
的
司
法
官
職
を
含
む
」
と
い
う
文
言
が
、
憲
法
第

四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(

4

1

)

⑱
項
及
び
④
項
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
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よ
り
追
加
さ
れ
た
。

(
4
2
)

こ
の
第
三
一
1

1

A
条
は
、
憲
法
第
二
八
次
改
正
(
-
九
七
二
年
）

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(
4
3
)

憲
法
第

1

一
八
次
改
正
（
一
九
七
二
年
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
、

こ
の
第
三
一
四
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
こ
の
憲
法
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
イ
ン
ド
大
統
領
又

は
枢
密
院
に
お
け
る
イ
ン
ド
大
臣
に
よ
り
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ
ギ

リ
ス
国
王
の
文
官
に
任
命
さ
れ
た
者
で
あ
っ
て
こ
の
憲
法
施
行
の

際
イ
ン
ド
政
府
若
し
く
は
州
政
府
の
下
に
お
い
て
服
務
し
、
か
つ
、

こ
の
憲
法
施
行
後
も
こ
れ
ら
の
政
府
の
下
に
お
い
て
服
務
す
る
も

の
は
、
事
情
の
許
す
か
ぎ
り
、
そ
の
服
務
す
る
イ
ン
ド
政
府
又
は

州
政
府
か
ら
、
こ
の
者
が
憲
法
施
行
直
前
有
し
て
い
た
の
と
同
様

の
俸
給
、
休
暇
若
し
く
は
年
金
に
関
す
る
服
務
条
件
又
は
規
律
事

項
に
関
す
る
権
利
そ
の
他
類
似
し
た
権
利
を
有
す
る
。
」

＇ー、

(

4

4

)

こ
の
A
項
は
、
憲
法
第
一
五
次
改
正
（
一
九
六
三
年
）
に
よ
り

cl 

設
け
ら
れ
た
。

(
4
5
)

当
初
、
「
六

0
歳
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第
四
一
次

改
正
（
一
九
七
六
年
）
に
よ
り
「
六
二
歳
」
と
改
め
ら
れ
た
。

(

4

6

)

こ
の
第
一
四
A
編
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一
九
七
六
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

4

7

)

当
初
、
「
国
会
及
び
州
議
会
の
選
挙
に
よ
り
又
は
そ
れ
に
関
し

て
生
ず
る
疑
義
及
び
紛
争
を
決
定
す
る
選
挙
審
判
所
の
任
命
を
含

む
（
権
限
）
…
…
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第
一
九
次
改

（
一
八
二
）

正
（
一
九
六
六
年
）
に
よ
り
、
こ
の
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。

(
4
8
)

こ
の
第
三
二
九
条
の
あ
と
に
、
憲
法
第
三
九
次
改
正
（
一
九
七

五
年
）
に
よ
り
第
三
二
九
A
条
（
首
相
及
び
議
長
の
国
会
議
員
選

挙
に
関
す
る
特
別
規
定
）
が
設
け
ら
れ
た
が
、
憲
法
第
四
四
次
改

正
(
-
九
七
八
年
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

「
①
第
五
編
第
二
章
の
規
定
（
第
一

0
二
条
①
項
伺
号
の
規
定

を
除
く
）
に
し
た
が
い
、
次
に
掲
げ
る
選
挙
は
、
国
会
が
制
定
し

た
法
律
に
よ
り
又
は
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
規
定
さ
れ
た
機
関
（
第

三
1

一
九
条
⑯
項
に
規
定
さ
れ
た
機
関
で
な
い
も
の
）
若
し
く
は
組

織
に
よ
り
、
か
つ
、
当
該
方
法
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
審
査
さ
れ

な
い
も
の
と
す
る
。

⑭
当
該
選
挙
の
と
き
に
首
相
の
地
位
に
あ
り
又
は
当
該
選
挙

後
首
相
に
任
命
さ
れ
る
者
の
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
の
議
員
選

挙
⑲
当
該
選
挙
の
と
き
に
衆
議
院
議
長
の
地
位
に
あ
り
又
は
当

該
選
挙
後
に
議
長
に
選
任
さ
れ
る
者
の
、
衆
議
院
議
員
選
挙

ま
た
、
当
該
法
律
は
、
当
該
選
挙
が
審
査
さ
れ
る
事
由
を
含
む
、

当
該
選
挙
に
つ
い
て
の
疑
義
及
び
紛
争
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項

を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
い
項
で
規
定
す
る
法
律
の
効
力
及
び
当
該
法
律
に
も
と
づ
い

て
機
関
又
は
組
織
が
な
し
た
決
定
は
、
裁
判
所
で
審
査
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
。

⑥
あ
る
者
が
、
首
相
に
任
命
さ
れ
る
と
き
又
は
衆
議
院
議
長
に

．
 

八



選
任
さ
れ
る
と
き
で
、
そ
の
者
の
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
の
選

挙
又
は
衆
議
院
議
員
選
挙
に
関
し
て
、
第
三
二
九
条
⑯
項
に
規
定

す
る
選
挙
訴
願
が
係
属
中
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
選
挙
訴
願
は
、

そ
の
者
の
首
相
へ
の
任
命
又
は
衆
議
院
議
長
へ
の
選
任
を
中
止
さ

せ
る
。
た
だ
し
、
当
該
選
挙
は
、
い
項
に
規
定
す
る
法
律
に
も
と

づ
い
て
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑥
一
九
七
五
年
憲
法
（
第
三
九
次
改
正
）
法
施
行
前
、
国
会
に

よ
り
制
定
さ
れ
た
法
律
は
、
選
挙
訴
願
に
関
し
又
は
そ
れ
に
関
連

す
る
事
項
で
あ
る
か
ぎ
り
、
国
会
の
い
ず
れ
か
の
議
院
に
つ
い
て

①
項
で
規
定
す
る
者
の
選
挙
に
適
用
さ
れ
又
は
適
用
さ
れ
て
き
た

と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
当
該
選
挙
は
、
そ
れ
が
当

該
選
挙
を
無
効
と
宣
言
す
る
こ
と
の
で
き
る
理
由
に
も
と
づ
い
て

無
効
と
さ
れ
又
は
無
効
と
さ
れ
て
き
た
と
み
な
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
当
該
施
行
前
、
当
該
法
律
に
も
と
づ
い
て
無
効
と
宣

言
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
施
行
前
に
当
該
選
挙
に
よ
り
無
効
で
あ
る

と
宣
言
す
る
命
令
を
裁
判
所
が
出
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該

選
挙
は
す
べ
て
の
点
に
つ
い
て
効
力
を
継
続
す
る
も
の
と
し
、
当

該
命
令
及
び
当
該
命
令
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
認
定
は
無
効
で
あ

り
、
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

⑮
最
高
裁
判
所
に
、
一
九
七
五
年
憲
法
（
第
一
―
―
九
次
改
正
）
法

施
行
直
前
係
属
し
て
い
る
、
④
項
に
規
定
す
る
裁
判
所
の
命
令
に

対
す
る
上
告
又
は
対
抗
上
告
は
、
⑭
項
の
規
定
に
適
合
す
る
よ
う

に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
八

（
一
八
三
）

⑱
こ
の
条
の
規
定
は
、
こ
の
憲
法
の
他
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

効
力
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
」

(

4

9

)

「
ア
ッ
サ
ム
部
族
地
域
及
び
ナ
ガ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
指
定
部
族

を
除
く
…
・
:
」
と
い
う
文
言
が
、
憲
法
第
三
一
次
改
正
(
-
九
七

三
年
）
に
よ
り
現
在
の
規
定
に
改
め
ら
れ
た
。

(50)

こ
の
⑥
項
は
、
憲
法
第
三
一
次
改
正
(
-
九
七
三
年
）
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
。

(51)

こ
の
原
注
及
び
そ
の
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一

九
七
六
年
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

5

2

)

「
ア
ッ
サ

'1部
族
地
域
及
び
ナ
ガ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
指
定
部
族

を
除
く
…
・
:
」
と
い
う
文
言
が
、
憲
法
第
三
一
次
改
正
（
一
九
七

―
―
一
年
）
に
よ
り
、
現
在
の
形
に
改
め
ら
れ
た
。

(

5

3

)

「
シ
ロ
ン
屯
営
地
及
び
自
治
市
を
含
む
選
挙
区
を
除
き
…
…
」

と
い
う
文
言
が
、
一
九
七
一
年
北
東
地
域
再
編
成
法
に
よ
り
削
除

さ
れ
た
。

(
5
4
)
-
0年
単
位
で
延
長
さ
れ
て
き
て
お
り
、
憲
法
第
四
五
次
改
正

（
一
九
八

0
年
）
に
よ
り
、
「
三

0
年
」
が
「
四

0
年
」
と
改
め

ら
れ
た
。

(55)

こ
の
第
三
五

0
A条
及
び
第
三
五

O
B条
は
、
憲
法
第
七
次
改

正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

5

6

)

「
反
乱

(
a
r
m
e
d
r
e
b
e
l
l
i
o
n
)
」
の
語
は
、
憲
法
第
四
四
次
改

正
(
-
九
七
八
年
）
に
よ
り
、
「
内
乱

(internal

d
i
s
t
u
r
b
a
n
 ,
 

c
e
)
」
の
語
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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(
5
7
)

「
イ
ン
ド
全
域
又
は
当
該
布
告
で
定
め
た
そ
の
領
域
の
部
分
に

関
し
て
」
と
い
う
箇
所
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一
九
七
六
年
）

に
よ
り
挿
入
さ
れ
た
。

(
5
8
)

こ
の
原
注
は
、
憲
法
第
四
四
次
改
正
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
。

(
5
9
)

第
三
五
二
条
は
、
制
定
当
初
①
項
ー
⑱
項
か
ら
成
る
も
の
で
あ

,', 

汲
憲
法
第
四
二
次
改
正
に
よ
り
A
項
が
設
け
ら
れ
た
。
③
項
、

2
 

,
1し

A
項
及
び
⑱
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

り
i「

③
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
布
告
は
、

ぃ
こ
れ
に
次
い
で
発
せ
ら
れ
る
布
告
で
廃
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
。⑯

国
会
の
両
議
院
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伺
国
会
の
両
議
院
の
決
議
に
よ
り
承
認
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、

二
月
が
経
過
し
た
日
に
お
い
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

た
だ
し
、
衆
議
院
解
散
中
に
布
告
が
発
せ
ら
れ
又
は
布
告
が
発

せ
ら
れ
た
後
伺
号
に
規
定
す
る
二
月
内
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
参
議
院
が
当
該
布
告
を
承
認
す
る
決
議
を
可
決

し
、
衆
議
院
が
当
該
期
間
経
過
前
に
布
告
を
承
認
す
る
決
議
を
可

決
し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
布
告
は
再
編
成
後
の
衆
議
院
の
最
初

の
開
会
の
日
か
ら
三

0
日
を
経
過
す
る
前
に
衆
議
院
が
当
該
布
告

を
承
認
す
る
決
議
を
可
決
し
な
い
か
ぎ
り
、
当
該
一
―

10日
が
経
過

し
た
日
に
お
い
て
そ
の
効
力
を
失
う
。

',‘ A

①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
る
布
告
が
、
こ
れ
に

2
 

＇
ー
し

（
一
八
四
）

次
い
で
発
せ
ら
れ
る
布
告
で
変
更
さ
れ
た
と
き
に
は
、
③
項
の
規

定
は
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
発
せ
ら
れ
た
布
告
に
関
し
て

適
用
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
そ
れ
に
次
ぐ
当
該
布
告
に
関
し
て
も

適
用
さ
れ
る
。

⑥
イ
ン
ド
又
は
そ
の
領
域
の
い
ず
れ
か
の
部
分
の
安
全
が
戦
争
、

外
息
又
は
内
乱
に
よ
り
脅
か
さ
れ
て
い
る
旨
宣
言
す
る
非
常
事
態

の
布
告
は
、
大
統
領
が
そ
れ
に
関
す
る
緊
急
の
危
機
が
存
在
す
る

と
認
め
る
と
き
に
は
、
戦
争
、
外
患
又
は
内
乱
が
現
実
に
起
こ
る

以
前
に
お
い
て
も
こ
れ
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(

6

0

)

憲
法
第
四
四
次
改
正
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り
、
「
内
乱
」
が

「
反
乱
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。

(

6

1

)

こ
の
⑨
項
は
、
憲
法
第
三
八
次
改
正
(
-
九
七
五
年
）
に
④
項

と
し
て
設
け
ら
れ
、
第
四
四
次
改
正
に
よ
り
⑲
項
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
第
三
八
次
改
正
の
と
き
に
伺
項
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ

の
⑮
項
は
第
四
四
次
改
正
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

「
伺
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

⑭
①
項
及
び
⑱
項
に
規
定
す
る
大
統
領
の
認
定
は
、
最
終
的

な
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
理
由
に
も
と
づ
い
て
も
裁
判
所
で
審

査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

⑱
③
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
最
高
裁
判
所
そ
の
他
の
裁
判

所
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
い
か
な
る
理
由
に
も
と
づ
い

て
も
審
理
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
八
四



①
①
項
に
規
定
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
大
統
領
に
よ
る
布

告
で
な
さ
れ
た
宣
言

圃
当
該
布
告
の
そ
れ
に
も
と
づ
く
施
行
」

(

6

2

)

こ
の
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(
6
3
)

当
初
、
「
⑱
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
布
告
は
、
…
…
布

告
を
承
認
す
る
第
二
の
決
議
の
可
決
の
日
か
ら
六
月
を
経
過
し
た

と
き
に
お
い
て
効
力
を
失
う
。
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
憲
法

第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り
「
六
月
」
が
「
一
年
」

と
改
め
ら
れ
、
第
四
四
次
改
正
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り
現
在
の

形
に
改
正
さ
れ
た
。

(

6

4

)

当
初
、
「
六
月
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第
四
二
次
改

正
（
一
九
七
六
年
）
に
よ
り
「
一
年
」
と
改
め
ら
れ
、
第
四
四
次

改
正
に
よ
り
再
度
「
六
月
」
と
改
め
ら
れ
た
。

(
6
5
)

こ
の
固
項
は
、
憲
法
第
三
八
次
改
正
(
-
九
七
五
年
）
に
よ
り

設
け
ら
れ
、
第
四
四
次
改
正
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
初
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
伺
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
①
項
で
規
定
す
る
大

統
領
の
認
定
は
、
最
終
的
の
も
の
で
あ
り
、
い
か
な
る
理
由
に
も

と
づ
い
て
も
裁
判
所
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
」

(66)

こ
の
＠
項
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り

改
正
さ
れ
た
。
当
初
、
こ
の
③
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

こ。f
 イ

ン
ド
憲
法
（
三
）

一
八
五

（
一
八
五
）

「
③
国
会
又
は
大
統
領
若
し
く
は
①
項
伺
号
の
規
定
に
も
と
づ

く
そ
の
他
の
機
関
が
州
議
会
の
権
限
を
行
使
し
て
制
定
す
る
法
律

は
、
第
三
五
六
条
の
規
定
に
も
と
づ
く
布
告
が
な
い
場
合
に
は
、

国
会
、
大
統
領
又
は
そ
の
他
の
機
関
が
制
定
す
る
権
限
を
欠
く
限

度
に
お
い
て
、
当
該
布
告
が
効
力
を
失
っ
た
第
一
年
が
経
過
し
た

日
に
、
当
該
期
間
経
過
前
既
に
な
さ
れ
又
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
た
事
項
を
除
き
、
ま
た
、
当
該
効
力
を
失
う
べ
き
条
項
が
権

限
あ
る
議
会
の
制
定
法
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
又
は
修
正
を
付
し
若

し
く
は
付
さ
な
い
で
再
制
定
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
そ
の
効
力
を

失
う
。
」

(

6

7

)

こ
の
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

6

8

)

こ
の
③
項
は
、
憲
法
第
四
四
次
改
正
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り

設
け
ら
れ
た
。

(

6

9

)

当
初
、
「
第
三
編
の
規
定
に
も
と
づ
く
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た

が
、
憲
法
第
四
四
次
改
正
(
-
九
七
八
年
）
に
よ
り
、
こ
の
よ
う

に
改
め
ら
れ
た
。

、`

(

7

0

)

こ
の

A
項
は
、
憲
法
第
三
八
次
改
正
(
-
九
七
五
年
）
に
よ
り

ー,' 

設
け
ら
れ
た
。

(71)

こ
の
た
だ
し
書
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

7

2

)

こ
の

B
項
は
、
憲
法
第
四
四
次
改
正
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り

u
 

設
け
ら
れ
た
。



(
7
3
)

憲
法
第
四
四
次
改
正
（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り
、
こ
の
③
項
は

改
正
さ
れ
た
。
当
初
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
＠
第
三
五
二
条
＠
項
の
規
定
は
、
同
条
の
規
定
に
も
と
づ
い

て
発
せ
ら
れ
た
非
常
事
態
の
布
告
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
。
」

(
7
4
)

憲
法
第
三
八
次
改
正
（
一
九
七
五
年
）
に
よ
り
、
こ
の
第
三
六

0
条
に
⑮
項
が
追
加
さ
れ
た
が
、
第
四
四
次
改
正
(
-
九
七
八
年
）

に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
⑱
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

た。「
伺
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

伺
①
項
に
規
定
す
る
大
統
領
の
認
定
は
、
最
終
的
な
も
の
で

あ
り
、
い
か
な
る
理
由
に
も
と
づ
い
て
も
裁
判
所
で
審
査
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

⑱
③
項
の
規
定
の
制
限
内
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
及
び
い

か
な
る
裁
判
所
も
次
に
掲
げ
る
事
項
の
効
力
に
関
し
、
い
か
な
る

理
由
に
も
と
づ
い
て
も
審
理
を
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

釘
①
項
に
規
定
さ
れ
た
目
的
の
た
め
大
統
領
に
よ
る
布
告

で
な
さ
れ
た
宜
言

園
当
該
布
告
の
そ
れ
に
も
と
づ
く
施
行
」

(

7

5

)

こ
の
第
三
六
―

A
条
は
、
憲
法
第
四
四
次
改
正
(
-
九
七
八
年
）

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(
7
6
)

第
三
六
二
条
は
、
憲
法
第
二
六
次
改
正
（
一
九
七
一
年
）
に
よ

り
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
第
三
六
二
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て

、
こ
。
＞ヽキ 関

法

第
三
九
巻
第
一
号

「
国
会
若
し
く
は
州
議
会
が
立
法
権
を
有
し
、
又
は
連
邦
若
し
く

は
州
が
行
政
権
を
行
使
す
る
に
さ
い
し
て
は
、
第
二
九
一
条
い
項

に
規
定
す
る
協
約
又
は
協
定
に
も
と
づ
い
て
イ
ン
ド
藩
王
国
統
治

者
の
個
人
的
権
利
、
特
権
及
び
尊
厳
に
関
し
て
与
え
ら
れ
る
保
障

に
つ
き
適
切
な
考
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(
7
7
)

こ
の
第
三
六
一
1-A
条
は
、
憲
法
第
二
六
次
改
正
（
一
九
七
一
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

_̀、

(
7
8
)

こ
の
④
項
の
あ
と
に
、

A
項
が
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一
九
七

“2 

六
年
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
が
、
第
四
三
次
改
正
(
-
九
七
七
年
）

に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
こ
の
A
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い

“い

こ。t
 

,1. 
A

『
中
央
法
』
と
は
、
州
法
以
外
の
法
律
で
、
憲
法
第
三
六

4
 

「
', 

八
条
に
も
と
づ
く
こ
の
憲
法
の
改
正
を
含
ま
な
い
も
の
を
い
う
。
」

(

7

9

)

削
除
さ
れ
た
⑩
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
⑩
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
と
は
、

伺
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
州
に
あ
っ
て
は
、
大
統
領
が
＾
イ
デ
ラ

バ
ー
ド
の
ニ
ザ
ム
と
し
て
認
め
た
者

⑯
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
、
・
マ
イ
ソ
ー
ル
州
に
あ
っ
て
は
、

大
統
領
が
当
該
州
の
マ
＾
ラ
ジ
ャ
と
し
て
認
め
た
者

伺
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
そ
の
他
の
州
に
あ
っ
て
は
、

大
統
領
が
当
該
州
の
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
と
し
て
認
め
た
者
を
い
う
。

ま
た
、
前
各
号
に
規
定
す
る
州
の
い
ず
れ
か
に
関
し
、
大
統
領

が
当
該
州
の
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
の
権
限
を
行
使
す
る
資
格
が
あ
る
と

一
八
六

（
一
八
六
）



認
め
た
者
を
含
む
。
」

(

8

0

)

こ
の
四
項
は
、
憲
法
第
二
六
次
改
正
(
-
九
七
一
年
）
に
よ
り

改
め
ら
れ
た
。
改
正
前
、
こ
の
四
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て

、こ。
し

t
「
四
ィ
ン
ド
藩
王
国
に
関
す
る
『
統
治
者
』
と
は
、
第
二
九
一

条
①
項
に
規
定
す
る
協
約
又
は
協
定
を
締
結
し
、
か
つ
、
大
統
領

が
統
治
者
と
し
て
認
め
た
王
侯
、
首
長
そ
の
他
の
者
を
い
い
、
ま

た
、
大
統
領
が
統
治
者
の
後
継
者
と
し
て
認
め
た
者
を
含
む
。
」

，
ー
、

(
8
1
)
f
i
A
項
が
憲
法
第
四

1

一
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）
に
よ
り
新
設

2
 

,1, 

さ
れ
、
第
四
三
次
改
正
（
一
九
七
七
年
）
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
。

『
州
法
』
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

Al 

「

62
 

,
1
,
 

⑭
州
の
制
定
法
又
は
連
邦
領
議
会
の
制
定
法

⑯
第
ニ
―
―
―
一
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
州
知
事
に
よ
り
公
布

さ
れ
た
政
令
又
は
第
二
三
九
B
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
連
邦
領

行
政
官
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
命
令

伺
こ
の
憲
法
施
行
前
制
定
さ
れ
た
中
央
法
で
州
管
轄
事
項
表

に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
に
関
す
る
す
べ
て
の
条
項

⑱
旧
自
治
州
に
お
い
て
州
管
轄
事
項
表
又
は
共
通
管
轄
事
項

表
に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
に
関
す
る
す
べ
て
の
条
項

向
⑭
号
、
⑯
号
、
団
号
又
は
⑱
号
で
い
う
制
定
法
、
政
令
又

は
条
項
に
も
と
づ
い
て
制
定
さ
れ
、
法
律
と
し
て
の
効
力
を
有
す

る
す
べ
て
の
告
示
、
命
令
、
計
画
、
規
則
、
規
程
若
し
く
は
細
則

又
は
そ
の
他
の
指
令

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
八
七

（
一
八
七
）

①
伺
号
の
規
定
の
適
用
を
う
け
ず
、
か
つ
、
州
政
府
若
し
く

は
連
邦
領
の
行
政
官
に
よ
り
又
は
当
該
州
政
府
若
し
く
は
行
政
官

の
下
に
あ
る
官
吏
若
し
く
は
機
関
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
、
法
律
と

し
て
の
効
力
を
有
す
る
す
べ
て
の
告
示
、
命
令
、
計
画
、
規
則
、

規
程
若
し
く
は
細
則
又
は
そ
の
他
の
指
令

⑱
州
管
轄
事
項
表
に
掲
げ
ら
れ
た
事
項
に
関
し
て
、
（
法
律

と
し
て
の
効
力
を
有
す
る
す
べ
て
の
慣
行
及
び
慣
例
を
含
む
）
そ

の
他
の
法
律
」

心

(

8

2

)

，
項
は
、
憲
法
第
四
六
次
改
正
(
-
九
八
二
年
）
に
よ
り
設
け

2
 

,_＇ 

ら
れ
た
。

(
8
3
)

箇
項
は
、
当
初
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第

七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
現
在
の
形
に
改
め
ら
れ
た
。

「
箇
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
に
関
す
る
『
ウ
パ
ラ
ジ
プ

ラ
ム
ク
』
と
は
、
大
統
領
が
当
該
州
の
ウ
。
ハ
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
と
し

て
認
め
た
者
を
い
う
。
」

(
8
4
)

こ
の
第
三
六
八
条
は
、
現
在
の
＠
項
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た

が
、
憲
法
第
二
四
次
改
正
(
-
九
七
一
年
）
に
よ
り
、
い
項
及
び

⑱
項
が
設
け
ら
れ
た
。

(85)

憲
法
第
二
四
次
改
正
(
-
九
七
一
年
）
に
よ
り
表
現
上
の
修
正

が
行
わ
れ
た
。

(86)

こ
の
④
項
及
び
⑮
項
は
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
(
-
九
七
六
年
）

に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

8

7

)

こ
の
第
ニ
―
編
の
表
題
は
、

「
暫
定
的
及
び
経
過
的
規
定
」
で



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

あ
っ
た
が
、
憲
法
第
一
三
次
改
正
（
一
九
六

1

一
年
）
に
よ
り
現
在

の
表
題
と
な
っ
た
。

(
8
8
)

こ
の
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
権
限
を

行
使
す
る
た
め
に
、
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
制
憲
議
会
の
勧
告

に
も
と
づ
い
て
、
一
九
五
二
年
―
一
月
一
七
日
以
降
、
こ
の
第
三

七
〇
条
の
原
注
は
、
次
の
よ
う
な
原
注
に
読
替
え
ら
れ
る
も
の
と

さ
れ
た
。

「
（
原
注
）
こ
の
条
に
い
う
州
政
府
と
は
、
大
統
領
が
ジ
ャ
ム

・
カ
シ
ミ
ー
ル
州
の
大
臣
会
議
の
助
言
に
も
と
づ
き
、
当
該
州
立

法
議
院
の
勧
告
に
も
と
づ
い
て
、
当
分
の
間
ジ
ャ
ム
・
カ
シ
ミ
ー

ル
知
事
と
し
て
認
め
た
者
を
い
う
。
」

(

8

9

)

こ
の
第
三
七
一
条
は
、
当
初
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
が
、
第

七
次
改
正
に
よ
り
全
面
的
に
改
正
さ
れ
た
。

「
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す

る
す
べ
て
の
州
は
、
こ
の
憲
法
施
行
後
一

0
年
間
又
は
国
会
が
当

該
州
に
関
し
法
律
で
規
定
す
る
こ
れ
よ
り
短
い
期
間
若
し
く
は
長

い
期
間
中
、
大
統
領
の
総
括
的
監
督
の
下
に
お
か
れ
る
も
の
と
し
、

ま
た
、
大
統
領
が
特
別
の
指
令
を
発
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
に
従

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
大
統
領
は
、
命
令
で
、
こ
の
条
の
規
定
が
そ
の
命
令

に
規
定
す
る
州
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
な
い
旨
を
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
」

さ
ら
に
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一
九
七
三
年
）
に
よ
り
①
項

（
一
八
八
）

が
削
除
さ
れ
た
。
削
除
さ
れ
た
り
項
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て

ヽ
こ
。

し

f
「
①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
は
、
ア
ン
ド

ラ
・
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
に
関
し
て
制
定
さ
れ
た
命
令
に
よ
っ
て
、
当

該
州
立
法
議
院
の
地
方
委
員
会
の
構
成
と
機
能
、
当
該
政
府
の
事

務
規
則
上
及
び
当
該
州
立
法
議
院
の
手
続
規
則
上
な
さ
れ
る
読
替

並
び
に
当
該
地
方
委
員
会
の
適
切
な
運
営
を
保
障
す
る
た
め
の
知

事
の
特
別
責
任
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

(

9

0

)

こ
の
第
三
七
一

A
条
は
、
憲
法
第
一
三
次
改
正
(
-
九
六
一
＿
一
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

9

1

)

一
九
六
三
年
憲
法
（
困
難
除
去
）
令

(Constitution
(
R
e
m
 ,
 

oval 
of 
Difficulties) 
O
r
d
e
r
)

は
、
こ
の
＠
号
い
目
に
次
の

よ
う
な
た
だ
し
書
が
付
加
さ
れ
て
効
力
を
有
す
る
も
の
と
規
定
し

こ。f
 

「
た
だ
し
、
知
事
は
、
首
相
の
助
言
に
も
と
づ
い
て
、
ナ
ガ
ラ
ン

卜
立
法
議
院
に
お
い
て
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
地
区
に
割
り
あ
て
ら
れ
る

議
席
を
み
た
す
た
め
、
法
律
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
者
が
選
ば
れ

る
ま
で
、
チ
ュ
ー
サ
ン
ク
問
題
大
臣
を
任
命
す
る
も
の
と
す
る
。
」

(

9

2

)

こ
の
第
三
七
―

B
条
は
、
憲
法
第
二
二
次
改
正
（
一
九
六
九
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

9

3

)

こ
の
第
三
七
―

C
条
は
、
憲
法
第
二
七
次
改
正
(
-
九
七
一
年
）

に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(

9

4

)

第
三
七
―

D
条
及
び
第
三
七
―

E
条
は
、
憲
法
第
三
二
次
改
正

一
八
八



（
一
九
七
三
年
）
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
。

(
9
5
)

こ
の
憲
法
第
三
七
―

F
条
は
、
憲
法
第
三
六
次
改
正
（
一
九
七

五
年
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(

9

6

)

当
初
「
五
年
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
憲
法
第
四
二
次
改
正
（
一

九
七
六
年
）
に
よ
り
「
六
年
」
と
改
正
さ
れ
、
第
四
四
次
改
正

（
一
九
七
八
年
）
に
よ
り
再
度
「
五
年
」
に
戻
さ
れ
た
。

(

9

7

)

同
右
、
一
旦
「
五
年
」
と
改
正
さ
れ
た
が
、
「
四
年
」
に
戻
さ

れ
た
。

(

9

8

)

憲
法
第
一
次
改
正
（
一
九
五
一
年
）
に
よ
り
「
二
年
」
が
「
三

年
」
に
改
め
ら
れ
た
。

(
9
9
)

こ
の
憲
法
第
三
七
二

A
条
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六

年
）
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(loo)

「
当
該
裁
判
官
は
、
…
…
資
格
を
有
す
る
。
」
と
い
う
規
定
は
、

憲
法
第
一
次
改
正
（
一
九
五
一
年
）
に
よ
り
追
加
さ
れ
た
。

命
~
）
こ
の
第
三
七
八
条
は
、
憲
法
第
七
次
改
正
（
一
九
五
六
年
）
に

よ
り
設
け
ら
れ
た
。

(
1
0
2
)

第
三
七
九
条
か
ら
第
三
九
一
条
ま
で
は
、
憲
法
第
七
次
改
正

（
一
九
五
六
年
）
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
次

の
よ
う
に
規
定
し
て
い
た
。

「
第
三
七
九
条
（
暫
定
国
会
及
び
そ
の
議
長
及
び
副
議
長
に
関
す

る
規
定
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
国
会
の
両
議
院
が
正
式

に
構
成
さ
れ
、
第
一
回
の
会
議
が
招
集
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
八
九

法
施
行
直
前
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法
制
定
議
会
と
し
て
権
限
を
有
す

る
機
関
が
暫
定
国
会
と
な
り
、
国
会
に
つ
い
て
こ
の
憲
法
の
規
定

に
よ
り
与
え
ら
れ
る
一
切
の
権
限
を
行
使
し
、
及
び
一
切
の
任
務

を
遂
行
す
る
。

〔
原
注
〕
こ
の
項
に
い
う
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法
制
定
議
会
は
、
次

に
掲
げ
る
者
を
含
む
。

い
③
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
規
定
さ
れ
る
州
又
は
そ
の
他
の

地
域
を
代
表
す
る
よ
う
に
選
ば
れ
る
議
員

圃
当
該
議
会
の
偶
発
的
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
に
選
ば
れ
る
議

員
③
大
統
領
は
、
規
則
で
次
に
掲
げ
る
事
項
を
規
定
す
る
。

ぃ
こ
の
憲
法
施
行
直
前
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法
制
定
議
会
に
代

表
を
出
し
て
い
な
い
州
又
は
そ
の
他
の
領
域
の
代
表
を
①
項
の

規
定
に
も
と
づ
い
て
権
能
を
有
す
る
暫
定
国
会
に
出
す
こ
と

⑯
前
号
に
規
定
す
る
州
又
は
そ
の
他
の
領
域
の
代
表
を
国
会

ヘ
選
出
す
る
方
法

伺
当
該
代
表
の
有
す
べ
き
資
格

⑥
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法
制
定
議
会
の
議
員
が
、
一
九
四
九
年
一

0
月
六
日
以
後
こ
の
憲
法
施
行
以
前
に
お
い
て
旧
州
又
は
第
一
付
則

に
規
定
す
る
州
に
対
応
す
る
旧
イ
ン
ド
藩
王
国
議
会
の
議
員
又
は
大

臣
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
事
前
に
憲
法
制
定
議
会
の
議
員
を
辞
任

し
な
い
と
き
に
は
、
こ
の
者
は
こ
の
憲
法
施
行
の
日
に
お
い
て
憲
法

制
定
議
会
の
議
員
の
資
格
を
失
う
も
の
と
し
、
そ
の
欠
員
は
、
偶
発

（
一
八
九
）
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こ
の
憲
法
に
も
と
づ
き

的
欠
員
と
み
な
す
。

④
③
項
の
規
定
に
よ
る
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
の
措
置
は
、
こ

の
憲
法
施
行
以
前
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法
制
定
議
会
に
お

い
て
当
該
欠
員
が
発
生
す
る
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

こ
の
憲
法
施
行
前
欠
員
補
充
の
た
め
に
選
挙
さ
れ
た
者
は
、
当
該
欠

員
が
発
生
す
る
ま
で
議
会
に
出
席
す
る
資
格
を
有
し
な
い
。

⑮
こ
の
憲
法
施
行
直
前
、
一
九
三
五
年
の
イ
ン
ド
統
治
法
の
規

定
に
も
と
づ
き
自
治
領
議
会
と
し
て
の
権
限
を
有
す
る
憲
法
制
定
会

議
の
議
長
又
は
躙
議
長
と
し
て
在
任
す
る
者
は
、
こ
の
憲
法
施
行
と

同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
権
能
を
有
す
る
暫
定

国
会
の
議
長
又
は
副
議
長
と
な
る
。

第
三
八
〇
条
（
大
統
領
に
関
す
る
規
定
）

①
第
五
編
第
一
章
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
大
統
領
が
選
出
さ
れ
、

そ
の
任
に
つ
く
ま
で
、
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法
制
定
議
会
が
大
統
領
と

し
て
選
出
す
る
者
は
、
イ
ン
ド
大
統
領
と
な
る
。

③
死
亡
、
辞
任
、
解
任
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
イ
ン
ド
自
治
領

憲
法
制
定
議
会
が
選
出
し
た
大
統
領
が
欠
け
た
と
き
は
、
第
三
七
九

条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
そ
の
権
能
を
有
す
る
暫
定
国
会
が
大
統
領

と
し
て
選
出
す
る
も
の
が
大
統
領
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
大

統
領
が
選
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
最
高
裁
判
所
長
官
が
大
統
領
の
職
務

を
行
う
。

第
三
八
一
条
（
大
統
領
の
大
臣
会
議
）

大
統
領
が
大
臣
と
し
て
任
命
す
る
者
は
、

大
統
領
の
大
臣
と
な
る
。
そ
の
任
命
が
あ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲
法
施

行
直
前
イ
ン
ド
自
治
領
の
大
臣
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
こ
の
憲
法
施

行
と
同
時
に
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
く
大
統
領
の
大
臣
と
な
り
、

そ
の
職
を
保
持
す
る
。

第
三
八
二
条
（
第
一
付
則
A
編
に
規
定
す
る
州
の
暫
定
議
会
に
関

す
る
規
定
）

①
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
第
一
付
則
A
編
に
規
定
す

る
州
の
議
会
の
議
院
又
は
両
議
院
が
正
式
に
構
成
さ
れ
、
第
一
回
の

会
議
が
招
集
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
権
能
を
有
す
る

対
応
す
る
旧
州
の
議
院
又
は
両
議
院
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
よ
り

州
議
会
の
議
院
又
は
両
議
院
に
与
え
ら
れ
る
権
限
を
行
使
し
、
そ
の

任
務
を
遂
行
す
る
。

③
い
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
憲
法
施
行
前
、
旧
州
の

立
法
議
院
の
再
構
成
の
た
め
の
総
選
挙
の
施
行
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る

と
き
に
は
、
そ
の
選
挙
は
こ
の
憲
法
施
行
後
に
お
い
て
も
、
な
お
、

こ
の
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
し
、
新
た
に
構
成
さ
れ
た
議
院
は
、
①
項
に
規
定
す
る

立
法
議
院
と
み
な
す
。

⑱
こ
の
憲
法
施
行
直
前
、
旧
州
の
立
法
議
院
又
は
立
法
参
事
院

の
議
長
又
は
副
議
長
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時

に
第
一
付
則
A
編
に
規
定
す
る
対
応
す
る
州
の
立
法
議
院
又
は
立
法

参
事
院
の
議
長
又
は
副
議
長
と
な
り
、
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

旧
州
の
立
法
議
院
又
は
立
法
参
事
院
が
対
応
す
る
州
の
立
法
議
院
又

一
九
〇

（
一
九

0
)



は
立
法
参
事
院
の
権
能
を
行
使
し
て
い
る
期
間
在
任
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
憲
法
施
行
前
、
旧
州
の
立
法
議
院
を
再
構
成
す
る

た
め
の
総
選
挙
の
施
行
を
命
ぜ
ら
れ
、
新
た
に
構
成
さ
れ
た
議
院
が

こ
の
憲
法
施
行
後
最
初
の
会
議
を
行
う
と
き
に
は
、
こ
の
項
の
規
定

は
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
新
た
に
構
成
さ
れ
た
議

院
が
そ
れ
ぞ
れ
議
長
及
び
副
議
長
を
選
挙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
八
三
条
（
旧
州
の
知
事
に
関
す
る
規
定
）

こ
の
憲
法
施
行
直
前
旧
州
の
知
事
の
職
に
あ
る
者
は
、
こ
の
憲
法

施
行
と
同
時
に
第
六
編
第
二
章
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
新
知
事
が
任

命
さ
れ
、
そ
の
任
に
つ
く
ま
で
は
、
第
一
付
則
A
編
に
規
定
す
る
旧

州
に
対
応
す
る
州
の
知
事
と
な
る
。

第
三
八
四
条
（
知
事
の
大
臣
会
議
）

知
事
が
州
大
臣
と
し
て
任
命
す
る
者
は
、
こ
の
憲
法
に
も
と
づ
く

知
事
の
州
大
臣
と
な
る
。
そ
の
任
命
が
あ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲
法
施

行
直
前
対
応
す
る
旧
州
の
州
大
臣
の
職
に
あ
っ
た
者
が
こ
の
憲
法
施

行
と
同
時
に
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
く
州
知
事
の
大
臣
と
な
り
、

そ
の
職
を
保
持
す
る
。

第
三
八
五
条
（
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
の
暫
定
議
会
に
関

す
る
規
定
）

こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州

の
議
会
の
議
院
又
は
両
議
院
が
正
式
に
構
成
さ
れ
、
第
一
回
会
期
が

招
集
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
対
応
す
る
イ
ン
ド
藩
王

国
の
議
会
と
し
て
の
権
能
を
有
し
た
機
構
又
は
機
関
は
、
こ
の
憲
法

イ
ン
ド
憲
法
（
三
）

一
九

の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
州
議
会
の
議
院
又
は
両
議
院
の
権
限
を

行
使
し
、
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
。

第
三
八
六
条
（
第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
の
大
臣
会
議
）

第
一
付
則
B
編
に
規
定
す
る
州
の
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
が
州
大
臣
と
し
て

任
命
す
る
者
は
、
こ
の
憲
法
に
も
と
づ
く
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
の
州
大
臣

と
な
る
。
そ
の
任
命
が
あ
る
ま
で
は
、
こ
の
憲
法
施
行
と
同
時
に
こ

の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
く
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
の
州
大
臣
と
な
り
、
そ

の
職
を
保
持
す
る
。

第
三
八
七
条
（
一
定
の
選
挙
の
た
め
の
人
口
の
決
定
に
関
す
る
特

別
規
定
）

こ
の
憲
法
施
行
後
三
年
間
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

行
わ
れ
る
選
挙
の
た
め
、
イ
ン
ド
又
は
そ
の
一
部
の
人
口
は
、
こ
の

憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領
が
命
令
で
指
示
す
る
と
こ
ろ

に
よ
り
定
め
る
も
の
と
し
、
当
該
命
令
は
、
州
毎
に
又
は
目
的
の
こ

と
な
る
ご
と
に
異
な
っ
た
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
八
八
条
（
暫
定
国
会
及
び
州
議
会
の
偶
発
的
欠
員
補
充
に
関

す
る
規
定
）

①
第
三
七
九
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
権
能
を
行
使
す
る

暫
定
国
会
の
議
席
の
偶
発
的
欠
員
（
同
条
⑥
項
及
び
④
項
に
規
定
す

る
欠
員
を
含
む
）
は
、
こ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
、

そ
の
欠
員
補
充
に
関
す
る
一
切
の
事
項
（
当
該
補
欠
選
挙
か
ら
生
じ
、

又
は
そ
れ
に
関
す
る
疑
義
及
び
紛
争
の
決
定
を
含
む
）
は
、

⑭
大
統
領
が
制
定
す
る
規
則
に
よ
り
規
制
す
る
も
の
と
し
、

（
一
九
一
）



関
法

第
三
九
巻
第
一
号

⑮
当
該
規
則
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
イ
ン
ド
自
治
領
憲
法

制
定
議
会
に
お
け
る
偶
発
的
欠
員
の
補
充
に
関
す
る
規
則
及

び
当
該
欠
員
補
充
の
際
に
は
、
又
は
こ
の
憲
法
施
行
疸
前
に

効
力
を
有
す
る
関
係
規
定
に
よ
り
、
憲
法
施
行
前
に
お
い
て

は
当
該
議
会
の
議
長
、
施
行
後
に
お
い
て
は
イ
ン
ド
大
統
領

の
定
め
る
適
用
除
外
又
は
読
替
を
し
て
、
規
制
す
る
も
の
と

す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
項
に
規
定
す
る
欠
員
と
な
っ
た
議
席
が
そ
の
欠
員

と
な
る
直
前
指
定
カ
ー
ス
ト
又
は
回
教
徒
若
し
く
は
シ
ー
ク
教
徒
に

属
す
る
者
で
あ
っ
て
旧
州
又
は
第
一
付
則
A
編
に
規
定
す
る
州
を
代

表
す
る
も
の
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
き
に
は
、
こ
れ
を
補
充

す
る
者
は
憲
法
制
定
議
会
議
長
又
は
イ
ン
ド
大
統
領
が
別
段
の
規
定

を
必
要
又
は
妥
当
と
し
な
い
か
ぎ
り
、
欠
員
と
な
っ
た
者
と
同
一
の

所
属
の
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
旧
州
又
は
第
一
付
則
A
編
に
規
定
す
る
州
の
議
員
の
補

欠
選
挙
に
際
し
、
旧
州
若
し
く
は
こ
れ
に
対
応
す
る
州
又
は
当
該
州

の
立
法
議
院
の
議
員
は
、
こ
れ
に
参
加
し
投
票
す
る
権
利
を
有
す
る
。

〔
原
注
〕
こ
の
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

伺
第
三
四
一
条
①
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
州
に
関
す
る

指
定
カ
ー
ス
ト
を
定
め
る
公
示
が
発
せ
ら
れ
る
ま
で
は
、
一

九
三
六
年
イ
ン
ド
統
治
（
指
定
カ
ー
ス
ト
）
令
に
お
い
て
旧

州
に
関
す
る
指
定
カ
ー
ス
ト
と
定
め
ら
れ
た
カ
ー
ス
ト
、
人

種
若
し
く
は
部
族
又
は
カ
ー
ス
ト
、
人
種
若
し
く
は
部
族
内

（
一
九
二
）

の
部
分
若
し
く
は
集
団
は
、
旧
州
又
は
こ
れ
に
対
応
す
る
州

に
関
す
る
指
定
カ
ー
ス
ト
と
み
な
す
。

⑱
旧
州
又
は
州
に
お
け
る
す
べ
て
の
指
定
カ
ー
ス
ト
は
、
単

一
社
会
と
み
な
す
。

③
第
三
八
二
条
又
は
第
三
八
五
条
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
権
能

を
有
す
る
州
議
会
の
議
院
又
は
両
議
院
の
議
員
の
偶
発
的
欠
員
は
、

こ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
欠
員
補
充
に
関

す
る
一
切
の
事
項
（
当
該
補
欠
選
挙
か
ら
生
じ
、
又
は
そ
れ
に
関
す

る
疑
義
及
び
紛
争
の
決
定
を
ふ
く
む
）
は
、
大
統
領
が
命
令
で
定
め

る
適
用
除
外
又
は
読
替
を
し
て
、
こ
の
憲
法
施
行
直
前
効
力
を
有
し

た
当
該
欠
員
補
充
及
び
関
係
事
項
を
規
制
す
る
規
定
に
し
た
が
っ
て

規
制
す
る
。

第
三
八
九
条
（
自
治
領
議
会
並
び
に
旧
州
及
び
旧
イ
ン
ド
藩
王
国

議
会
に
お
い
て
審
議
中
の
法
案
に
関
す
る
規
定
）

こ
の
憲
法
施
行
直
前
、
イ
ン
ド
自
治
領
議
会
又
は
旧
州
若
し
く
は

旧
イ
ン
ド
藩
王
国
議
会
に
お
い
て
審
議
中
の
法
案
は
、
こ
の
憲
法
の

規
定
に
も
と
づ
い
て
国
会
又
は
対
応
す
る
州
の
議
会
が
制
定
す
る
規

則
に
別
段
の
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
自
治
領
又
は
旧
州
若
し
く

は
イ
ン
ド
藩
王
国
議
会
に
お
け
る
法
案
の
審
議
を
国
会
又
は
対
応
す

る
州
議
会
に
お
け
る
法
案
の
審
議
と
み
な
し
て
、
国
会
又
は
対
応
す

る
州
の
議
会
に
お
い
て
引
き
続
き
審
議
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
九

0
条
（
憲
法
施
行
の
日
か
ら
一
九
五

0
年
三
月
＝
―
-
日
ま

で
の
間
の
収
納
金
及
び
支
出
金
）

一
九



こ
の
憲
法
の
規
定
で
あ
っ
て
イ
ン
ド
統
合
基
金
又
は
州
統
合
甚
金

及
び
当
該
基
金
か
ら
の
金
銭
支
出
の
承
認
に
関
す
る
も
の
は
、
こ
の

憲
法
施
行
の
日
か
ら
一
九
五

0
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
期
間
に
お
い

て
イ
ン
ド
政
府
又
は
州
政
府
が
収
納
し
若
し
く
は
起
債
し
た
金
銭
又

は
負
担
す
る
支
出
に
つ
い
て
は
適
用
し
な
い
。
ま
た
、
当
該
期
間
中

に
負
担
す
る
支
出
は
、
当
該
支
出
が
一
九
三
五
年
の
イ
ン
ド
統
治
法

の
規
定
に
し
た
が
っ
て
イ
ン
ド
自
治
領
総
督
若
し
く
は
対
応
す
る
旧

州
の
知
事
が
承
認
し
た
支
出
認
可
計
画
に
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
又
は
こ
の
憲
法
施
行
直
前
対
応
す
る
イ
ン
ド
藩
王
国
の
収
入

か
ら
の
支
出
の
承
認
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
規
則
に
し
た
が
っ

て
ラ
ジ
プ
ラ
ム
ク
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
正
式
に
承
認

さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

第
三
九
一
条
（
一
定
の
非
常
事
態
に
第
一
付
則
又
は
第
四
付
則
を

改
正
す
る
大
統
領
の
権
限
）

い
こ
の
憲
法
可
決
の
日
か
ら
こ
の
憲
法
施
行
の
日
ま
で
の
間
に

採
ら
れ
た
、
一
九
三
五
年
イ
ン
ド
統
治
法
の
規
定
に
も
と
づ
く
行
為

に
つ
い
て
、
大
統
領
が
第
一
付
則
又
は
第
四
付
則
の
改
正
を
要
す
る

と
認
め
た
と
き
に
は
、
こ
の
憲
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
統
領

は
、
命
令
で
、
当
該
行
為
に
よ
り
効
力
を
与
え
る
の
に
必
要
な
こ
れ

ら
付
則
の
改
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
そ
の
命

令
は
、
大
統
領
が
必
要
と
認
め
る
補
足
的
、
付
随
的
又
は
結
果
的
規

定
を
含
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

③
①
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
付
則
又
は
第
四
付
則
が
改
正
さ
れ

イ
ン
ド
憲
法
(
-
―
-
）

た
と
き
は
、
こ
の
憲
法
の
適
用
に
つ
い
て
、
第
一
付
則
又
は
第
四
付

則
と
は
、
①
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
付
則
を
い
う

も
の
と
す
る
。
」

一
九
三

（
一
九
三
）




